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概要 

 

本報告書は，東京医科大学病院 薬剤部（以下 薬剤部）を顧客とした「抗がん剤薬歴管理

システム」開発プロジェクトの，2012年度に行った開発の報告書である． 

顧客である薬剤部は，院内で処方された抗がん剤の調剤を行っている．抗がん剤は，投与

量と休薬期間を厳密に管理している．薬剤師は調剤を行う際，処方内容が適切か確認を行う． 

抗がん剤薬歴管理システムの開発は，2011 年度の筑波大学大学院の授業科目「PBL 型シ

ステム開発」で開始された．2011年度のプロジェクトでは，筆者を含む博士前期課程 1年の

学生 5名で，薬剤部内の部署である調剤室向けに，内服の抗がん剤の薬歴を管理するシステ

ムを開発した． 

本年度(2012年度)のプロジェクトでは，博士前期課程 2年の学生 5名でシステム開発を行

った．5名のうち筆者を含む 3名が，2011年度システム開発メンバーであった．本年度の開

発システムは 2011 年度システムを発展させ，以下に示す要件を解決するシステムの開発を

実施した． 

・学生のサポート終了後，顧客の薬剤師のみによる保守運用を想定したシステム拡張 

・注射抗がん剤の薬歴登録の対応 

・注射抗がん剤の調製日報作成機能の追加 

・複数部署のネットワーク化とシステム共有 

システムの開発は，開発する内容で 2段階に分け行った．保守運用を想定したシステム拡

張を 1次開発，注射抗がん剤の薬歴登録の対応と日報作成の追加を 2次開発として，システ

ム開発を進行した． 

システム開発において，筆者はソフトウェアテストおよび利用マニュアルの作成を担当し

た．ソフトウェアテストにおいては，テスト全体の進行計画，テスト仕様書の作成およびテ

スト実施を行った．また，2 次開発においては，1 次開発の反省を踏まえた取り組みを加え

た．マニュアルの作成では，顧客に有効な利用マニュアルとなるように，いくつかの施策を

とりいれ，作成した． 
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第1章 はじめに 
本章では，本プロジェクトにおける顧客の業務と，これまでのシステム開発について述べ

る． 

1.1 本プロジェクトについて 

本プロジェクトでは，東京医科大学病院 薬剤部（以下 薬剤部）を顧客とし，抗がん剤薬

歴管理システムの開発を行った．抗がん剤薬歴管理システムの開発は，2011年度の筑波大学

大学院の授業科目「PBL 型システム開発」で開始された．2011 年度は，筆者を含む博士前

期課程 1年の学生 5名でシステム開発を行った．薬剤部内の部署である調剤室向けのシステ

ムとして，内服の抗がん剤の薬歴を管理するシステムを開発した．本年度(2012年度)のプロ

ジェクトでは，博士前期課程 2 年の学生 5 名でシステム開発を行った．5 名のうち筆者を含

む 3 名が，2011 年度システム開発メンバーである．本年度は，2011 年度に開発したシステ

ムを発展させ，新たな要件を解決するシステム開発を実施した． 

 

1.2 顧客について 

 本プロジェクトの顧客である薬剤部は，東京医科大学病院の外来患者・入院患者に対する調剤

業務全般を執り行っている．抗がん剤の調剤業務は，その業務の 1つである．現在薬剤部で勤務

している職員数は，約 60名である． 

 

1.3 顧客との合意事項 

抗がん剤薬歴管理システムは，医療に関わるシステムである性質上，患者生命への影響が

懸念される．そのため本プロジェクトでは，薬剤部とのミーティングにおいて事前に以下の

条件について合意してから開発を行った． 

・抗がん剤薬歴管理システムが直接患者に影響を与えることはないこと 

・抗がん剤薬歴管理システムが停止した際，業務が停止してしまう等の重大な影響がない

こと 

・十分な検証期間を経て，実業務で使用可能か判断すること 

・2013年以降，筑波大学側は保守・運用に携わらないこと 

・学生がシステム開発を行うので，品質が絶対ではないこと 

 

1.4 顧客の業務について 

1.4.1 東京医科大学病院おける抗がん剤調剤の流れ 

東京医科大学病院における抗がん剤の処方と調剤の流れを示す．院内全体の処方はオーダリン

グシステムで管理されている．各診療科の医師がオーダリングシステム端末に処方を入力すると，

処方せんが薬剤部に出力される仕組みとなっている．薬剤師は，その処方せんに従い調剤を行う． 

薬剤部で抗がん剤の調剤に携わる部署は，下記の 4部署である．内服の抗がん剤と注射の抗が

ん剤では，調剤の手順が異なる． 

 調剤室 

内服薬や外用薬の調剤を行う部署．抗がん剤処方時においては，内服薬処方せんに基づいて

調剤を行う． 
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 薬務室 

医薬品の購入と供給，注射薬の調剤を担当する部署．抗がん剤処方時においては，注射薬処

方せんに基づいて調剤を行う． 

 製剤室 

市販されていない薬剤の調製を行う部署．抗がん剤処方時においては，薬務室にて調剤され

た薬剤を用いて，注射薬の調製を行う． 

 外来化学療法センター 

外来患者向けに，注射薬を調整する部署． 

 

 

図 1-1 抗がん剤調剤の流れ 

 

1.4.2 抗がん剤治療とレジメン 

 抗がん剤の誤投与は，数日でも死亡事故に繋がる恐れがある[1]．そのため，一般的に抗がん剤

治療は，レジメンと呼ばれる治療計画に基づいて行われる．レジメンの定義は，「抗がん剤，輸
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液，支持療法薬（制吐剤など）の投与に関する時系列的な治療計画」とされている[2]．レジメン

による管理は，過剰投与や重複投与などの医療事故を防ぐことを目的としている．  

 

1.4.3 東京医科大学病院おけるレジメンの管理 

 東京医科大学病院においても，レジメンを用いた投薬管理を行っている．院内で用いられ

るレジメンは，院内のレジメン委員会により決定されている．医師は，院内規定のレジメン

に基づいて薬剤の処方を行う．薬剤師は，処方に用いられたレジメンを確認し，処方が妥当

であることを確認してから調剤を行う． 

1.5 2011 年度の PBL 型システム開発 

 2011年度の筑波大学大学院 PBL型システム開発において，筆者を含む博士前期課程 1年

の学生 5名のチームで，抗がん剤薬歴管理システム（以下 2011年度システム）の開発を行

った．2011年度システムを開発する前，調剤室では Excelシートを用いて抗がん剤の薬歴管

理業務を行っていた．しかし，患者個人の投薬情報がまとまっていない，誤入力・削除をし

やすい等の問題点があった． 

2011年度システムは，上記問題を解決し，薬歴確認業務の正確性を高めることを目的とし

て開発を行った．開発にあたっては，抗がん剤やレジメンを電子管理するシステムの開発事

例をいくつか参考にした[3][4]．患者個人の情報を集約し，現在までの患者の投薬情報を 1

画面で把握可能にした．また，薬歴の登録を行う画面では，投薬量・投薬期間に不備がある

場合の警告機能や，目視での確認をしやすくするための投薬カレンダー表示機能を用意した． 

2011年度システムはスタンドアロン型のWebアプリケーションで実現した．2011年度シ

ステムの持つ機能を表 1-1に示す． 

表 1-1  2011年度システム機能 

機能名 説明 

システムにログインする 本システムにログインする機能 

パスワードを変更する ログインに用いるパスワードを変更する機能 

患者個人情報を登録する 本システムに患者の情報を登録する機能 

患者個人情報を編集する 登録してある患者の情報を編集する機能 

患者個人情報を削除する 登録してある患者の情報を削除する機能 

患者個人情報を検索する 登録してある患者の情報を ID もしくは氏名から検索する機能 

患者レジメンを登録する 患者への処方に適用されているレジメンを登録する機能 

患者レジメンを削除する 患者への処方に適用されているレジメンを削除する機能 

患者薬歴情報（内服）を登録する 内服抗がん剤の薬歴を登録する機能 

患者薬歴情報（内服）を編集する 内服抗がん剤の薬歴を編集する機能 

患者薬歴情報（内服）を削除する 内服抗がん剤の薬歴を削除する機能 

患者薬歴カレンダーを表示する 患者に登録された薬歴を表示したカレンダーを表示する機能 

薬剤師情報を登録する 本システムを利用する薬剤師のログイン ID とパスワードを登録

する機能 

編集履歴を表示する 患者薬歴の登録，編集，削除の履歴を表示する機能 
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第2章 顧客の業務課題 
 

本章では，顧客の業務課題について述べる． 

 

2.1 システムの継続運用における課題 

2.1.1 運用保守体制の整備 

筑波大学大学院「高度 IT人材育成のための実践的ソフトウェア開発専修プログラム」は，

筑波大修士の学生がシステム開発を行うものである．そのため，開発メンバーがシステムの

保守・運用に関与できるのはメンバーの在学期間中に限られる．2011 年度システムの場合，

開発メンバーが保守・運用に関与できるのは 2012年度までとなり，2013年度以降は薬剤部

でシステムの保守・運用を行っていただく必要がある．そのため，本システムの保守運用体

制整備を十分なものとする必要がある． 

 

2.1.2 2011 年度システムの課題 

2011年度システムは，内服抗がん剤を含むレジメンにのみ対応しており，システム内で扱

っているレジメンは予め登録された 45 個のレジメンのみであった．そのため，今後院内で

用いられるレジメンに追加変更があった場合に対応できないという問題がある．レジメンは

院内のレジメン委員会により毎年見直されるため，数年間に渡る運用を想定した場合，レジ

メン定義の追加編集機能は必須である． 

 

2.2 薬剤部からの要望 

2.2.1 注射抗がん剤の薬歴管理 

抗がん剤のレジメンには，内服薬と注射薬を組み合わせたものが存在する．しかし，内服

薬の調剤と注射薬の調製は別業務として動いている．そのため，投薬の特記事項の情報が共

有されていないという問題がある． 

2011年度システムでは，調剤室における内服薬の調剤業務のみがシステム化の対象であっ

たため，注射抗がん剤には対応していない．しかし，システムが注射抗がん剤の入力に対応

すれば，薬剤部内の抗がん剤の調剤業務の情報を 1つのシステムで扱うことができる．情報

を一元化することで，部署間での判断の不整合などが防がれ，複数部署での業務効率向上を

図ることができる．そのため，システムで内服薬と注射薬を同時に扱えるようにして欲しい

という要望がある． 

2.2.2 日報作成機能の追加による業務効率化 

東京医科大学病院では，注射抗がん剤の投与に関してのみ，1 日の投与の記録をまとめた

調整業務日報（以下 日報）を作成し保管することを規定している．日報は，薬剤部の注射の

実施実績を証明するものとして，厚生労働省の監査時などに用いられる．日報上には，注射

薬を実施した患者とそのレジメン名，注射薬の調製本数，調製を中止した人数等を記録する． 

当初日報は，FileMakerで製作したツールを用いて作成していた．FileMakerとは，ファ

イルメーカー社が開発しているデータベースソフトウェアである[4]．このツールでは，患者

の氏名や年齢のような基本情報も毎回入力する必要があった．そのため，1 日に 1 時間強の

作業時間を割り当てている．本システムで扱う患者情報と薬歴情報を利用して日報を作成す

るができるようにして欲しいという要望がある．  
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第3章 システム概要 
 

本章では，実際に開発したシステムについて解説する． 

 

3.1 目的 

第 2 章に示した課題から，本システム開発の目的を 2 つ掲げる．1 つは，薬剤部によって

継続的な運用を行えるよう薬歴管理システムを改善することである．もう 1つは，薬剤部全

体の調剤業務の改善をするために，システムの適用範囲を拡大することである． 

 

3.2 開発内容 

 次の 4点を軸としたシステム開発を行った． 

3.2.1 保守運用を想定した拡張 

新規レジメンや新規薬の登録，診療科の編集，システムのバックアップと復元が行えるよ

う拡張を行う．これにより，新規レジメンや新規薬の登場，診療科の変更があった場合でも，

薬剤部による継続的なシステム運用が可能となる． 

 

3.2.2 注射抗がん剤への対応 

新たに，注射薬の薬歴を登録管理する機能を追加する．この機能により，ほぼ全てのレジ

メンをシステムで扱えるようになるため，抗がん剤投与の一貫した管理を実現できる． 

 

3.2.3 日報作成機能の追加 

新たに日報作成機能を追加する．日報は，システムに登録した注射薬歴情報から作成する．

システムへの薬歴情報の登録は，注射実施前日の処方内容確認時に行うことになり，日報作

成時の入力は，注射の中止情報などのみとなる．その結果，これまで設けていた日報作成の

ための時間を短縮することができる． 

 

3.2.4 ネットワーク化 

薬剤部内の業務連携を進めるため，新たにシステム用サーバを設け，複数台のコンピュー

タから共通のシステムを利用できるようネットワークを構築する．薬歴管理を一元化するこ

とで，情報の不整合が発生するリスクを解消できる． 
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3.3 機能要件 

 抗がん剤薬歴管理システム全体の機能要件を示したユースケース図を示す．次節からは，

新たに追加した機能と，2011年度システムの機能を変更した機能を解説する． 

 

図 3-1 システムのユースケース図 

3.3.1 2012 年度追加機能 

 2012年度追加の機能は，以下の通りである． 

 レジメン定義の管理に関わる機能 

 レジメンを登録する 

本システムで扱うレジメンの定義を新たに追加する機能である．新規に承認された

レジメンがあった場合に，システム管理者が使用する． 

 レジメンを編集する 

 レジメン定義を編集する機能である．レジメン名が変更になった，使用薬剤の規定

が変更になった，同レジメンを利用する診療科が増えた，等の機会に用いる． 

 レジメンを削除する 

 レジメン定義を削除する機能である．レジメン定義を誤って登録してしまった場合

等に用いる． 
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 レジメンを検索する 

 レジメン定義を検索する機能である．登録しようとするレジメン定義が既に登録さ

れていないかを確認する場合に用いる． 

 

 薬の管理に関わる機能 

 薬を登録する 

 本システムで扱う薬を新たに追加する機能である．主に，新規レジメン登録時に，

システムに登録されていない新薬を用いていた場合に利用する． 

 薬を編集する 

 本システムに登録されている薬の情報を変更する機能である．主に，院内で扱う抗

がん剤の商品名が変わった場合などに用いる． 

 薬を削除する 

 本システムに登録されている薬の情報を削除する機能である．誤って登録してしま

った場合等に用いる． 

 薬を検索する 

本システムに登録されている薬剤を検索する機能である．新薬の追加時に同じ薬剤

が既に登録されていないかを確認する場合に用いる． 

 

 診療科の管理に関わる機能 

 診療科を登録する 

本システムで扱う診療科を新たに追加する機能である．主に，院内の診療科が新設

された場合，または抗がん剤を扱う診療科が増えた場合に利用する． 

 診療科を編集する 

 診療科の情報を編集する機能である． 

 診療科を削除する 

診療科の情報を削除する機能である．誤って登録してしまった場合に用いる． 

 

 注射薬歴登録に関わる機能 

 患者薬歴（注射）を登録する 

2011年度システムでの薬歴登録機能は内服薬歴の登録として残し，新たに注射薬の

登録機能を用意する． 

 

 注射薬日報作成に関わる機能 

 日報（外来）を作成する 

外来化学療法センターの日報を作成するための機能である．指定した日に，注射薬

が投与されることになっている外来患者一覧を日報として出力する． 

 日報（入院）を作成する 

製剤室の日報を作成するための機能である．指定した日に，注射薬が投与されるこ

とになっている入院患者の一覧を日報として出力する． 

 

 統計情報に関わる機能 

 統計情報を出力する 

システムで集計している情報を用いて，指定期間内の統計情報を出力する． 
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3.3.2 前回システム機能の一部変更 

 2011年度システムの機能で変更を加えたものは次の通りである． 

1. 患者薬歴（内服）を登録する 

 対応レジメンの拡充に伴い，登録する内容と，エラー・警告判定に大きく変更を加えた． 

2. 患者薬歴カレンダーを表示する 

システムが注射薬の薬歴登録に対応するため，薬歴カレンダー上でも登録した注射薬歴を

表示するように変更した．また，レジメンのスケジュールの初日にあたる薬歴を登録した際

には，以降の投薬予定日をカレンダーに示すように変更した． 

 

3.4 非機能要件 

3.4.1 システムの保守運用 

筑波大学のシステム開発チームが本システムに関与できるのは 2012年度末までである．

2013年度以降は，薬剤部でシステムの保守運用を行っていく予定である．それに備え，本シ

ステムの内部について知識を持たない薬剤師でも，システムの保守運用を行えるようにする．

本システムの運用期間は，2013年から 2017年の 5年間を想定する． 

 

3.4.2 セキュリティ 

3.4.1と同様に，薬剤部によって保守運用を行っていけるよう，セキュリティ対策を施す． 

 

3.4.3 バックアップと復旧 

3.4.1と同様に，薬剤部によって保守運用を行っていけるよう，バックアップと復旧方法の

工夫を検討する． 

 

3.5 システム構成 

 本システムのシステム構成を表 3-1 に示す．本プロジェクトでは，PHP のフレームワー

クとして CakePHP[6]を採用している．CakePHP は習得までの期間が比較的短いことや，

ソースコード自動生成機能が備わっていること等から2011年度システム開発時に選択した． 

表 3-1 システム構成 

開発言語 PHP5.3.8 

Webサーバ Apache2.2.3 

データベース MySQL5.5.27 

PHP フレームワーク CakePHP1.3.13 

サーバ OS CentOS5.8(Final) 

クライアント OS Windows7 Professional 

実行環境 FireFox17.0 
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3.6 ハードウェア構成 

 抗がん剤薬歴管理システムで用いられるハードウェアを以下に示す．本システムは，各機

器間を有線 LAN で接続し，外部ネットワークと接続しないローカルネットワークで構成す

る（図 3-2）． 

 サーバ 1台 

 バックアップ用の外付け HDD 2台 

 ルータ（スイッチングハブ） 1台 

 クライアント PC 6台（調剤室 2，製剤室 2，薬務室 1，外来化学療法センター1） 

 

図 3-2 ハードウェア構成 
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第4章 プロジェクト概要 
ここでは，本プロジェクト体制と役割分担，スケジュール計画と実績を示す． 

 

4.1 プロジェクト体制 

 本プロジェクトの体制図を図 4-1に示す．開発システムに関わる部署の薬剤師の方々に加

えて，医療情報室の方に参加していただいた．医療情報室の方は，病院内ネットワーク，保

守運用に関する業務に携わっており，本システム開発のアドバイザーをしていただいた． 

 

図 4-1 プロジェクト体制図 

 

4.2 開発スケジュール 

本プロジェクトでは，開発スケジュールを次の①～③に示す 3フェーズに分けて行った．本報

告書では①を 1次開発，②を 2次開発，③をネットワーク化対応と呼んでいる．各フェーズはス

ケジュールをずらして進行した．これは，要件定義が長引いて開発期間を十分に取れなくなるこ

とを防ぐためである．①～③のフェーズを含んだマスタースケジュールを図 4-2に示す．マスタ

ースケジュールでは一部の工程で重なっている部分がある．その期間はチーム内でメンバーの役

割を分け，同時並行で進める．また，遅延が発生した際のバッファ期間として，11 月と 12 月に

フィードバック修正期間を設けている． 
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① 薬剤部での保守・運用を想定した 2011年度システム拡張 

このフェーズでは，3.3に示した機能のうち，次の機能の開発を行う． 

 レジメン定義の管理に関わる機能 

 薬の管理に関わる機能 

 診療科の管理に関わる機能 

 

② 抗がん剤注射薬の薬歴管理への対応 

このフェーズでは，3.3に示した機能のうち，次の機能の開発を行う． 

 注射薬歴登録に関わる機能 

 注射薬日報作成に関わる機能 

 統計情報に関わる機能 

 前回システム機能の一部変更 

 

③ 調剤室・薬務室・製剤室・外来化学療法センターのネットワーク化 

このフェーズでは，次の開発を行う． 

 ネットワークインフラの構築 

 システムのバックアップ・復旧機能 

 データのバックアップ・復旧機能 

 

　 　

6/22 中間発表 10/4 or 12 中間発表

薬剤部での保守・運用を想定した2011年度システムの拡張
抗がん剤注射薬の薬歴管理への対応
調剤室・薬務室・製剤室・外来化学療法センターのネットワーク化

内部設計

実装

テスト

顧客評価

フィード
バック修正

10月 11月 12月

要件定義

外部設計

5月 6月 7月 8月 9月

7/14 完了

8/1 完了

9/14 完了

8/29 スケジュール再検討

9/7 完了

9/28 完了

10/31 完了

8/31 完了

9/28 完了

10/31 完了

12/14 評価終了

12/21 完了

9/7 完了

9/14 完了

8/5 完了

7/10 完了

7/4 完了

12/21 全行程終了

 

図 4-2マスタースケジュール 
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4.3 役割分担 

本プロジェクトでは次のようにメンバーの担当工程を決め，各自でその業務を進行した． 

 

表 4-1 各メンバーの担当工程 

メンバー 担当分野 

山田弘樹 セキュリティ・システム復旧 

岩城謙太 システム設計 

児玉剛幸 保守・運用，テスト 

鈴木雄祐 セキュリティ・データ復旧 

山口佳祐 システム設計 

 

 また，1 次開発，2 次開発，ネットワーク化対応のそれぞれで，次のような役割分担を行

ってプロジェクトを進めた． 

 

表 4-2 . 1次開発（薬剤部での保守・運用を想定した 2011年度システムの拡張）の役割分担 

工程 担当者 

要件定義・外部設計 鈴木・山田 

内部設計・実装 岩城・山口・鈴木 

テスト 児玉・鈴木 

 

表 4-3 .2次開発（抗がん剤注射薬の薬歴管理への対応）の役割分担 

工程 担当者 

要件定義・外部設計 鈴木・山田 

内部設計・実装 岩城・山口 

テスト 児玉 

 

表 4-4システムのネットワーク化対応の役割分担 

工程 担当者 

要件定義・外部設計 鈴木・山田 

内部設計・実装 鈴木・山田 

テスト 鈴木・山田 
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第5章 ソフトウェアテスト 
 本章では，筆者の担当部分であるソフトウェアテストについて述べる． 

5.1では，本プロジェクトのテストの進行の方針を述べる．5.2では，1次開発テストの実

施内容と結果を示す．5.3 では，1 次開発テストの考察を述べる．5.4 では，2 次開発テスト

の実施内容と結果を示す．5.5では，2次開発テストの考察を述べる．  

 

5.1 本プロジェクトにおけるテストの進行 

本プロジェクトは，システムの開発スケジュールを 2段階に分けた．そのため，テストも

1次開発テストと 2次開発テストに分けて実行することとなった． 

2 回テスト工程を行うことを活かし，2 回目のテスト工程では 1 回目のテスト工程の反省

点を踏まえた改善を取り入れた． 

 

5.2 1 次開発テスト 

5.2.1 1 次開発テスト方針 

 1次開発テストを開始するにあたり， 表 5-1に示すテスト方針を作成した．  

 実行するテスト工程は，メソッド単位で動作を確認する単体テスト，画面単位で動作を確

認する結合テスト，ユースケース通りの手順を行えるか確認するシステムテストの 3種とし

た．システムテストまで終えた後，顧客による運用テストを行った． 

本プロジェクトでは，各メンバーの役割で作業を分担していた．1 次開発では，プログラ

ム担当とテスト担当ではそれぞれの担当の作業のみ行う方針であった．そのため，1 次開発

テストでは，基本的に筆者が全て 1人で取り組むものとして計画した． 

次節から，各テスト工程の取り組みについて詳細を述べる． 

表 5-1 1次開発テスト方針 

単

体

テ

ス

ト 

テスト実行者 児玉 

使用ツール Simple test（CakePHPのテストツール） 

テストする部位 1次開発で追加するメソッド 

主な確認点 引数のミス 

実行結果の一致 

コードカバレッジ 

バグ管理方法 Google driveに用意したバグ管理票に記録 

テスト終了条件 作成したテストケースを全て１回以上実施する 

バグ票に未解決の問題が残っていない 

結

合

テ

ス

ト 

テスト実行者 児玉 

使用ツール なし．実行環境である InternetExplorer9上で確認． 

テストする部位 1次開発で新しく追加する画面 

主な確認点 画面の表示が定義書通りであるか 

画面の遷移が定義書通りであるか 

入力箇所が正常に動作しているか 

エラーチェック，エラーメッセージは正常か 

バグ管理方法 Google driveに用意したバグ管理票に記録 
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テスト終了条件 作成したテストケースを全て１回以上実施する 

バグ票に未解決の問題が残っていない 

シ

ス

テ

ム

テ

ス

ト 

テスト実行者 児玉 

使用ツール なし．実行環境である InternetExplorer9上で確認． 

テストする部位 1次開発で開発する機能のユースケース全て 

主な確認点 ユースケースのフローに従い操作できるか 

操作手順にわかりにくさはないか 

バグ管理方法 Google driveに用意したバグ管理票に記録 

テスト終了条件 作成したテストケースを全て１回以上実施する 

バグ票に未解決の問題が残っていない 

 

 

5.2.2 単体テスト 

 単体テスト準備 

1次開発の単体テストは，次の順で行うことを計画した． 

１．クラスごとに，テストケースを列挙した単体テスト仕様書を作成する 

２．単体テスト仕様書に従い，CakePHPの Simple testでテストコードを記述する．Simple 

testとは，CakePHPのテスティングフレームワークである[7]． 

３．テストコードを実行し，発見したバグをバグ管理票に記述する．バグの修正をプログラ

ム担当者に依頼する 

４．バグ修正の報告を受けた後，再度テストコードを実行し，バグの修正を確認する． 

 

 次に，単体テストで作成したドキュメントを示す． 

 

 単体テスト仕様書 

単体テストでチェックするのは，各メソッドの全ての引数の組に対し，返り値が

規定の値となっているかである．そのため，テストケースはデシジョンテーブルを

用いて作成した．デシジョンテーブルは，複数の判定条件の組み合わせと，それに

対応する判定結果をまとめた表である[8]．単体テストで作成したデシジョンテーブ

ルの例を図 5-1に示す．図 5-1では，条件記述部に regimenId とmedicineId の 2

種の引数を置いている．I/O 欄は，引数に入れる値を示す．動作記述部には，メソ

ッドの返り値を置いている．テストケースは，条件記述部の引数に入る値の組み合

わせと，その入力値でのメソッドからの返り値を定めている． 
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図 5-1 デシジョンテーブル（単体テスト） 

 

デシジョンテーブルを作成する際，条件記述部の引数に入れる値のパターンを表 5-2の引

数入力値表で規定した．この表では，引数の型別に入力値を決めている．型と一致する値，

型違いの値，空値それぞれの代表値を用意していて，少なくとも表に示された値を代入した

テストケースを実施するものとした． 

 表 5-2 テストケース用引数入力値表 

型名 項目数 型通りの値（有効値・無効値） 型違い 空値

INT型 5 -1,0,1, ‘abc’ Null

VARCHAR型 4 ‘ ’,(MAX),(MAX)+1 Null
TEXT型 2 ‘abc’ Null
NUMERIC型 7 -0.1, 0, 0.1, (MAX),(MAX)+0.1 ‘abc’ Null
ENUM型 2+n (規定の文字列)*n ‘abc’ Null

DATE型 7
1969/12/31,1970/1/1,
2038/1/19, 2038/1/20

‘abc’,1 Null
 

 

テストケースは，基本的に以下の条件の引数の組み合わせを挙げ，作成した． 

・メソッドの実行を成功させる引数の組み合わせ 

・入力する引数のうちの 1つが，メソッドの実行を失敗させる組み合わせ 

・複数の引数が組み合わさった時に初めてメソッドの実行を失敗させる組み合わせ 

 

 

 単体テスト結果 

 1 次開発の単体テストは，テストケースの作成に時間を要したことが原因で遅延した．当

初は 1人で単体テスト全てを行う予定であったが，テスト人員を 1人増やし，テストコード

の記述を担当してもらう事で対応した．CakePHP で記述されたメソッドの内，コントロー

ラのメソッドの単体テストを用意できなかったが，結合テストで画面の挙動を確認すること

で確認するものとした． 

 単体テストの結果を表 5-3に示す．1次開発の単体テスト時点でのモデルのクラス数は 12

あり，そのうち新規メソッドを含んでいたクラスは 9であった． 
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表 5-3 単体テスト結果 

クラス番号 クラス名 新規メソッド数 テスト項目数 バグ数
1 department 5 25 0
2 department_regimen_relation 4 29 3
3 dosage 3 32 6
6 medication_day 8 85 3
7 medicine 7 76 8
9 patient_regimen 2 10 0

10 regimen 6 83 3
11 regimen_medicine_relation 3 28 10
12 unit 2 23 0

合計 40 391 33  

 

5.2.3 結合テスト 

 結合テスト準備 

1次開発の結合テストは，次の順で行うことを計画した． 

１．画面ごとに，テストケースを列挙した結合テスト仕様書を作成する． 

２．単体テスト仕様書に従いテストを実行し，発見したバグをバグ管理票に記述する．   

バグの修正をプログラム担当者に依頼する． 

３．バグ修正の報告を受けた後，再度テストを実行し，バグの修正を確認する． 

 

 次に，結合テストで作成したドキュメントを示す． 

 

 結合テスト仕様書 

結合テスト仕様書を図 5-2に示す．テストケースは，単体テストと同様にデシジ

ョンテーブルから作成した．デシジョンテーブルの条件記述部には，画面定義書か

ら画面上の項目を列挙した．そして，入力可能な項目に対しては，入力されうる値

を列挙した．デシジョンテーブルの動作記述部には，正常時と異常時の挙動を列挙

した． 

テストケースは，列挙した入力を以下の条件で組み合わせて作成した． 

・異常時の挙動が発生しない入力の組み合わせ 

・入力のうちの 1つが原因で，異常時の挙動をする組み合わせ 

・複数の入力の組み合わせが原因で，異常時の挙動をする組み合わせ 
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図 5-2 デシジョンテーブル（結合テスト） 

 

 結合テスト結果 

 結合テストを実施した結果を表 5-4 に示す．1 次開発の結合テストで確認した画面数は 7

であった． 

表 5-4 結合テスト結果 

画面番 画面名 サブ画面名 テスト項目数 バグ数

SC11 レジメン登録・編集画面 登録画面 30 9
登録確認画面 2 0
薬選択画面 24 0

SC13 レジメン情報画面 レジメン情報画面 5 2
SC19 薬一覧画面 薬一覧画面 26 3
SC20 薬情報画面 薬情報画面 7 0
SC21 薬登録・編集画面 登録画面 11 3

登録確認画面 2 0
SC22 診療科一覧画面 診療科一覧画面 6 0
SC23 診療科登録・編集画面 登録画面 8 2

確認画面 4 0
合計 125 19  

 

 



 

22 

5.2.4 システムテスト 

 システムテスト準備 

 システムテストは，ユースケース記述のシナリオに沿って，各ステップが正しく行われる

かの確認とした．テストで用いる登録データは，薬剤部から頂いている実際のレジメンの一

部を用いて行った．作成したドキュメントを次に示す． 

 

 システムテスト仕様書 

 ユースケースシナリオに記載された内容が実行できるか，ステップごとに確認し

た． 

 

図 5-3 システムテスト 

 

 実データによる登録確認記録 

実際に用いられるレジメンを登録してみて，気がついた点や特殊な対応が必要とな

った点などを記録した． 

作成者 児玉 作成日 10月10日
確認者 児玉 最終更新日 10月18日

シナリオ名 レジメンを登録する

シナリオNo レジメン分類 登録レジメン名 特徴 可否 確認者 確認日 エラー内容・疑問点など 修正内容 修正日 修正者 修正確認日 修正確認者

1 整形外科
整形外科　進行
性骨軟部肉腫
ICE療法

・適用期間4週間
・上限回数30クール

・注射薬3つ
・5日連続の注射

○ 児玉 2012/10/10

2
膵_GEM+S-
1(JSAP-
04_adjuvant)

・適用期間2週間
・注射薬1つ
・内服薬1つ

・内服7日

○ 児玉 2012/10/17

3 整形外科
骨肉腫_NECO-
95J(stageV,stag
eIV)

・適用期間12週間
・注射薬3種
・イホマイドは2mg/m2
と4mg/m2のものがあ
り、投与日は別となっ
ている
・上限回数2.5クール

○ 児玉 2012/10/17

イホマイドの単位を間違えて登録し
て、一度削除してからやり直した。
イホマイドは2mg/m2と4mg/m2の2
通りあったが、合わせて記述し、コ
メントで対応した。
このレジメンは2.5クールであるが、
上限回数は整数でしか設定できな
いため、上限回数を3とし、コメント
に最終クールで投与しない薬につ
いて明記した。

システムテスト仕様書（ユースケーステスト）

 

図 5-4 実データの登録記録 
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 システムテスト結果 

 1次開発のシステムテストで確認したユースケース数は 11であった． 

表 5-5 システムテスト結果 

シナリオ
No

シナリオ名
確認ステッ
プ数

不具合数

1 レジメンを登録する 5 0

2 レジメンを編集する 5 0
3 レジメンを削除する 5 0
8 レジメンを検索する 4 1
4 薬を登録する 4 0
5 薬を編集する 5 1
6 薬を削除する 5 0
7 診療科を編集する 5 0
9 薬を検索する 6 1
11 診療科を削除する 5 0
12 診療科を登録する 5 0

合計 54 3  

 

 

5.2.5 顧客による運用テスト 

 運用テスト準備 

 1 次開発の運用テストは，システムテスト終了後にシステムを顧客先で導入し，行ってい

ただいた．テストの内容は顧客の自由とし，テストで発見した不具合は報告フォームに記入

し送っていただくものとした．運用テストを行っていただくにあたり，次のドキュメントを

作成した． 

 

 運用テスト依頼書（付録） 

運用テストを円滑に進めていただくために作成した．テストの目的，テストの手

順，確認して頂きたい事項，不具合の報告方法を示した． 

 

 不具合報告フォーム（付録） 

 不具合が発生するたびに記録して送付していただくため，不具合 1 つにつき 1 ペ

ージとした．対応を決定後，対応内容を記述し，顧客先で説明を行った． 

 

 レジメンデータ登録手順マニュアル（付録） 

 テストを行なってもらう，レジメン定義データの登録手順を示したマニュアルを

作成した． 

 

 運用テスト結果 

 1 次開発の機能を追加したシステムは，2012/10/18 に納入を行った．運用テストは，

10/24～11/2の間に行っていただいた．顧客からの報告によると，運用テスト期間中に 3

回テストを行なっていただいた．各種機能の動作確認に用いたレジメンの種類は 4 種類

であった． 

1次開発の運用テストの不具合報告の内訳を以下に示す．報告件数は合計で 10件，そ
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のうち機能の不具合は 3 件であった．3 件の不具合のうち 1 件は画面スクロールの問題

であり，システムテストまでの確認項目からは漏れていた内容であった．残りの 2 件は

運用テスト以前にバグとして発見していたものであった．この時点では修正が間に合っ

ておらず，その旨は代表者に伝えていた． 

 

表 5-6 1次開発運用テスト不具合報告 

分類 件数
レイアウト等の変更要望 6
不具合の報告 3
疑問点 1
総報告数 10  
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5.3 1 次開発テストの考察 

5.3.1 バグ傾向の分析 

 単体テストと結合テストが終了した時点で，バグの傾向を調査した．単体テストと結合テ

ストそれぞれのバグ管理票を元に，現象別原因別マトリックス分析[9]を作成した．現象別原

因別マトリックス分析は，バグ 1つ 1つについて現象の種別と原因の種別を明らかにし，表

を作成する．表にまとめることで，バグ発生の原因の傾向を把握することを目的とする．マ

トリックス分析表を作成するため，バグ管理票にバグを記録する際に，発生したバグの現象

種別と原因種別を記録した．バグの現象種別は，参考文献をもとに表 5-7の現象を挙げ，そ

の中から選択するものとした．原因種別は，表 5-8の原因を挙げ，選択するものとした． 

表 5-7 バグ発生の現象種別一覧 

現象種別 内容
画面表示・形式不正 画面の表示が仕様と一致しない場合
画面遷移不正 ページの移動に失敗する場合
出力結果不正 出力結果が想定と異なる場合
メッセージ不正 メッセージが表示される場合
エラーチェック不正 エラーや警告の判定が正しく行われていない場合
性能不良 上記以外で、想定した性能が満たせない場合
操作性不良 入力項目が入力できないなどの場合
操作不能 操作が続行できなくなった場合
異常終了 想定しないタイミングでシステムが終了してしまう場合  

表 5-8 バグ発生の原因種別一覧 

原因種別 内容
定数誤り プログラム内の定数が間違っていた場合
参照先誤り プログラム内で参照している先を間違えていた場合
関数使用誤り 関数の使用方法を間違えていた場合
初期設定不良 実行前の初期設定を間違えていた場合
フラグ初期不良 プログラム内のフラグの初期設定を間違えていた場合
カウンタ初期不良 プログラム内でカウントする部分の初期設定を間違えていた場合
メソッド仕様誤り メソッドの仕様を間違えていた場合
パラメータ設定誤り 引数などに入れる値を間違っていた場合
SQL使用誤り SQLが間違っていた場合
判定処理不良 判定処理を間違えていた場合
処理順序性不良 処理の順序を間違えているために結果が異常となっていた場合
処理抜け するべき処理をそもそも記述していなかった場合
仕様不良 仕様の間違いにより発生していたエラーだった場合
仕様通り 調べた結果仕様通りであり、エラーの指摘が間違っていた場合  

 

 単体テストのバグ傾向 

単体テストのバグ表をマトリックス分析した結果を表 5-9に示す．この表から，単体テス

トでは処理抜けのバグが突出して多かったことが読み取れる．処理抜けのバグの内容を確認

すると，ほぼ全て引数に対するバリデーションの抜けが原因であった．これは，正常値以外

の入力があった場合の処理方法を，プログラム担当者と確認していなかったために起きた問

題であった．  

バグの多さから，単体テストでバリデーションの確認を行うこと自体が過剰なテストであ

ったことも考えた．メソッドの引数に対してバリデーションを行う理由は，プログラムの作

成において，メソッド使用時の代入間違いを防ぐためである．代入間違いの例としては，複
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数ある引数の代入順序を間違うミスなどが考えられる．本開発ではプログラム作成者は 3人

のみであり，自分が作成したメソッドを自分で使用することが多かった．プログラム作成者

は，自分で作成したメソッドの仕様を良く知っていたために，バリデーションをあまり意識

しなかった． 

自分で作ったメソッドの誤用は，知らないメソッドの誤用よりも起こりにくいと考えられ

るため，本プロジェクト内に限れば，メソッドのバリデーションは過剰であると言える．し

かし，システム納品後，薬剤部の依頼でソフトウェアベンダーが保守を行うことも考えられ

る．その場合には，メソッドのバリデーションを十分に行なっていたほうが，保守コストを

下げることができると考えられる． 

単体テストにおいて，テストコードを 1 件増やす作業量は少ない．そのため結論として，

2 次開発でもバリデーションの確認は削減せずに行うこととした．ただし，テスト仕様書を

作成する作業は手間となるため，工夫する必要があると考えた． 

表 5-9 マトリックス分析表（単体テスト） 

原因→
↓現象

メソッド
仕様誤り

パラメー
タ設定誤

判定処
理不良

処理抜け
仕様不
良

試験環
境不備

総計

出力結果不正 2 5 1 19 1 1 29
エラーチェック不正 2 2
異常終了 1 1 2
総計 2 5 2 20 3 1 33  

 結合テストのバグ傾向 

結合テストのバグ表をマトリックス分析した結果を表 5-10 に示す．結合テストにおいて

も，処理抜けのバグが他と比較してやや多かった．処理抜けのバグのうち 4件は，画面定義

書に書いてあることを見落とし，実装し忘れたものであった．これらのバグは，プログラム

作成者が見直しを行えば発生を防ぐことができると考えられる．画面のコーディング完了時，

画面定義書上の完成後のイメージ図と，実際の画面を見比べるだけなら，ほとんど時間がか

からない． 

他のバグとしては，仕様不良のバグが 3件あった．バグの発生箇所はいずれも，画面定義

書に定義が詳細に書かれておらず，設計者の判断で実装していた箇所であった．この問題は，

画面定義書を書き終えた後にレビューを行わなかったために発生した．レビューで曖昧な箇

所を修正することで，このようなバグは減らすことができる． 

表 5-10 マトリックス分析（結合テスト） 

原因→
↓現象

定数誤
り

メソッド
仕様誤
り

パラメー
タ設定誤
り

SQL使
用誤り

判定処
理不良

処理順
序性不
良

処理抜
け

仕様不
良

試験環
境不備

総計

画面表示・
形式不正

1 2 3

画面遷移不正 1 1 2
メッセージ
不正

1 1 2

エラーチェック
不正

1 1 3 2 7

性能不良 1 1 3 5
総計 2 2 1 1 1 1 5 3 3 19
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5.3.2 1 次開発テストの反省点 

 1 次開発テストは，単体テストから遅延が発生し，全体のスケジュールを遅らせる原因と

なってしまった．ここでは，1次開発テストの反省点を挙げる． 

 

 単体テストをプログラム担当者に依頼しなかった点 

 最大の反省点として，単体テストの作成と実行をプログラム担当者に依頼しなかったこと

が挙げられる．単体テストはプログラムのメソッド単位で行うため，そのメソッドを熟知し

ていないとメソッド内部の処理に合わせた適切な試験が行えない．また，メソッドの内容は

実装中に変更されることが多く，実装前に完全な定義を行うことが難しい．そのため，本来

ならメソッドを作成した者が，メソッドを作り終えた時点でテストを行うのが無駄のない作

業の流れである． 

1 次開発では，筆者がメソッド定義書を基準として単体テストのテストケースを作成しよ

うとした．しかし，実際のプログラムコードがメソッド定義書と大きく異なっていたために，

プログラムコードを確認しながらテストを作成するという非効率な手段をとってしまった．

それが大きな原因となり，単体テストの終了が遅れ，プロジェクト全体の遅延にも繋がって

しまった． 

 

 画面定義のレビューされていない状態で実装が進んでいた点 

結合テストのテストケースは，画面定義書を参照して作成した．しかし，1 次開発の画面

定義書はレビューが行われておらず，バリデーションの定義などが抜けている項目が多かっ

た．定義が曖昧な項目はテストで確認する事項を決めることができなかったため，プログラ

ム担当者と相談し，定義しなおしてからテストケースを作成した． 

テストケースを作成した時点で実装が進んでいた部分も多く，実装者も定義を曖昧にした

ままコーディングしていた．そのため，曖昧であった部分は多くがバグとなってしまった． 

画面定義書の理想は，書かれた内容を読むだけでプログラム作成者が実装できる状態であ

る．そのため，画面定義は少なくとも 1度はプログラムを作成する視点でレビューを行う必

要があると考える． 
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5.4 2 次開発テスト 

5.4.1 テスト方針 

 2次開発のテスト方針を表 5-11に示す．  

表 5-11  2次開発テスト方針 

単

体

テ

ス

ト 

テスト実行者 各メソッドの実装者 

使用ツール simpleTest（cakePHPのテストツール） 

テストする部位 modelクラスの，新しく追加されたメソッド全て 

主な確認点 引数のミス 

実行結果の一致 

コードカバレッジ 

バグ管理方法 Google driveに用意したバグ管理票に記録 

結

合

テ

ス

ト 

テスト実行者 児玉 

使用ツール なし．実行環境である FireFox上で確認する 

テストする部位 1次開発で新しく追加された画面全て 

主な確認点 画面表示は定義通りであるか 

画面が定義通りの画面に遷移するか 

入力箇所が正常に動作しているか 

エラーチェック，エラーメッセージは正常か 

バグ管理方法 Google driveに用意したバグ管理票に記録 

シ

ス

テ

ム

テ

ス

ト 

テスト実行者 児玉 

使用ツール なし．実行環境である FireFox上で確認する 

テストする部位 1次開発で新しく追加された画面全て 

主な確認点 ユースケースのフローに従い操作できるか 

操作手順にわかりにくさはないか 

バグ管理方法 Google driveに用意したバグ管理票に記録 

 

2次開発では，1次開発テストでの振り返りなどを踏まえ次の 3点に取り組むこととした． 

 

 単体テスト担当者の変更 

1 次開発では，メソッド定義書とプログラムコードの不一致が発生した．対策として，メ

ソッドに変更がある場合すぐにメソッド定義書を変更することをチーム内に周知した．しか

し，2 次開発の実装工程においてもメソッドの変更が頻繁に発生する可能性があったため，

単体テストは実装者を中心として行う方針とした．実装者はメソッドの内容を常に把握して

いるため，テストケースとメソッド内容の不一致の発生を防ぐことができると考えた． 

 テストケースの作成と並行した画面定義書の修正 

1 次開発では，定義書に曖昧な部分を残したまま実装を進めてしまったため，バグ発生の

原因となってしまった．その対策として，テストケースの作成と並行して仕様書を正確にし

ていく作業を行うこととした．画面定義書やユースケース記述からテスト仕様書を作成する
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際，定義が曖昧な部分を発見したらすぐに修正し，修正点をプログラム担当者に伝えるもの

とした． 

 CFD技法を用いたテストケース作成 

1次開発テストでは，テストケースを作成する際にテスト技法を用いなかった．2次開発で

は，条件の網羅性の確認を行いやすくするため，CFD 技法というテスト技法を採用した．

CFD技法は，CFD(Case Flow Diagram)と呼ばれる図を作成し，その図からデシジョンテー

ブルを導き出す技法である[10]． 

CFD 技法を用いた例を図 5-5 と表 5-12 に示す．CFD には原因と結果を列挙する．原因

となる要素は，取りうる値を同値分割する．そして，仕様を満たすように原因同士を線で結

び，結果へと繋ぐ．仕様を網羅するように線を引き終えたら，表 5-12 のデシジョンテーブ

ルを作成する．デシジョンテーブルでは，CFDで列挙した原因を条件記述部，結果を動作記

述部に並べる．そして原因と結果を繋いだ線をテストケースとする． 

 

図 5-5 CFDの作成例 

表 5-12 図 5-5から導出したデシジョンテーブル 
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実際に CFD技法が有用かを確認するため，2次開発で開発する患者薬歴登録画面（注射）

を用いて，CFDを作成した（図 5-7）．患者薬歴登録画面では，以下に示す動作が行われる．

この動作を対象に，CFD 技法による分析を行った． 

I. ユーザは薬歴情報を入力し，「確認画面へ」ボタンを押す． 

II. システムは入力内容を確認し，次の動作をする． 

(ア) 入力内容に不備がなければ，内容確認画面へ遷移する． 

(イ) 入力内容に不備があれば，エラーメッセージを表示する．エラーメッセージは，「値

が未入力である」「入力した数値が有効範囲外である」「型の違う値が入力されている」

の 3種である． 

 

図 5-6 患者薬歴登録画面（注射） 

以下の手順で CFDを作成した． 

① 結果を列挙し，有効系と無効系に分類する 

 ここで言う結果は，IIでシステムが行う動作である．有効系とは，仕様で定められた正常

な動作であり，IIの（ア）を指す．無効系は，それ以外の，エラー処理などで定められた動

作である．ここでは IIの（イ）に示すエラー出力 3種を指す． 

② 原因を列挙する 

 ここで言う原因は，I で入力する薬歴情報のうち II の動作の選択に影響するものである．

例えば薬の投与日は，正しい入力なら IIの（ア）の動作となるが，不備があれば IIの（イ）

の動作となる． 

③ 原因ごとに，入力値の同値分割を行う 

同じ結果につながる入力同士をグループ化する．例えば投与日ならば，date 型の入力と，

型違いの入力（文字列，数値）にグループ化できる． 
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④ 原因から結果に向けて線を結ぶ 

 各原因の，同値分割された要素を線で結び，それらが全て入力された場合の結果へ繋ぐ．

ここで，無効系の結果へ線を結ぶ場合，依存関係のない原因同士を繋がない．例えば，投与

日が date 型以外の入力であれば，必ず型違いエラーとなる．そのため，この場合は他の原

因を通さず，投与日の項目から直接型違いエラーに線を繋ぐ． 

以上のことから，実際に作成した CFDを図 5-7に示す． 

 

図 5-7 CFD技法による分析 

 図 5-7から，有効系の結果に辿り着くルートは#1,#2の 2通り，無効系の結果に辿り着く

ルートは#3～#13の合計 11通りであることがわかる．  

そこから導出したデシジョンテーブルを表 6に示す．13通りのテストを表から導出するこ

とができた． 



 

32 

表 5-13  図 5-7の CFDから導出したデシジョンテーブル 

 

 

実際に CFDを作成して，無効系のテストケースを削減出来る点が有用であった．④で示し

た「無効系の線は依存関係のない原因同士を繋がない」というルールにより，同じエラーを

発生させるテストケースの重複を，図に起こした段階で回避できる．また，表記が理解しや

すく，レビューを行いやすい点も有用であると感じた． 
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5.4.2 単体テスト 

 単体テスト準備 

 2 次開発の単体テストでは，テストはプログラム担当者が行うこととした．そのため，テ

ストの作業がプログラム担当者の重荷にならないように注意して，テストの準備を行った． 

1 次開発テストでは，まずテストケースを列挙したテスト仕様書を作成し，それに従って

テストコードを記述するという手順で行っていた．しかし，この手順ではドキュメントの作

成に時間がかかるため，プログラム担当者に大きな負担となってしまう．そこで 2次開発テ

ストでは，次の手順でテストを行った． 

 

１．筆者が単体テスト指示書と，テストケース作成基準を準備し，単体テストで確認する事

項をプログラム担当者に明示する． 

２．プログラム担当者は基準に従い，CakePHP のユニットテスティングフレームワークで

ある Simple testを用いてテストコードを作成し，実行する． 

３．Simple testを用いたテストを終えたら，単体テストチェック項目表を作成し，確認事項

を全てテストしたことを記録する． 

４．バグ修正まで終えたら，テストコードの実行結果を他のチームメンバーからレビューを

受ける． 

 

 この手順では，ドキュメントよりも先にテストコードの実行を優先している．テストケー

スの網羅性は，あとからレビューで確認するものとした． 

次に単体テストで作成したドキュメントを示す． 

 

 単体テスト指示書（付録） 

指示書には，以下のことを示した．指示書の内容は，各プログラム担当者にレビ

ューを受け，同意を得た． 

 テストの手順 

コーディング後に他のプログラム担当者にコードレビューを受けることや，テス

ト終了後に他のチームメンバーから確認してもらうことを明記した． 

 バグ管理方法 

 Google drive上に用意したバグ票に，指示通り記載するよう示した． 

 テスト終了条件 

 単体テストの終了条件を示した． 

 

 テストケース作成基準（付録） 

 テストケースを作成する上で，最低限これはチェックして欲しいという事項を列

挙したものである．「正常値を入力した場合の動作は確認したか」「異常値を入力し

た場合の動作は確認したか」など，やや抽象的な記載としている．正常値や異常値

の具体例は，上記の単体テスト指示書に示してあり，それを参考にプログラム担当

者がテストを作成することを想定している． 

 

 単体テストチェック項目表（図 5-8） 

 上記のテストケース作成基準の各項目を，テストで確認したことを記録するため



 

34 

に作成したものである．この表は，メソッド定義書の横に付加するものとした．こ

れは，メソッド定義書にある各引数に対してチェックを付けられるようにするため

である． 

 

作成者 作成日
確認者 最終確認日

チェックしたところに●をつける 正常値/異常値/型違い/NULLは基準表を参照する

↓左の表から引数の番号をコピペする

項番 型
正常値の確
認

異常値の確
認

型違いの値
の確認

Null値の
確認

正常組み
合わせの
確認

異常組み
合わせの
確認

DBにデー
タなし

1 int ●
2 string ● ●
3 string ●
4 string ● ●
5 boolean ●
6 boolean ●

確認日 2012/10/16 2012/10/16
2012/10/17

備考メモ用

2012/10/16 型違いチェックしていなかった，など

単体テストチェック項目表

 

図 5-8 単体テストチェック項目表テンプレート 

 

 単体テスト進行チェック表（付録） 

 メソッド定義書のレビュー，テストコードのレビュー，テスト実行結果の確認の実績を記

録するために作成した． 

 

 単体テスト結果 

 2 次開発の単体テストでテストを行ったクラスとテストケース数を表 5-14 に示す．テス

トを行ったクラス数は 16，テストケース数は 894であった． 

 単体テストのバグ数を表 5-15 に示す．単体テストの進行はプログラム担当者それぞれに

委ねていたが，単体テストのバグを指定のバグ票に記録していたのは山口氏のみであった．

他 2人のプログラム担当者は，テストコードの記述を行う中でバグを修正してしまい，バグ

表の記録を怠ってしまったと報告があった．そのため，集計できた単体テストのバグは 31

のみとなってしまった． 

 また，単体テストチェック項目表の記録も，実際に行われたのは単体テストを行った 16
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のクラスのうち 2クラスのみであった． 

表 5-14 単体テストケース数 

テストケース数
追加薬歴情報モデル additional_medical_history 31
カレンダーサービス calendar_service 95
診療科レジメン関係モデル department_regimen_relation 28
投与量モデル dosage 33
編集履歴モデル edit_history 13
薬歴モデル medical_history 222
投与日モデル medication_day 22
分類モデル class 4
投与方法 method 6
患者レジメンモデル patient_regimen 17
患者情報サービス patient_service 20
記録情報サービス record_service 200
参照情報サービス reference_service 120
レジメン薬関係 regimen_medicine_relation 35
単位 unit 11
病棟 ward 37

合計 894

クラス名

 

表 5-15 単体テストバグ数（山口担当分） 

クラス名 バグ数
PatientService 1
RecordService 8
ReferenceService 1
MedicalHistory 18
Ward 3
合計 31  
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5.4.3 結合テスト 

 結合テスト準備 

 2 次開発の結合テストは，プログラム担当者がプログラムを書き終える前に，画面定義書

の内容を精査することを目標として進めた．テストケースの作成においては，なるべく作成

の手間が少ないテスト仕様書を作成することを目標とした． 

次の手順で結合テストを行った． 

 

１．FV表を作成し，各画面の検証内容と，作成するテスト仕様書を列挙する． 

２．各画面に対して，テスト仕様書を作成する．その際，画面定義書に未定義の項目や足り

ない項目を発見した場合は，それの修正を行う． 

３．テスト仕様書をプログラム担当者にレビューしてもらう．これは，作成する画面の定義

内容をプログラム担当者に再確認させる意図を含んでいる． 

４．単体テストが終了した画面から，結合テストを実行する． 

５．バグ修正をプログラム担当者に依頼する． 

 

次に結合テストで作成したドキュメントを示す． 

 

 FV表（付録） 

FV表（Function Verification Table）は，各機能について目的と検証内容を記述

する表である[11]．テスト仕様書を作成するにあたり，その検証内容とテストケー

スの種類を検討するために作成した．表 5-16 に一部抜粋した物を示す．目的機能

のカラムでは，各画面はどのような目的を持っているかを挙げた．検証内容のカラ

ムでは，書く画面の目的機能に対して検証すべき事項を記載した．そして，検証内

容に合わせて，作成するテストの種類を決定し，表に記載した． 

作成するテストの種類は，次の 2 種に分けることとした．1 つは，組み合わせを

網羅してテストを行うべきものである．これに対しては，CFDとデシジョンテーブ

ルを作成することとした．もう 1 つは，各要素を個別に動作確認すれば十分なもの

である．これに対しては，画面定義書に挙げられた全要素を確認する表を作成する

こととした．本報告書では，この表を項目動作確認表と呼ぶ． 

FV表で検討した結果，薬歴の登録に関わる機能に対しては，エラー判定などが複

雑なため，CFD とデシジョンテーブルでテストを行うこととした．それ以外の機能

に対しては，項目動作確認表を作成するものとした． 
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表 5-16 FV表（一部抜粋） 

画面名 目的機能 検証内容 作成するテスト

メニュー

・各種機能へのリンク
・ログインユーザが一般ユーザである
時と管理者であるときで表示するリン
クを変更する。

・各画面へのリンクが正しいか。
・管理者権限でログインした場合の
み、専用リンクが表示されているか。

項目動作確認表

患者情報

・患者の個人情報の表示、使用中の
レジメンの表示
・患者情報への各種操作リンク
・患者の直近の投薬履歴のカレンダー
表示。

・各種情報の表示内容は正しいか。
・表示の展開・折りたたみは動作する
か。
・各画面へのリンクが正しいか。
・カレンダー表示は正しいか。

項目動作確認表

患者レジ
メン登録

・新規患者レジメンの登録

・レジメンの検索結果は正しいか。
・Jqueryは正しく動作するか。
・思うようにレジメン名を探し出せる
か。

CFD
デシジョンテーブル
項目動作確認表  

 

 テスト仕様書 

 テスト仕様書には，画面ごとに，FV表で決定したテストを作成した． 

 まず，項目動作確認表を表 5-17に示す．この表では，画面定義書から項目 IDと項目名を

引用し，それぞれに対して確認内容を記載した．テスト実行時には，確認内容に記載された

内容を確認し，結果が OK か NGを記入する．NGであった場合には結合テストバグ票に詳

細を記入する． 

表 5-17 項目動作確認表（一部抜粋） 

項目ID 項目名
論理項目

種別
確認内容 2012/11/14

3 患者薬歴登録画面(注射) ラベル 仕様通りの綴りである OK
4 メニュー リンク SC2_メニュー場面へ遷移 OK
5 患者情報画面 リンク SC5_患者情報画面へ遷移 OK
6 患者薬歴登録画面(注射) ラベル 仕様通りの綴りである NG

19 薬歴登録(注射) ラベル 仕様通りの綴りである OK
20 前回の投与内容を呼び出す ボタン ID26実施とID28投与量を呼び出す OK

21 投与日
テキスト
ボックス

カレンダー上をクリックすることで入
力される

OK

22-001 処方区分
ラジオボ
タン

入院を選択した時、病棟と指示待ち
の欄が入力可能になる。一方その
他調製本数が入力不可になる。

OK

22-002 処方区分
ラジオボ
タン

外来を選択した時、その他調製本数
が入力可能になる。一方病棟と指示
待ちの欄が入力不可になる。

OK

 

 

 もう 1つは，CFD法を用いたデシジョンテーブルである．複雑な判定処理を網羅して，テ

ストケースを作成する必要があるエラー・警告判定を行う画面において，組み合わせのテス

トケースの作成に用いた． 
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画面ID SC26 画面名 児玉
パターン 画面状態 児玉
画面概要

判定系テスト
項目名 入力 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

入力あり ● ● - - - - - - - - - ● ● ●
文字列 ● - - - - - - - - -
入院 ● - - - - - - - - - - - ● -
外来 ● - - ● - - - - - - - - - -
0～9999 ／ ● - - - - - - - - - ／ -
<0, 9999< ／ - - ● - - - - - - - ／ -
文字列 ／ - - ● - - - - - - - ／ -

実施 1個以上チェック ● ● - - - - - - - - - - - ● -
0～999999.99 ● ● - - - - - - - - - ● -
<0, 1000000< - - - - - - ● - - - -
文字列 - - - - - - ● - - - -
0～9999 - - - - - - - - - - - - - -
<0, 9999< - - - - - - - - - ● - -
文字列 - - - - - - - - - ● - -
指定した投与日に同名
薬の薬歴がない

● ● - - - - - - - - - - - ● -

指定した投与日に同名
薬の薬歴がある

- - - - - - - - - - - ● -

チェックがついている ● ● - - - - - - - - - - - -
チェックがついていない - - - - - - - - - - - - ● ●
同じ患者レジメンで登録
された薬歴が存在する

- - - - - - - - - - - - - - ●

同じ患者レジメンで登録
された薬歴が存在しない

- - - - - - - - - - - - - - ●

SC27へ遷移 ● ● ● ●
必須 必須チェック(*1)エラー ● ● ●
桁数 必須チェック(*2)エラー ● ● ●
型違い 必須チェック(*3)エラー ● ● ● ●

日付かぶりエラー ●
開始レジメンがないエ
ラー

● ●

児玉 2012/11/14 OK OK OK NG OK NG OK NG NG NG NG OK NG OK - 47%
児玉 2012/11/19 OK OK OK OK OK OK OK OK OK OK OK OK OK OK OK 100%

2012/9/14
2012/11/19

作成日
最終更新

作成者
更新者

条件

動作

テスト結果

その他調製本数

投与日

処方区分

実投与量

ファシール

同じ患者レジメン
の薬歴

投与日のかぶり

次の適用期間を
始める

患者薬歴登録画面（注射）

 

図 5-9 CFDから導出したデシジョンテーブル 

 

 結合テスト結果 

 2次開発の結合テストで確認した画面は 13であった． 

画面番号 画面名 テストケース数 計測バグ数
2 メニュー画面 15 1
5 患者情報画面 60 13
7 患者レジメン登録画面 12 1
8 薬歴登録画面（内服） 27 12
9 薬歴登録確認（内服） 21 11

26 薬歴登録画面（注射） 36 15
27 薬歴登録確認（注射） 26 7
28 薬歴一覧画面 20 5
29 日報作成画面（外来） 24 1
30 日報印刷画面（外来） 19 2
31 日報作成画面（入院） 24 3
32 日報印刷画面（入院） 19 2

カレンダー画面 41 4
その他のエラー 2
合計 344 79  
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5.4.4 システムテスト 

 システムテスト準備 

 2 次開発のシステムテストは，1 次開発と同様にユースケース記述に従ってユースケース

テストを行った．テストケースは，ユースケース記述を元に作成しようとした．しかし，一

部のユースケースの記述が不十分であったことから，先にユースケース記述の修正を行った． 

 以下に，システムテストで作成したドキュメントを示す． 

 

 システムテスト仕様書 

2 次開発のシステムテストでは，ユースケース記述の内容に合わせ，具体的な使

用データを決めたテスト手順を作成した．ユースケースの主シナリオと代替シナリ

オで定義されているステップを全て実行するように，複数のテストケースを準備し

た． 

作成者 児玉 作成日 2012/11/1

更新者 児玉 最終更新 2012/11/20
シナリオNo 15 シナリオ名 テストNo. 1

確認内容

テスト条件
ID:00000001
膵_CPT11+S-1
なし
なし

実行ステップ
1
3

5

実行日 実行者 テスト結果

11月20日 児玉 ○

確認画面の表示を確認後、「登録」ボタンを押す。

SC28_薬歴一覧画面の薬歴一覧表に、登録し
た薬歴が表示されていること。

確認画面で警告が出ていないこと。
エラーなく登録完了すること。

【病棟】８Fを選択
【指示待ち】チェックする
【実施】トポテシンをチェックする
【実投与量】トポテシンを120mg

結果の詳細

内容
患者情報画面で、「注射」ボタンを押す。
以下を入力してから、「確認画面へ」ボタンを押す。
【投与日】カレンダーの2012/11/12をクリック
【処方区分】入院を選択

【レジメン適用期間を始める】チェックする

【中止】チェックしない
【ファシール】入力しない
【コメント】入力しない

確認事項

ユースケーステスト

患者薬歴（注射）を登録する

主シナリオ

患者
患者レジメン

既に登録してある薬歴

SC26_薬歴登録画面へ遷移すること。
エラーなく確認画面へ遷移すること。

薬の確認事項

 

図 5-10 システムテスト仕様書 
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 システムテスト結果 

 結合テストの不具合修正が間に合わず，2次開発のシステムテストは， 

2次開発のシステムテストで確認したユースケース数は 8であった． 

UC番号 ユースケース名 UC上のステップ数 テストシナリオ
13 日報を作成する（入院） 10 1
14 日報を作成する（外来） 10 1
15 薬歴を登録する（注射） 10 3
17 薬歴を編集する（注射） 7 3
18 薬歴を削除する（注射） 5 2
19 薬歴を登録する（内服） 14 4
20 薬歴を編集する（内服） 7 2
21 薬歴を編集する（内服） 5 2  

 

5.4.5 顧客による運用テスト 

 運用テスト準備 

 2 次開発の運用テストでは，テストの指標としてチェックリストを用意し，その内容を

参考にテストを行っていただくものとした．テストで発見した不具合は，1 次開発の時と

同様に報告フォームに記入し，随時送ってもらうものとした． 

次に，運用テストで作成したドキュメントを示す． 

 

 運用テスト依頼書（付録） 

顧客に運用テストの目的と内容を示すために準備した．運用テストの意図と，テ

ストの手順，不具合の報告方法等を示した． 

 

 運用テストチェックリスト（付録） 

 運用テストで行うテストの具体的な内容は顧客に委ねたが，顧客のテストの網羅

性を上げる補助となるようにチェックリストを作成した． 

 

 運用テスト結果 

 第 1回期間 

最初の運用テスト期間は，11/30～12/18で行われた．11月下旬は，システムのバ

グ修正と顧客の発注機材の納入はどちらも遅れていた．しかし，顧客がシステムに

直接触れる期間を長く確保するため， 1次開発の運用テストで用いた顧客の PCに

システムを導入して先行評価を行っていただいた．顧客がこの期間にテストに使用

したレジメンは 12種類，薬歴を登録・編集・削除した回数は 36回であった． 

1回目の期間で出た顧客からの不具合報告は 15件であった．そのうち，機能の不

具合の報告は 5 件であった．5 件の内訳は，要求漏れで画面に反映させ忘れたもの

が 2件，運用テスト第 1回期間に修正が間に合わなかったものが 2件，システム納

入時にファイルを 1件欠落させてしまった事によるものが 1件であった． 
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表 5-18 2次開発運用テスト不具合報告（1回目） 

分類 件数
レイアウト等の変更要望 10
不具合の報告 5
疑問点 0
報告総数 15  

 

 第 2回期間 

2 回目の運用テスト期間は，12/19～12/25 で行われた．バグ修正もおおよそ解決

し，顧客が発注していたサーバと PC も揃ったため，2 回目の運用テスト期間を開

始した．顧客がこの期間にテストに使用したレジメンは 22種類，薬歴を登録・編集・

削除した回数は 120回であった． 

2 回目の期間で出た顧客からの不具合報告は，合計で 5 件であった．そのうち機

能の不具合は 4 件であった．2 件は 2 次開発のテスト漏れであった．1 件は 1 次開

発分の機能のバグであり，1 次開発のテスト漏れであった．残りの 1 件のバグは発

見していたが納品時点で未修正のものであった．このバグがあることについては，

薬剤部の運用テストの代表者には先に伝えていた． 

表 5-19 2次開発運用テスト不具合報告（2回目） 

分類 件数
レイアウト等の変更要望 1
不具合の報告 4
疑問点 0
報告総数 5  
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5.5 2 次開発テストの考察 

5.5.1 バグ傾向の分析 

 2 次開発の単体テストと結合テストの結果について，バグの傾向を調査した．1 次開発で

の分析（5.3.1）と同様に，単体テストと結合テストそれぞれのバグ管理票を元に，現象別原

因別マトリックス分析表を作成した． 

 初めに，単体テストのバグ票をマトリックス分析した結果を表 5-20 に示す．単体テスト

のバグでは，判定処理不良が最も多かった．判定処理不良のバグの内容を確認すると，ほぼ

全てが引数に対するバリデーションの抜けが原因であった．これは，1 次開発で頻出したバ

グと同様のものである．  

 ここでバグとして挙げていたバリデーションは，引数に無効値が入った時に，出力結果を

False とする処理である．1 次開発テストの考察（5.3）では，このバリデーションをチェッ

クする利点は少ないが，2 次開発でも削減せずに行うという結論とした．この結論はこのこ

とはプログラム担当者とも共有済みであったし，試験項目としてエラーチェックを行うこと

も示していた．しかし，結果のように同じようなバグが多く計上された．この結果から，プ

ログラム担当者がこのチェックに関して重要性を感じていないと考えられる．また，バグ管

理のコストを増やすばかりで，そのメリットが少ないことから，このテストは結論として過

剰であり，削減すべきテストであったと考える．  

 

表 5-20 マトリックス分析表（2次開発単体テスト） 

現象種別/原因種別 列ラベル

行ラベル
プロパティ
設定誤り

項目設定誤
り

仕様不良 処理抜け
判定処理不
良

総計

エラーチェック不正 2 5 4 1 10 22
性能不良 9 9
総計 2 5 4 1 19 31  

 

 次に，結合テストのバグ表をマトリックス分析した結果を示す．結合テストのバグでは，

処理抜けのバグが最も多かった事がわかる．原因種別が処理抜けであったバグの中でも，現

象種別が画面表示・形式不正のバグ，エラーチェック不正のバグ，画面遷移不正のバグが多

かった．画面表示・形式不正のバグは，仕様書に書かれているのにその項目を実装していな

いものであった．エラーチェック不正のバグは，入力フォームに対するバリデーションが行

われていないものであった．画面遷移不正のバグは，リンクを間違えているバグであった． 

 他には，パラメータ設定誤りのバグが多かった．このバグは，画面に表示するラベルが仕

様書と一致していないというものであった． 

 上記から，1 次開発の反省が活かされず，プログラム担当者が実装した画面と定義書を比

較確認しないまま，テストへ回しているためにバグ数が増えていたと言える．結合テストで

は，プログラム作成とテスト作成の役割を完全に分けていたため，確認が疎かになってしま

ったと考えられる．画面完成時に目視でわかるバグは，プログラム担当者が確認すべきと考

える．そのために，プログラム担当者にはテストに回す前に見直しをするよう繰り返し依頼

する必要があった． 
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表 5-21 マトリックス分析表（2次開発結合テスト） 

原因種別 / 現象種別
列ラベ
ル

行ラベル

エラー
チェック
不正

メッセー
ジ不正

異常終
了

画面遷
移不正

画面表
示・形式
不正

出力結
果不正

性能不
良

操作性
不良

操作
不能 総計

インタフェース不良 1 3 4
パラメータ設定誤り 2 1 7 2 12
プロパティ設定誤り 4 4
メソッド仕様誤り 1 1 2
参照先誤り 3 3
仕様通り 1 1
仕様不良 1 2 1 4
試験環境不備 1 1
処理抜け 9 1 5 15 1 1 1 1 34
判定処理不良 6 1 6 1 14
総計 19 4 2 9 36 4 2 1 2 79  

 

 

5.5.2 施策に対する考察 

 2次開発で行った施策が，テストを効率的に進めるために有効であったかを考察する． 

 単体テスト担当者の変更 

 有効であった点 

 プログラム作成と，テストコード記述の間に遅れが発生しなかった 

2 次開発では，テストケースを事前に作成せず，テストケースの作成はプロ

グラム担当者に委ねた．1 つのメソッドの作成からテスト完了までの作業を 1

人で行えるようにしたことで，待ち時間が発生しなくなった．そのため，1 次

開発テストと比べて，1 メソッドあたりの単体テストにかかる時間が短縮され

た． 

 反省点 

 指示が行き届かず，テストへの取り組みがバラバラであった 

 単体テストを各プログラム担当者に委ねたことにより，単体テストへの取り

組みが人によってバラバラとなってしまった．メソッド定義書の修正レビュー，

単体テストレビュー，バグ票記入を行っていたのは 3 名中 1 名のみであった．

他の 2 名は単体テストを実行したのみで，単体テスト指示書に記載した内容に

は取り組んでいなかった．筆者は，指示した作業に取り組んでもらえなかった

理由として，3つの原因があると考えた． 

1つ目は，単体テストの進捗を監視しなかったことである．2次開発の実装開

始時，筆者はプログラム担当者 3 名に単体テスト指示書を見せ，単体テストの

実行内容を説明した．しかし，それ以降は結合テストの準備にのみ注力し，進

捗の監視を怠った．そのため，指示した作業をしていないことに気づかず，改

善の指示も出せなかった． 

2 つ目は，ドキュメントの作成意図が伝わらなかったことである．指示した

内容に取り組まなかった理由をプログラム担当者に尋ねたところ，単体テスト
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チェック項目表（図 5-8）を付ける理由が分からず作業を後回しにしてしまい，

そのまま忘れてしまったという返答であった．単体テストチェック項目表は，

単体テストを行った記録を残すために準備していた．単体テストの指示を行っ

た時にもその意図を説明したはずであったが，説明が 1 度きりであったことか

ら理解が得られなかったのではないかと考える．また，実施したテスト自体は

テストコードとして残ることから，ドキュメントとしてまとめる必要性を感じ

なかったことが考えられる． 

3 つ目は，指示した内容が手間のかかるドキュメント作成であったことであ

る．2 次開発では作成するメソッドの数が多かったため，メソッドの作成が間

に合わず，スケジュールの遅れがあった．そのため，指示していたドキュメン

トの作成に割く時間を取れなかったことが考えられる． 

 

 テストケースの作成と並行した画面定義書の修正 

 有効であった点 

 プログラムの実装前に多くの仕様を修正できた 

 テストケース作成中に発見した仕様書の不備の件数は計 52 件であった（表 

5-22）．実装完了前に多くの仕様を修正したため，テスト時のバグの発生を大き

く削減することができたと言える．仕様書の不備の内容で多かったものは，画

面上でユーザが入力する箇所の，正しい入力値の範囲を定義していないもので

あった．警告・エラーの表示ルールの表記も十分でなく，開発者とよく相談し

ながら定義を確定させた． 

表 5-22 画面定義書修正数 

画面名 仕様修正件数
患者情報画面 2
患者レジメン登録画面 0
患者薬歴登録画面（内服） 5
薬歴登録確認画面（内服） 1
患者薬歴登録画面（注射） 10
薬歴登録確認画面（注射） 7
薬歴一覧画面 8
日報作成画面（外来） 4
日報印刷画面（外来） 3
日報作成画面（入院） 9
日報印刷画面（入院） 3
合計 52  

 

 CFD技法を用いたテストケース作成 

 有効であった点 

 判定処理の定義を見直すのに役立った 

CFDは，警告・エラー判定処理のテストを作成する際に用いた．しかしこの

時，判定処理の順序が厳密に定義されていないという問題が発覚した．また，

図を作成する中で，判定に考慮されていない事項があることにも気がついた．
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そのため，判定処理の再定義をプログラム担当者と行うことになった．この時

CFDを描くことで判定条件や組み合わせが整理され，プログラム担当者との情

報共有に役立てることができた．また，プログラム担当者が実装作業を行う際

も，参考資料として用いることができた． 

 

 反省点 

 原因要素として，データベースの状態を考慮しなかった 

 CFDを作成する際に，原因要素として画面上の要素しか列挙しなかった．そ

のため，データベースの状態が結果に影響するテストケースの作成を行わない

でしまった．そのため，テストケースに挙げなかった点から不具合を発見した．

具体例を上げると，削除した薬歴データのあった期間に新たに薬歴データを登

録する場合に，新たなデータが登録できないバグがあった． 
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第6章 利用マニュアルの作成 
 本章では，担当部分である利用マニュアルの作成について述べる． 

 

6.1 利用マニュアルの対象 

本システムの利用対象者を以下に示す． 

 薬剤師 

 調剤室の薬剤師 

内服薬の調剤を担当する薬剤師である． 

 製剤室・外来化学療法センターの薬剤師 

注射薬の準備と調製を担当する薬剤師である． 

 システム管理者 

 薬剤師のユーザ ID 管理と，レジメン定義の作成が主な役割である． 

 

 調剤室の薬剤師と，製剤室・外来化学療法センターの薬剤師では，業務の流れは異なるが

共通の利用部分が多いため，共通のマニュアルを作成した．システム管理者の利用機能は薬

剤師の利用機能とは異なるため，マニュアルは別とした． 

本報告書では，薬剤師を対象としたマニュアルについて述べる． 

 

 

6.2 利用マニュアルに求められる事項 

顧客の業務運用に対し，利用マニュアルに求められる事項は以下であると考えられる． 

 業務の流れが明確であること 

本システムがどんな業務の流れの中で，どのように利用する必要があるかを明確に示

す必要がある． 

 業務中に参照しやすいこと 

 薬剤師の業務は立ち仕事が多く，また手早い動作が求められる．そのため，なるべく

少ない手数で参照したい内容へたどりつけ，操作がすぐに行える内容となっている必要

がある． 

 薬歴登録のエラー・警告が参照しやすく，理解しやすいこと 

 本システムで最も多く利用される機能は，薬歴登録機能である．薬歴登録時のエラー・

警告は種類が多く，頻繁に発生することが考えられる．しかし，システム画面での解説

は簡易的であり，詳細な対処方法を知りたい場合は本マニュアルを参照する必要がある．

そのため，発生したエラーの記事に到達しやすく，かつ内容もすぐに理解出来るように

する必要がある． 
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6.3 マニュアルへの施策 

 前節で想定した事項を踏まえ，利用マニュアルを使いやすいものとするために，次のよう

な施策をとり利用マニュアルを作成した．マニュアルの作成には，「業務システムのためのユ

ーザーマニュアル作成ガイド」[11]を参考にした， 

 

 業務手順とシステム利用フローの図示 

システムを利用するまでの業務手順と，システム利用フローを図と文章で説明して業

務理解を図った．利用フロー上の各操作には，操作の内容と合わせて“章番号 章タイト

ル ページ番号”を記載し，マニュアル内での誘導を図った． 

 

 別冊の操作マニュアルの作成 

主となるマニュアル（以下 主マニュアル）は，それぞれの機能を詳細に記載していて，

情報量が多い．しかし，業務中にシステムを利用する際には素早く利用手順のみを把握

できるようにする必要がある．そのため，別冊で操作マニュアルを用意することとした

[13]．  

日報作成の流れを説明する操作マニュアルの一部を図 6-1に示す．操作マニュアルで

は，左側にフローチャートを置き，右側で操作手順を説明する体裁をとった．１ページ

に２～３画面を説明するようにし，説明文も簡潔なものとした． 
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図 6-1 操作マニュアル 

 警告・エラーへの工夫 

 警告・エラーは，業務中は迅速に解決しなければならない．そのため，解説に早くた

どり着けることと，早く理解できることが必要であると考えた．まず，最短の手数で警

告・エラーの解説にたどり着けるように，警告・エラーとして表示される文章そのもの

見出しとして目次に表示させた．目次に置くことで探すときの手数を省く工夫は有用で

あると考えた．また，警告・エラーの解説は，エラーが表示される画面，原因，対応方

法の 3項目に分け，なるべく簡潔な文章となるように記述した． 

 

6.4 マニュアルの評価 

6.4.1 アンケートの作成 

 作成した利用マニュアルが，実務を行う上で十分有用なものとなっているかを評価するた

め，アンケートを作成した．アンケートは，次の 5つの観点から質問項目を作成した． 

 

 構成の適切性の評価 

マニュアルの記載内容で，業務内容と相違があるものがないかを確認するための質問  

 内容の網羅性 
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マニュアルの内容が，業務で行う動作を記載できているかを確認するための質問 

 参照のしやすさについて 

マニュアルの目次や章構成などにより，誘導ができているかを確認するための質問 

 施策の有効性の確認 

前節で行った施策が有効に機能しているかの質問 

 その他の改善提案 

マニュアルに対する要望を尋ねる質問 

 

 

6.4.2 アンケート結果と考察 

アンケートは，2 次開発の運用テスト時に行った．運用テストを行う中で顧客にマニュア

ルを利用していただき，その後アンケートに回答していただいた．アンケートの回答は，薬

剤部の薬剤師 10 名からいただいた．回答者には，本システムの開発に携わった薬剤師と，

直接携わっていない薬剤師のどちらも含んでいる． 

ここではアンケートの一部を抜粋し，6.3 節で示した施策が有効であったか確かめる項目

と，その結果を示す．アンケートの全文と，集計結果は本報告書の付録とする． 

 

 業務手順とシステム利用フローの図示 

業務フローを記載した 2章についての質問項目と集計結果を表 6-1 に示す．利用した 6

名全員が，業務フロー図を見て業務の流れが理解できたと回答したことから，作成した

業務フローがシステムの使用方法を理解するのに有効であることが確かめられた．また，

操作方法の説明へ誘導するためのページ番号表記は 2 名が利用していた．4 名が利用し

ていないことから重要度は高くないが，多少は利用者の利便性に貢献していると言える． 

表 6-1 業務フローに関するアンケート項目 

質問 選択肢 人数
利用した 6
利用していない 4
分かった 6
分からなかった 0
移動した 2
移動しなかった 4

10
マニュアルの「２　本システムを利用する業務」を利用しました
か？

10-(ア) 
利用した時、業務フロー図とシステム利用フロー図をみて，業
務の流れがわかりましたか。

10-(イ)
フローの手順説明に記されたページ番号（4.4 患者を登録する
P27など）を参照して，操作方法の説明に移動したことがありま  

 

 別冊の操作マニュアルの作成 

別冊のマニュアルについての質問項目を表 6-2 に示す．別冊の利用者数は 10 名中 2

名と少なかった．一方，運用時には別冊が必要，もしくはあれば使うという回答は合わ

せて 6件あり，いらないという回答は 0件であった． 

今回のテストで準備した別冊は，日報作成のものだけであった．そのため，日報作成

のテストをしなかった方が多かっただけである可能性がある．もしくは，まだ手順の理

解が浅いため，主マニュアルしか読まなかった可能性も考えられる．一方，使用率が低

かったにもかかわらず別冊の要望が多かったのは，何度も厚い主マニュアルを読み返し

たくないという薬剤師の意見を表していることが考えられる．実際に，アンケートの最
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後の自由要望欄に，別冊がないと読む気をなくしてしまうという意見があった． 

表 6-2 別冊のマニュアルに関するアンケート項目 

質問 選択肢 人数
利用した 2
利用していない 8
実行できた 2
できなかった 0
必要 4
あれば使う 2
いらない 0
未回答 4

14
別冊の，「日報作成の流れ」を利用しまし
たか？

14-(ア)
利用した時、別冊の記載内容だけで操作
は実行できましたか。

14-(イ)
実際に運用するにあたって，このような専
用の別冊が必要だと思いますか。

 

 

 警告・エラーへの工夫 

警告・エラーに関する質問項目を表 6-3に示す．問 7で，エラーの意味を参照するの

に時間がかかったと回答したのは 2 名であった．その 2 名は，問 13 でもエラーの対処

法が分からなかったと回答している．問 7 の自由記述部分で，エラーが出た理由が分か

らなかったと記してあることから，記載場所を探すのに時間がかかったのではなく，エ

ラーの内容を理解するのに時間がかかったものと思われる． 

問 7 の自由記述で示されている“レジメンの投与日がずれています”という警告は，

現状では規定の期間に完全に一致しない場合に表示されるようになっている．例えば，

内服薬の投与期間の規定が 1～14日目であった時に，入力した投与日が 1～13日目であ

っても警告が表示されてしまう．マニュアルを確認したところ，この警告についての記

載は注射薬の例しか記載していなかったため，内服薬でのルールがわからないという問

題が発生していたと考えられる． 

表 6-3 警告・エラーに関するアンケート項目 

質問 選択肢 人数 自由記述部分
見つけられた 7

時間がかかった 2

・(TS-1)レジメンの投与
日がずれていますという
エラーが見つけにくかっ
た
・エラーが出た理由がわ
からなかった

参照していない 1
利用した 9
利用していない 1
分かった 7

分からなかった 2

・強引に入力した
・開始日の指定がどう間
違っているかわからな
かった

7
エラー・警告の意味を調べるためにマ
ニュアルを参照した時，すぐに見つけら
れましたか。

13

マニュアルの「５　エラー・警告につい
て」を利用しましたか？
利用した時、知りたかったエラー・警告
の内容と、対処法はわかりましたか。
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第7章 プロジェクトの振り返り 
 本章では，プロジェクト全体と，筆者の担当業務の振り返りを行う． 

7.1 プロジェクト全体について 

 スケジュールについて 

 本プロジェクトの予定スケジュールと実績を示す．1次開発のスケジュールを図 7-1に，

2次開発のスケジュールを図 7-3に，ネットワーク化対応のスケジュールを図 7-3 に示す． 

　 　

6/22 中間発表 10/4 or 12 中間発表

薬剤部での保守・運用を想定した2011年度システムの拡張
実績

内部設計

実装

テスト

顧客評価

フィード
バック修正

10月 11月 12月
要件定義

外部設計

5月 6月 7月 8月 9月

7/14 完了

9/14 完了

8/29 スケジュール再検討

12/14 評価終了

12/21 完了

8/5 完了

7/10 完了

7/4 完了

12/21 全行程終了

6/7 完了

7/4 完了

7/12 完了

9/3 完了

9/27 完了

 

図 7-1 スケジュール（薬剤部での保守・運用を想定した 2011年度システムの拡張） 

 

　 　
　 　

6/22 中間発表 10/4 or 12 中間発表

抗がん剤注射薬の薬歴管理への対応
実績

内部設計

実装

テスト

顧客評価

フィード
バック修正

10月 11月 12月
要件定義

外部設計

5月 6月 7月 8月 9月

8/7 完了

10/31 完了

8/29 スケジュール再検討

12/14 評価終了

12/21 完了

9/28 完了

9/7 完了

8/1 完了

12/21 全行程終了

7/14 完了

8/14 完了

9/19 完了

11/16 完了

11/23 完了

 

図 7-2 スケジュール（抗がん剤注射薬の薬歴管理への対応） 
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6/22 中間発表 10/4 or 12 中間発表

調剤室・薬務室・製剤室・外来化学療法センターのネットワーク化
実績

内部設計

実装

テスト

顧客評価

フィード
バック修正

10月 11月 12月
要件定義

外部設計

5月 6月 7月 8月 9月

8/31 完了

8/29 スケジュール再検討

12/14 評価終了

12/21 完了

12/21 全行程終了

9/11 完了

9/18完了

8/31 完了

9/7 完了

9/14 完了

9/28 完了

10/31 完了

10/14 完了

11/9 完了

 

図 7-3 スケジュール（調剤室・薬務室・製剤室・外来化学療法センターのネットワーク化） 

3 つのスケジュール図から，ところどころで遅れていることがわかる．その中でも，影響の大

きかった遅延は 3つあった． 

1 つ目は，1 次開発および 2 次開発で並行に行なっていた要件定義の遅れである．これは，シ

ステムで扱う注射抗がん剤の扱いや，日報作成機能についての意見がなかなかまとまらず，要求

の確定が遅れたことが原因であった． 

2 つ目は，1 次開発の単体テスト完了の遅れである．これは，5.3.2 1 次開発テストの反省点

に示したように，単体テストの作業をプログラム担当者ではなく筆者が担当したことによる作業

の遅延が原因であった． 

3 つ目は，2 次開発の実装工程の遅れである．これは，開発する機能の数に対して開発期間の

設定が短かったことと，薬歴登録機能のバリデーションチェックの実装とテストが複雑であった

ことが原因として挙げられる．開発スケジュールの長さは，開発する機能数やバリデーションの

詳細が確定する前に決めたものから変更しないでしまったため，実態と合わず遅延となったと考

えている． 

マスタースケジュールでは，遅延を考慮して 11月 12月にフィードバック修正の期間としてバ

ッファを設けていた．そのため，実際のシステムの納品は 12月 21日に間に合う形となった． 

 

 マネジメントについて 

 本プロジェクトでは，4.3 節に示したように各メンバーの役割を決め，自分の担当の作業

は自分の責任で進行するものとしていた．また，週一の指導教員への報告以外に定例のミー

ティングを設けておらず，互いの作業の状況を共有できる機会が少なかった．そのため，メ

ンバー間で互いの作業内容や進行状況にあまり関心がないような雰囲気となっていた．プロ

ジェクトのスケジュールが遅れた時に，早期に発見できず立て直しが遅れたのも，互いの作

業に関心が持てないようなプロジェクトの進行方法であったからだと考える．また，互いの

作業の連携が薄いことから，ドキュメントのレビューが十分に行われなかったり，仕様の伝

達が十分行われていなかったりするなどの問題も発生した． 
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 最終報告が個人の成果中心となる研究開発プロジェクトの性質上，個人の作業を重視する

方針としてすすめたが，プロジェクトとしてはまとまりに欠け，動きづらいプロジェクトと

なってしまったと考えている． 

 

7.2 自己の担当業務について 

 テストの進行について 

1次開発では当初，十分な品質を確保するプロジェクトの進行方法を検討した．「定量的品

質予測のススメ」[14]を参考に，プロジェクトの工数などを定量化し，品質予測を取り組む

ことを検討した．しかし，本プロジェクトでは各メンバーの作業時間の計上や，レビューの

規定，定例ミーティングなどが行われなかったことから，作業量を定量化することによる品

質向上のアプローチは断念した．代わりに，参考図書で示されているテストの進行方法を取

り入れることにより，作業内容と作成ドキュメントで品質を確保することとした．実際には

「ソフトウェアテスト手法」[15]を参考にテストを実施した． 

1 次開発テストは，最初にテスト計画書を作成するところから始めた．テスト計画書は，

IEEE829テストプランテンプレート[15]の一部を参考として作成していた．しかし，事細か

くテストプランを記載しても，筆者しか参照しないような不必要な内容の多いドキュメント

となり，無駄な作業となってしまった．また，作成したテスト計画の中では，単体テストは

当初プログラム作成者が行う計画であった．しかし，プログラム担当者に依頼をする事がで

きず，単体テストは筆者が行うこととなった．その結果，大きな遅延を発生させてしまった． 

1 次開発テストでの反省は，参考にした内容を自分たち向けに調整せずに取り入れようと

したため，メンバーに実行理由を説明できずに同意をもらえなかったり，余計な作業を増や

したりしてしまったことである． 

2次開発では，次のことに取り組んだ． 

まず，1 次開発テストの反省から，自分たちに有意なドキュメントとなるように記載内容

を絞ってテスト計画書を作成した．計画書の内容は，チームメンバーにレビューしてもらい

精査した．計画書の完成後，プログラム担当者に計画書の記載内容を説明した．しかし説明

を行ったのは 1度きりで，その後作業の呼びかけを行わなかったため，最終的には計画して

いた作業内容を十分取り組んでもらえなかった． 

また，テストでバグを発見した際は，バグ票に記載してもすぐに確認してもらえるかわか

らないため，必ず発生箇所のプログラム担当者に口頭で伝えるようにした．修正の報告がな

い場合は自ら尋ねて確認していた．この取り組みによりバグの修正は確実に進めていくこと

ができたが，一方でプログラム担当者がバグ票に修正内容をあまり記載してくれない原因に

なった． 

 テストを通しての反省点 

2度のテスト工程を通して，2点の反省点がある． 

1 点目は，適切な説明をする努力が足りなかったことである．テスト担当の業務は，単体

テストの依頼，業務記録の依頼，バグ修正の依頼など，他のメンバーに作業を依頼すること

が多い．しかし，作業を依頼するということは，相手の時間を割いてもらうということであ

る．そのため，メンバーに作業を行うに値する理由を説明し，納得してもらわなければいけ

なかった． 

2 点目は，依頼した内容を実行するように繰り返し呼びかけなかったことである．テスト
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工程の成果は，バグを発見するだけでは終わらず，メンバーに協力してもらわないと成果が

上がって行かない．メンバーの作業報告がそのまま自らの成果となることを考え，皆に呼び

かけることをしっかりと行うべきであった． 
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第8章 おわりに 
 研究開発プロジェクトにおいて，東京医科大学病院 薬剤部を顧客とし，「抗がん剤薬歴管

理システム」の開発を行った．抗がん剤薬歴管理システムは，2011年度の PBL型システム

開発で開発されたものを発展させ，以下の要件を解決するシステムの開発を実施した． 

・学生のサポート終了後，顧客の薬剤師のみによる保守運用を想定したシステム拡張 

・注射抗がん剤の薬歴登録の対応 

・注射抗がん剤の調製日報作成機能の追加 

・複数部署のネットワーク化とシステム共有 

システムの開発は，以下の 3つのフェーズに分けて進行した． 

・薬剤部での保守・運用を想定した 2011年度システム拡張 

・保守運用を想定したシステム拡張 

・調剤室・薬務室・製剤室・外来化学療法センターのネットワーク化 

1次開発，注射抗がん剤の薬歴管理への対応を 2次開発として，システム開発を進行した． 

システム開発において，筆者はソフトウェアテストおよび利用マニュアルの作成を担当し

た．ソフトウェアテストにおいては，テスト全体の進行計画，テスト仕様書の作成およびテ

スト実施を行った．また，2 次開発においては，1 次開発の反省を踏まえた取り組みを加え

た． 

 利用マニュアルの作成では，利用者のしやすいマニュアルの作成を目指した．まず，顧客

がマニュアルに求めることの仮説を立てた．仮説を元に施策を加えたマニュアルを作成した．

作成後，顧客にマニュアルを利用して頂き，アンケートで施策が有効であることを確認した． 
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1 はじめに 

本開発は、筑波大学大学院「高度 IT 人材育成のための実践的ソフトウェア開発専修プロ

グラム」において、研究開発プロジェクトとして、東京医科大学病院薬剤部（以下 薬剤部）

の「抗がん剤薬歴管理システム」の開発を行うものです。本システム開発は、学生 5 人の

チームで行います。なお、本システムは 2011 年度の PBL 型システム開発にて開発が行わ

れた「抗がん剤薬歴管理システム」の拡張を含んだものとなります。 

 

2 お客様の業務内容 

 本項では、お客様の業務内容に対する私達の理解を示します。 

2.1 抗がん剤の処方と調剤 

 薬剤部では、東京医科大学病院の入院・外来患者に対して、調剤業務を執り行っており、

抗がん剤の調剤業務はその内の一つです。 

東京医科大学病院における抗がん剤の処方と調剤の流れを図１に示します。院内全体の

処方はオーダリングシステムで管理されています。各診療科の医師がオーダリングシステ

ム端末に入力した処方せんが、薬剤部に出力されます。薬剤師は、その処方せんに従い調

剤を行います。 

薬剤部で抗がん剤の調剤に携わる部署は、下記の 3 部署です。薬剤部で管理している抗

がん剤は、現在のところ内服薬と注射薬が存在し、調剤の手順が異なります。 

 

 調剤室 

内服薬や外用薬の調剤を行う部署。抗がん剤処方時においては、内服薬処方せんに基

づいて調剤を行う。 

 薬務室 

医薬品の購入と供給、注射薬の調剤を担当する部署。抗がん剤処方時においては、注

射薬処方せんに基づいて調剤を行う。 

 製剤室 

市販されていない薬剤の調製を行う部署。抗がん剤処方時においては、薬務室にて調

剤された薬剤を用いて、注射薬の調製を行う。 

 

入院患者に対する処方の場合、内服薬・注射薬とも調剤された薬剤は各病棟に運ばれ、

投与されます。外来患者に対する処方の場合、内服薬は受付で患者に手渡されます。注射

薬は東京医科大学病院の外来化学療法センターに運ばれ、投与されます。 
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図 2-1 抗がん剤調剤の流れ 

 

2.2 東京医科大学病院おけるレジメンの管理 

 がん治療における投薬は、レジメンと呼ばれる治療計画に従い行われます。レジメンは、

抗がん剤、輸液、支持療法薬（制吐剤等）を組み合わせた治療計画であり、複雑な日数管

理、投与薬剤・投与量を規定しています。レジメンによる管理は、過剰投与や重複投与な

どの医療事故を防ぐことを目的としています。 

東京医科大学病院においても、レジメンを用いた投薬管理を行っています。東京医科大

学病院内で用いられるレジメンは、院内のレジメン委員会により決定されます。医師は、

院内規定レジメンに基づいて薬剤の処方を行い、オーダリングシステムを通じてレジメン

の名称を薬剤師に伝えます。薬剤師は、レジメンの内容を確認し、医師の処方が正しいか

を確認した後に、調剤を行います。 
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2.3 注射薬の投与と調整業務日報 

 東京医科大学病院での注射薬の調製と投与の流れを図に示します。東京医科大学病院

では、外来患者に投与する注射薬の準備プロセスと、入院患者に投与する注射薬の準備プ

ロセスは別となっています。前者は、製剤室担当の薬剤師が行い、後者は、外来化学療法

センター担当の薬剤師が行います。 

東京医科大学病院では、1 日の抗がん剤注射の投与業務が終わった後、調整業務日報（以

下 日報）を作成し保管することを規定しています。日報は、院内で刊行する病院年報へ掲

載する情報として、院内の注射実績の統計を取るために作成されます。また、厚生労働省

の監査時に、薬剤部の業務実績を証明するものとしても用いられます。 

日報は、入院患者分の日報（以降 日報（入院））と、外来患者分の日報（以降 日報（外

来））をそれぞれ作成しており、作成後は薬剤部で保管しています。日報には、実際に注射

薬を調整した数、調製を中止した数等を記録します。 

 

図 2-2 注射日報作成までの流れ 

 

 

 



 要件定義書  

7 

 

3 現在までのシステム対応 

3.1 2011年度の PBL型システム開発 

 2011年度の筑波大学大学院PBL型システム開発において、抗がん剤薬歴管理システム(以

下 2011 年度システム)の開発を行いました。開発対象業務は、調剤室の抗がん剤薬歴記録

業務であり、システムはスタンドアロン型の Web アプリケーションで実現しています。 

2011 年度システムの持つ機能は以下の通りです。詳細は、2011 年度 PBL 型システム開

発「抗がん剤薬歴管理システム」の要件定義書を御覧ください。 

 

 ログイン管理に関する機能 

 システムにログインする 

 パスワードを変更する 

 患者情報の登録に関する機能 

 患者個人情報を登録する 

 患者個人情報を編集する 

 患者個人情報を削除する 

 患者個人情報を検索する 

 患者に適用するレジメンに関する機能 

 患者レジメンを登録する 

 患者レジメンを削除する 

 患者薬歴情報に関する機能 

 患者薬歴情報を登録する 

 患者薬歴情報を編集する 

 患者薬歴情報を削除する 

 患者薬歴カレンダーを表示する 

 システムの管理に関する機能 

 薬剤師情報を登録する 

 編集履歴を表示する 
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4 現在の業務課題 

 薬剤部における現状の業務課題としては、筑波大学が提供した 2011 年度システムを引き

続き運用する上での問題と、薬剤部に残されている業務課題があります。 

4.1 2011年度システムの継続運用における課題 

4.1.1 運用保守体制の整備 

筑波大学大学院「高度 IT人材育成のための実践的ソフトウェア開発専修プログラム」は、

筑波大修士の学生がシステム開発を行うものです。そのため、開発メンバーがシステムの

保守・運用に関与できるのはメンバーの在学期間中に限られます。2011 年度システムの場

合、開発メンバーが保守・運用に関与できるのは 2012 年度までとなり、2013 年度以降は

薬剤部でシステムの保守・運用を行っていただく必要があります。その為，本システムの

保守運用体制整備を十分なものとする必要があります。 

 

4.1.2 レジメン定義の追加・編集に対応していない問題 

2011 年度システムには、レジメン定義を追加・編集する機能がありません。そのため、

2011 年度システムでは薬剤部から選別して頂いた一部のレジメンのみが利用可能となって

います。今後、院内のレジメン委員会により新しいレジメンを利用する許可が降りた場合

など、システムで管理したいレジメン定義が新たに登場した場合、対応することができま

せん。 

 

4.2 薬剤部業務における課題 

4.2.1 注射薬抗がん剤の薬歴管理 

2011 年度システムでは、調剤室における内服薬抗がん剤の薬歴管理をシステム化しまし

た。2 章に示したように、抗がん剤には内服薬の他に注射薬が存在しますが、現在のところ

2011 年度システムでは注射薬歴の管理は行えません。 

抗がん剤のレジメンにおいては、内服薬と注射薬を組み合わせた治療が存在しますが、

内服薬調剤業務と注射薬調製業務は別に動いており、互いの情報の連絡はありません。そ

のため、患者の体調などの事項や、投薬の特記事項の情報が共有されていないという問題

があります。 

 

4.2.2 注射薬投与後の日報管理 

 2.3 で述べたように、薬剤部では注射薬の調製後に、日報の作成を行なっています。現在、

日報の作成には 1 日に 1 時間強の作業時間を割り当てていますが、業務内容は薬歴の確認

業務と重複している部分が多く存在しています。日報の作成は、Filemaker で作成した専
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用の入力フォームで行っています。現在の入力フォームでは、薬歴情報の入力だけではな

く、患者の氏名などの基本情報も毎回入力しなければなりません。また、調製前に行う投

与量の確認業務と、ほぼ同じ内容の確認を日報の作成前に行なっています。そのため、日

報の作成業務に必要以上の時間がかかり、効率の悪い業務となっています。 

5 新規開発提案 

4 章で挙げた各課題に対応し、2012 年度のシステム開発では以下を行います。 

5.1 保守体制の整備支援 

4.1.1 に示した課題に対応し、薬剤師による保守・運用を想定した支援を行います。本シ

ステムの継続運用期間を 5 年と想定し、その間にシステムに起こりうる不具合等のリスク

に対応するマニュアルの整備と運用指導を行います。また、保守を業者に委託する場合、

保守業者への引き継ぎを行います。 

5.2 薬剤師による保守・運用を想定したシステムの拡張 

4.1.2 に示した課題に対応し、薬剤師によって新規レジメンの追加登録や編集を行えるよ

うに拡張を行います。また、レジメンを追加する際に必要となる新規薬剤の登録、診療科

の編集も行えるようにします。これにより、今後新規レジメンが登場したとしても、薬剤

部による継続的なシステム運用が行えるようになります。 

5.3 抗がん剤注射薬の薬歴管理への対応とネットワーク化 

4.2.1 に示した課題に対応し、本開発では、本システム上で注射薬の投与日を登録管理で

きるよう改善します。また 2011 年度システムはスタンドアロン型の Web アプリケーショ

ンでしたが、本開発では新たにシステム用サーバを設け、ネットワークを構築します。そ

して、調剤室と製剤室から共通のシステムを利用できるようにします。 

システムをサーバに置き、患者の情報を一元化することで、注射薬と内服薬の薬歴や、

医師への問い合わせ内容を相互に知ることが可能となります。また、患者の基本的な情報

の登録回数自体も減らすことができ、入力時間の短縮にもつながります。 

5.4 日報作成機能の追加 

4.2.2 に示した課題に対応し、本システムに登録した注射薬歴情報から日報の作成機能を

追加します。本システム導入後の業務では、注射を投与する前日に行うレジメンチェック

時に注射薬歴を登録するようになります。本システムは、注射薬歴をもとに日報を自動的

に生成するため、日報作成時に入力する情報は、注射の中止などの一部のみとなります。

結果として、これまで設けていた日報作成のための時間を短縮することが見込まれます。 
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6 システム構成 

6.1 ソフトウェア構成 

表 6-1 ソフトウェア構成表 

開発言語 PHP5.3.8 

Web サーバ Apache2.2.3 

データベース MySQL5.5.27 

PHP のフレームワーク CakePHP1.3.13 

サーバ OS CentOS5.8(Final) 

クライアント OS Windows7 Professional 

実行環境 InternetExplorer9 

 

6.2 ハードウェア構成 

本システムは、専用のローカルネットワークで構成します。構成図を図 6-1 に示します。 

 サーバ 1 台 

 バックアップ用の外付け HDD 2 台 

 ルータ 1 台 

 クライアント PC 6 台（調剤室 2 台、製剤室 2 台、薬務室 1 台、外来化学療法センタ

ー1 台） 

 USB メモリ 

各機器の間は有線 LAN によって接続します。 

 

図 6-1 ハードウェア構成図 
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●サーバ 

CPU：Core i5 3.0GHz 以上 

メモリ：4GB 以上 

内蔵 HDD：1TB 

光学 DVD ドライブ付き 

 パケットフィルタリング、サービスの必要最低限化、アクセス権の管理等を行い、要

塞化する。 

 サーバ本体は施錠可能なラックに収納する。 

 特定の IP アドレス以外の接続を制限する。 

 患者個人情報が含まれるため、廃棄する場合は「物理的に破壊する」もしくは「専用

のソフトウェアを用いて完全にデータを削除する」という対応をとる。 

 

●バックアップ用の外付け HDD 

   HDD 容量：1TB 

 外付け HDD2 台には、同じファイルをバックアップする。 

 バックアップファイルは暗号化する。 

 外付け HDD は施錠可能なラックに収納する。 

 患者個人情報が含まれるため、廃棄する場合は「物理的に破壊する」もしくは「専用

のソフトウェアを用いて完全にデータを削除する」という対応をとる。 

 

●ルータ 

   7 ポート以上（サーバ 1 ポート、クライアント PC6 ポート） 

 本システムのサーバとクライアント PC の接続のみに使用する。スイッチングハブ等で

も問題ない。 

 

●ノート PC 

   CPU：Core i5 2520M 

   メモリ：4GB 

   光学 DVD ドライブ 

 アンチウイルスソフトを導入する。また、定期的に医療情報室から DVD で配布されて

いるアンチウイルスソフトを用いて更新する。 

 PC の Windows アカウントを「管理者」と「ユーザ」の 2 つに分ける。Windows のポ

リシー項目を利用し、「ユーザ」のアカウントでは USB メモリ及びワイヤレスネット

ワークを使用できない状態にする。 
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●USB メモリ 

 最低容量制限は特に定めない。（ただし複数の CSV ファイルが格納できるよう 1GB 以

上を想定している。） 

 USB メモリ自体には暗号化機能は必要としない。 

 CSV ファイルとして出力した統計情報を、移動させることのみに用いる。 

 統計情報の出力は管理者のみが行える。また、出力したファイルにはパスワードを掛

ける。 

 

7 システムの機能 

7.1 機能要件 

本システムの機能全体を示すユースケース図を、下に示します。 

 

図 7-1 ユースケース図 
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7.1.1  2012年度追加機能 

 2012 年度追加の機能は、以下の通りです。 

 レジメン定義の管理に関わる機能 

 レジメンを登録する 

本システムで扱うレジメンの定義を新たに追加する機能です。主に、レジメ

ン委員会で新規に承認されたレジメンがあった場合に、システム管理者が使用

します。 

 レジメンを編集する 

 レジメン定義を編集する機能です。レジメン名が変更になった、使用薬剤の

規定が変更になった、同レジメンを利用する診療科が増えた、等の機会に用い

ます。 

 レジメンを削除する 

 レジメン定義を削除する機能です。レジメン定義を誤って登録してしまった

場合等に用います。 

 レジメンを検索する 

 レジメン定義を検索する機能です。登録しようとするレジメン定義が既に登

録されていないかを確認する場合に用います。 

 

 薬の管理に関わる機能 

 薬を登録する 

 本システムで扱う薬を新たに追加する機能です。主に、新規レジメン登録時

に、システムに登録されていない新薬を用いていた場合に利用します。 

 薬を編集する 

 本システムに登録されている薬の情報を変更する機能です。主に、院内で扱

う抗がん剤の商品名が変わった場合などに用います。 

 薬を削除する 

 本システムに登録されている薬の情報を削除する機能です。誤って登録して

しまった場合等に用います。 

 薬を検索する 

本システムに登録されている薬剤を検索する機能です。新薬の追加時に同じ

薬剤が既に登録されていないかを確認する場合に用います。 

 

 診療科の管理に関わる機能 

 診療科を登録する 

本システムで扱う診療科を新たに追加する機能です。主に、院内の診療科が

新設された場合、または抗がん剤を扱う診療科が増えた場合に利用します。 
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 診療科を編集する 

 診療科の情報を編集する機能です。 

 診療科を削除する 

診療科の情報を削除する機能です。誤って登録してしまった場合に用います。 

 

 注射薬歴登録に関わる機能 

 患者薬歴（注射）を登録する 

2011 年度システムでの薬歴登録機能は薬歴登録機能を（内服）とし、新たに

注射薬の登録機能を用意します。注射薬歴登録では、日報に必要な事項も同時

に登録できるようにします。 

 

 注射薬日報作成に関わる機能 

 日報（外来）を作成する 

外来化学療法センターの日報を作成するための機能です。指定した日に、注

射薬が投与されることになっている外来患者一覧を日報として出力します。 

 日報（入院）を作成する 

製剤室の日報を作成するための機能です。指定した日に、注射薬が投与され

ることになっている入院患者の一覧を日報として出力します。 

 

 統計情報に関わる機能 

 統計情報を出力する 

システムで集計している情報を用いて、指定期間内の統計情報を出力します。

この機能は、月報、年報作成時の情報として用いることを想定しています。 

 

7.1.2 前回システム機能の一部変更 

 患者薬歴（内服）を登録する 

 投与日に関するエラー・警告の判定方法の変更 

前回のシステムでは、レジメン毎に投薬日数と休薬日数を規定していました。

薬歴を登録する際は、規定より投薬日数が多い、若しくは休薬日数が少ない場合

に警告を表示していました。 

今回のシステムでは、レジメンに定義された投与日程で薬歴を管理します。薬

歴を登録する際は、投与日がレジメンに定義された日程とずれている場合に警告

を表示します。 

 薬の確認事項（併用禁忌などのコメント）の表示 

対応レジメンの拡充に伴い、各薬の注意事項などを知らせる必要が増したため、

システムに薬情報を登録する際に特記事項を記入できるようにします。そして、
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その薬を含むレジメンを用いた薬歴を登録する際にそのコメントを表示させ、注

意を促します。 

 患者薬歴カレンダーを表示する 

 注射薬歴への対応 

システムが注射薬の薬歴登録に対応するため、薬歴カレンダー上でも登録した

注射薬歴を表示するように変更します。また、レジメンの初日の薬歴を登録した

際、それ以降の投薬予定日を示す印をカレンダーに示すものとします。 

 

7.2 非機能要件 

7.2.1 ユーザビリティ向上のための変更 

以前行ったアンケートによりお預かりした意見を踏まえ、以下の対応を行います。 

 システム全体の文字サイズ、入力欄・ボタンサイズの調整 

 システム全体の文字サイズを大きくします。 

 患者情報画面の表示改善 

 患者情報画面の情報量が多いため、画面を複数に分けます。また、患者個人情報

とレジメン情報はコンパクトに表示できるようにします。 

 

7.2.2 セキュリティ 

本プロジェクトでは、セキュリティ対策のためのリスクアセスメントを行いました。そ

して 2012/11/08 にセキュリティ監査ミーティングを実施し、リスクアセスメントの結果を

御報告しました。筑波大学大学院開発チーム側の提示したリスク対策について、筑波大学

大学院開発チーム 山田、薬剤部 添田様、医療情報室 相坂様の三者間で合意が行われまし

た。詳細は、別紙のセキュリティ監査ミーティング資料と議事録をご覧ください。 

 

7.2.3 データ保全 

本プロジェクトでは、ハードウェアの故障、システムの挙動の異常等の問題が生じた場

合、システムを初期状態（システム導入時の動作が保証されている状態）に復元するとい

う方針で対応します。その後、外付け HDD のバックアップファイルを用いることでデータ

の復元を行います。 

本システムのデータ保全に関する要件は、以下の通りです。 

 求められるスキル 

システムの利用者は、システムの内部構造に関する専門知識がなくてもバックアッ

プ・復旧ができること。 

 システムの復旧目標 

システムの初期（システム導入時の動作が保障されている）状態まで復旧できること。 
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 データの復旧目標 

システムが故障する前日までに登録されたデータを復旧できること。 

 バックアップ完了目標時間 

午前 2 時から午前 5 時の 3 時間以内にバックアップが取れること。 

 障害時の復旧目標時間 

ハードウェアの障害を除いて，障害発生日中（6 時間以内）に復旧できること。 

 保存データの管理 

過去三か月分のデータがバックアップデータとして保存されること．三か月以前のデ

ータは，削除すること。 

 

上記要件を満たすため、本システムには、バックアップデータを作成する機能、バック

アップデータを用いてシステムを復旧する機能を持った画面を用意いたします。この画面

は、管理者のみ利用できます。 

 

7.3 実現対象としない要件 

 診療科の統合に対応するための機能 

 病院内の診療科再編時、複数の診療科が 1 つに統合されることが想定されます。し

かし、申し訳ございませんが、本システムで扱う診療科情報を 1 つにするための機能

は搭載いたしません。もしシステム利用期間中に、院内の診療科の統合があった場合、

新診療科を新規登録して頂く形となります。また、統合前に登録していたレジメンは、

診療科の新規登録に伴い、新たに登録して頂く必要があります。 

 

8 システム導入後の業務フロー 

 本システム導入後、システムを利用して行われる業務は以下に示す通りです。 

・抗がん剤内服薬調剤業務における、患者薬歴（内服）記録 

・抗がん剤注射薬調整業務における、患者薬歴（注射）記録と、日報作成 

・システム管理者が行う、新規レジメン定義の登録 

・希望者（年報委員など）が行う統計情報の取得 

 

8.1 患者薬歴（内服）記録業務 

調剤室における抗がん剤内服薬調剤業務と、患者薬歴（内服）記録の業務フローを示し

ます。本フローは 2011 年度システムのものと同一となり、特に変更はありません。詳細は、

2011 年度システムの要件定義書を御覧ください。 
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図 8-1 システムを用いた患者薬歴（内服）記録の業務フロー 
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8.2 抗がん剤注射薬調製業務 

 システム導入後の抗がん剤調整業務を、以下の業務フローに示します。 

 

図 8-2 システムを用いた抗がん剤（注射）調整業務の業務フロー 
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 図 8-2 のフローの中で、システムを利用した行動は以下の通りです。 

 注射前日 

 （薬務室における、問い合わせ記録の参照） 

 薬務室、外来化学療法センター、調剤室の夜間当直の、 

注射薬レジメンチェック時における注射薬歴の登録 

 注射当日 

 製剤室、外来化学療法センターにおける、日報作成と印刷 

 

8.3 新規レジメン定義の登録 

システム管理者が本システムにレジメン定義を登録する場合の業務フローを、以下に示

します。新規薬の登録、新規診療科の登録は、本業務フローの中で必要に応じて行います。 

 

図 8-3 システムを用いたレジメン定義登録の業務フロー 
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8.4 統計情報の取得 

 システムから統計情報を取得する必要が有る場合の業務フローは、以下のようになりま

す。 

 

図 8-4 システムを用いた統計情報取得の業務フロー 
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9 本プロジェクトの進行 

9.1 プロジェクトの体制 

 

図 9-1 プロジェクト体制図 

9.2 スケジュール 

表 9-1 開発スケジュール 
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9.3 納品予定 

 納品予定時期 

 2012 年 12 月頃（予定） 

 納品成果物 

 システム本体 

 システム関連ドキュメント 

 要件定義書 

 外部設計書 

 内部設計書 

 テスト仕様書 

 変更仕様書 

 顧客ヒアリング議事録 

 マニュアル類 

 保守・運用マニュアル 

 操作マニュアル 

9.4 制約条件 

 本システムは、東京医科大学病院の情報ポリシーに準拠します。 

 システムの利用者は、東京医科大学病院の薬剤部に現在勤務している薬剤師と想定し

ています。システムを利用する薬剤師全員への利用上の注意や教育を徹底していただ

く必要があります。 

 本システムの利用にあたって、患者様へ直接的な影響を及ぼす問題が懸念される場合

は、相応のリスク回避策を講じる必要があります。 

 本システムの利用により、もし患者様への直接的な影響が避けられないと判断された

場合、本システムの使用を中止して頂きます。本システムを利用して発生した患者様

への被害に関しましては、私どもは一切責任を負わないものとします。 

 本システムは、患者の個人情報を扱うため、ログイン用の ID とパスワードは適正な管

理を心掛けて、利用者の情報セキュリティ教育を徹底して頂きます。また、退職した

薬剤師の ID・パスワードはすぐに無効にする手続きをして頂きます。同じパスワード

を全員で使いまわさないでください。 

 十分な試用期間の後にシステムを導入して頂きます。その後発生した問題に関しては、

私どもは一体責任を負わないこととします。 

 本システムは、お客様のご要望から、運用期間 5 年を想定して構築します。そのため、

それ以上の長期に渡る運用で起こりうるリスクに関しては、対応いたしかねます。 
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9.5 支援体制 

本システム稼働後の保守作業及び運用支援は、平成 24 年 3 月末までとします。以下の対応

を行います。 

 現行システム環境からの移行及び運用テストを支援します。 

 システムの利用方法、運用方法等に関して、説明会を実施します。 

 システムに関する問い合わせや不具合対応については、下記のメールアドレスにて受

付・回答します。必要に応じて直接お客様を訪問させて頂くか、電話にて対応をさせ

て頂きます。 

代表：山田弘樹 

メールアドレス:  s1120761@u.tsukuba.ac.jp 

なお、チームメンバーは平成 25 年 3 月末まで大学院に在籍予定となります。それ以降の対

応はいたしかねます。 
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付録 現行業務フロー（注射薬調剤） 
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Version 2.0 最終更新日 2013/01/08 最終更新者  鈴木 
  

シナリオ No 001 シナリオ名 レジメンを登録する シナリオ種類 主シナリオ 

アクター 薬剤師 

シナリオ説明 
アクターがレジメンを登録する． 

事前条件   

1.頻度： 都度 

2.開始時期： 都度  

3.トリガ： アクターがレジメンを登録するとき． 

4.初期状態： アクターがシステムにログインしている 

5.前提事項 

他： 

アクターはシステム管理者であること 

事後条件   

1.データ： レジメンが登録されている 

2.画面： レジメンの登録が成功した旨の画面が表示されている 

3.帳票   

4.通知：   

5.その他：   

ステップ   

1. アクターは，以下の情報を入力する． 

【入力情報】レジメン名，診療科名，レジメン適用期間，上限回数，商品名，投与方法，投与日，最大投与量，最小投

与量，コメント，レジメン利用可否 

2. システムは，入力情報をシステムに登録し，確認表示をする． 

【入力情報】ステップ 1 の入力結果 

【出力情報】ステップ 1 の入力結果 

3. アクターは，ステップ 1 で入力したレジメンの内容を確認して，登録を確定する． 

【入力情報】ステップ 2 の出力情報 

4. システムは，レジメンを登録する． 

【入力情報】ステップ 1 の入力結果 

【出力情報】処理結果 

代替シナリオ               

3a.アクターがレジメンの登録を取り消した場合，ステップ 1 に戻る 
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Version 2.0 最終更新日 2013/01/08 最終更新者  鈴木 
  

シナリオ No 002 シナリオ名 レジメンを編集する シナリオ種類 主シナリオ 

アクター 薬剤師 

シナリオ説明 
アクターがレジメンを編集する． 

事前条件   

1.頻度： 都度 

2.開始時期： 都度  

3.トリガ： アクターがレジメンを編集するとき． 

4.初期状態： アクターがシステムにログインしており，該当するレジメンがシステムに登録されていること． 

5.前提事項 

他： 

システムにレジメン ID が一意に指定されている 

アクターはシステム管理者であること 

事後条件   

1.データ： レジメンが編集されている 

2.画面： レジメンの編集が成功した旨の画面が表示されている 

3.帳票  

4.通知：   

5.その他：   

ステップ   

1. アクターは，レジメンの以下の項目のうち変更する内容を変更する． 

【入力情報】レジメン名，診療科名，レジメン適用期間，上限回数，商品名，投与方法，投与日，最大投与量，最小

投与量，コメント，レジメン利用可否 

2. システムは，入力情報をシステムに登録し，確認表示をする． 

【入力情報】ステップ 1 で入力した情報 

【出力情報】ステップ 1 で入力した情報 

3. アクターは，変更するレジメンの内容を確認して，変更を確定する． 

【入力情報】ステップ 2 の出力情報 

4. システムは，レジメンの情報を変更する． 

【入力情報】ステップ 3 の出力結果 

【出力情報】処理結果 

代替シナリオ               

3a.アクターがレジメンの変更を取りやめた場合，ステップ 1 に戻る 
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Version 2.0 最終更新日 2013/01/08 最終更新者  鈴木 
  

シナリオ No 003 シナリオ名 レジメンを削除する シナリオ種類 主シナリオ 

アクター 薬剤師 

シナリオ説明 
アクターがレジメンを削除する． 

事前条件   

1.頻度： 都度 

2.開始時期： 都度  

3.トリガ： アクターがレジメンを削除するとき． 

4.初期状態： 
アクターがシステムにログインしており，該当するレジメンがシステムに登録されており，登録されている患

者薬歴に削除するレジメンが登録されていないこと． 

5.前提事項 

他： 

システムにレジメン ID が一意に指定されている 

アクターはシステム管理者であること 

事後条件   

1.データ： レジメンが削除されている 

2.画面： レジメンの削除が成功した旨の画面が表示されている 

3.帳票  

4.通知：   

5.その他：   

ステップ   

1. アクターは，レジメンを削除する． 

【入力情報】レジメン ID 

2. システムは，レジメンの削除の確認表示をする． 

【入力情報】レジメン ID 

【出力情報】レジメン ID，レジメン名 

3. アクターは，削除するレジメンの内容を確認して，削除を確定する． 

【入力情報】レジメン ID 

4. システムは，レジメンの情報を削除する． 

【出力情報】処理結果 

代替シナリオ               

3a.アクターがレジメンの削除を取りやめた場合，ステップ 1 に戻る 
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Version 2.0  最終更新日 2013/01/08 最終更新者  鈴木 
  

シナリオ No 008 シナリオ名 レジメンを検索する シナリオ種類 主シナリオ 

アクター 薬剤師 

シナリオ説明 
アクターがレジメンを検索する． 

事前条件   

1.頻度： 都度 

2.開始時期： 都度  

3.トリガ： アクターがレジメンを検索するとき． 

4.初期状態： アクターがシステムにログインしていること． 

5.前提事項 

他： 

 

事後条件   

1.データ： 

2.画面： レジメンの情報が表示されている 

3.帳票  

4.通知：   

5.その他：   

ステップ   

1. アクターは、以下の情報を入力し，薬を検索する 

【入力情報】診療科名，内服薬，注射薬 

2. システムは入力情報をもとに該当するレジメンの情報を取得し，表示する 

◆システムは，ユースケース「レジメンを取得する」を実行し，実行結果を一覧表示する 

【入力情報】ステップ 1.の入力情報 

【出力情報】レジメンの一覧 

3. アクターは表示するレジメンを選択する 

【入力情報】レジメン ID 

4. システムは，ステップ 3 の出力情報をもとに該当するレジメンの情報を取得し，表示する 

【入力情報】ステップ 3.の出力情報 

【出力情報】レジメン名，診療科名，レジメン適用期間，上限回数，商品名，投与方法，投与日，最大投与量，最小

投与量，コメント，レジメン利用可否 

代替シナリオ               
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Version 2.0 最終更新日 2013/01/08 最終更新者  鈴木 
  

シナリオ No 004 シナリオ名 薬を登録する 
シナリオ種

類 
主シナリオ 

アクター 薬剤師 

シナリオ説

明 

アクターが薬を登録する． 

事前条件   

1.頻度： 都度 

2.開始時期： 都度  

3.トリガ： アクターが薬を登録するとき． 

4.初期状態： アクターがシステムにログインしている 

5.前提事項 

他： 

アクターはシステム管理者であること 

事後条件   

1.データ： 薬が登録されている 

2.画面： 薬の登録が成功した旨の画面が表示されている 

3.帳票   

4.通知：   

5.その他：   

ステップ   

1. アクターは，以下の情報を入力する． 

【入力情報】商品名，分類，確認事項，使用単位 

2. システムは，入力情報の内容をチェックし，確認表示をする． 

【入力情報】ステップ 1 で取得した情報 

【出力情報】ステップ 1 で取得した情報 

3. アクターは，薬の情報の内容を確認して，登録を確定する． 

4. システムは薬を登録し、登録された薬の情報を表示する 

【入力情報】ステップ 1 で取得した情報 

【出力情報】ステップ 1 で取得した情報 

代替シナリオ               
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Version 2.0 最終更新日 2013/01/08 最終更新者  鈴木 
  

シナリオ No 005 シナリオ名 薬を編集する シナリオ種類 主シナリオ 

アクター 薬剤師 

シナリオ説明 

アクターが薬の情報を編集する． 

事前条件   

1.頻度： 都度 

2.開始時期： 都度  

3.トリガ： アクターが薬の情報を編集するとき． 

4.初期状態： アクターがシステムにログインしている 

5.前提事項 

他： 

薬の情報がシステムに登録されている 

アクターはシステム管理者であること 

事後条件   

1.データ： 薬の情報が編集されている 

2.画面： 薬の情報の編集が成功した旨の画面が表示されている 

3.帳票   

4.通知：   

5.その他：   

ステップ   

1. アクターは，以下の情報の内、編集したい内容を入力する． 

 【入力情報】商品名、分類，確認事項，使用単位 

2. システムは，入力情報の内容をチェックし，確認表示をする． 

 【入力情報】薬 ID、ステップ 1 で入力された情報 

 【出力情報】ステップ 1 で入力された情報 

3. アクターは，薬の内容を確認して，薬の編集を確定する． 

4. システムは薬の情報を編集し、編集された薬の情報を表示する 

 【入力情報】薬 ID、ステップ 1 で入力された情報 

 【出力情報】編集された薬の情報 

代替シナリオ               

 

3a.アクターが薬の登録を取り消した場合，ステップ 1 に戻る 
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Version 2.0 最終更新日 2013/01/08 最終更新者  鈴木 
  

シナリオ No 006 シナリオ名 薬を削除する シナリオ種類 主シナリオ 

アクター 薬剤師 

シナリオ説明 

アクターが薬の情報を削除する． 

事前条件   

1.頻度： 都度 

2.開始時期： 都度  

3.トリガ： アクターが薬の情報を削除するとき． 

4.初期状態： アクターがシステムにログインしており，登録されているレジメンに削除する薬が登録されていないこと 

5.前提事項 

他： 

薬の情報がシステムに登録されている 

事後条件   

1.データ： 薬の情報が削除されている 

2.画面： 薬の情報の削除が成功した旨の画面が表示されている 

3.帳票   

4.通知：   

5.その他：   

ステップ   

1. アクターは削除する薬を削除する 

【入力情報】薬 ID 

2. 薬の削除を確認する画面を表示する 

【入力情報】ステップ 1.の入力情報 

【出力情報】商品名，分類，確認事項 

3. アクターは， 削除する薬の情報の内容を確認して，削除を確定する． 

      【入力情報】ステップ 1 で選択された薬の ID 

4. システムは薬の情報を削除し、薬が削除された旨を画面に表示する 

代替シナリオ               

3a.薬の削除を取りやめた場合，ステップ 1 に戻る 
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Version 2.0 最終更新日 2013/01/08 最終更新者  鈴木 
  

シナリオ No 007 シナリオ名 診療科を編集する シナリオ種類 主シナリオ 

アクター 薬剤師 

シナリオ説明 
アクターが診療科を編集する． 

事前条件   

1.頻度： 都度 

2.開始時期： 都度  

3.トリガ： アクターが診療科を編集するとき． 

4.初期状態： アクターがシステムにログインしている 

5.前提事項 

他： 

アクターはシステム管理者であること 

事後条件   

1.データ： 診療科が編集されている．旧診療科名で登録されている情報は新診療科名に更新される． 

2.画面： 診療科の編集が成功した旨の画面が表示されている 

3.帳票   

4.通知：   

5.その他：   

ステップ   

1. アクターは，変更する診療科を選択し，新しい診療科名を入力する． 

【入力情報】診療科 ID、新しい診療科名 

2. システムは，入力情報の内容をチェックし，確認表示をする 

【入力情報】ステップ 1 で入力された情報 

3. アクターは，編集内容を確認して，診療科の編集を確定する． 

4. システムは，診療科を編集し、編集された旨を表示する 

【出力情報】編集された診療科の情報 

 

代替シナリオ               

 

3a,診療科の編集を取りやめた場合，ステップ 1 に戻る 
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Version 2.0 最終更新日 2013/01/08 最終更新者  鈴木 
  

シナリオ No 009 シナリオ名 薬を検索する シナリオ種類 主シナリオ 

アクター 薬剤師 

シナリオ説

明 

アクターが薬を検索する． 

事前条件   

1.頻度： 都度 

2.開始時期： 都度  

3.トリガ： アクターが薬を検索するとき． 

4.初期状態： アクターがシステムにログインしていること 

5.前提事項 

他： 

アクターはシステム管理者であること 

事後条件   

1.データ： — 

2.画面： 検索対象の薬が表示されている、または該当する薬の情報が存在しない旨が表示されている 

3.帳票  

4.通知：   

5.その他：   

ステップ   

1. アクターは、以下の情報を入力し，薬を検索する 

【入力情報】商品名，検索方法 

2. システムは入力情報をもとに該当する薬の情報を取得し，表示する 

◆システムは，ユースケース「薬を取得する」を実行し，実行結果を一覧表示する 

【入力情報】ステップ 1 の入力情報 

【出力情報】商品名，分類，確認事項 

3. アクターは表示する薬を選択する 

【入力情報】薬 ID 

4. システムは，ステップ 3 の入力情報をもとに該当する薬の情報を取得し，表示する 

◆システムは，ユースケース「薬を取得する」を実行し，薬の情報を表示する 

【入力情報】ステップ 3 の入力情報 

【出力情報】商品名、分類、確認事項，使用単位 

代替シナリ

オ 
          

    

3a.アクターが薬の検索をキャンセルする場合、ステップ 1 に戻る 

3b.検索結果に該当する薬が存在しない場合、ステップ 1 に戻る 
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Version 2.0 最終更新日 2013/01/08 最終更新者  鈴木 
  

シナリオ No 010 シナリオ名 診療科を登録する シナリオ種類 主シナリオ 

アクター 薬剤師 

シナリオ説明 
アクターが診療科を登録する． 

事前条件   

1.頻度： 都度 

2.開始時期： 都度  

3.トリガ： アクターが診療科を登録するとき． 

4.初期状態： アクターがシステムにログインしていること． 

5.前提事項 

他： 

アクターはシステム管理者であること 

事後条件  

1.データ： 診療科が登録されている 

2.画面： 診療科の登録が成功した旨の画面が表示されている 

3.帳票  

4.通知：   

5.その他：   

ステップ   

1. アクターは，“新規診療科の登録”を選択し，登録する診療科名を入力する． 

【入力情報】診療科名 

2. システムは，入力情報の内容をチェックし，確認表示をする 

【入力情報】ステップ 1 で入力された情報 

3. アクターは，登録内容を確認して，診療科の登録を確定する． 

4. システムは，診療科を登録し、登録された旨を表示する 

【出力情報】登録された診療科の情報 

 

代替シナリオ               

3a.アクターがレジメンの登録を取りやめた場合，ステップ 1 に戻る 
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Version 1.1  最終更新日 2012/07/23 最終更新者  鈴木 
  

シナリオ No 010 シナリオ名 診療科を統合する シナリオ種類 主シナリオ 

アクター 薬剤師 

シナリオ説明 
アクターが複数の診療科を統合する． 

事前条件   

1.頻度： 都度 

2.開始時期： 都度  

3.トリガ： アクターが診療科を統合するとき． 

4.初期状態： アクターがシステムにログインしており，統合する診療科がシステムに登録されていること 

5.前提事項 

他： 

 

事後条件  

1.データ： 複数の診療科が新しい診療科に統合されている 

2.画面： 診療科の統合が成功した旨の画面が表示されている 

3.帳票  

4.通知：   

5.その他：   

ステップ   

1. アクターは統合する診療科を選択し，統合後の診療科名を入力する 

【入力情報】統合する診療科の ID，統合後の診療科名 

2. システムは，入力情報の内容をチェックし，確認表示をする 

【入力情報】ステップ 1 で入力された情報 

3. アクターは，内容を確認して，診療科の統合を確定する． 

4. システムは，診療科を統合し、システムに登録された旨を表示する 

【出力情報】統合された診療科の情報 

 

代替シナリオ               

3a.アクターが診療科の統合を取りやめた場合，ステップ 1 に戻る 
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Version 2.0  最終更新日 2013/01/08 最終更新者  鈴木 
  

シナリオ No 011 シナリオ名 診療科を削除する シナリオ種類 主シナリオ 

アクター 薬剤師 

シナリオ説明 
アクターが複数の診療科を削除する． 

事前条件   

1.頻度： 都度 

2.開始時期： 都度  

3.トリガ： アクターが診療科を削除するとき． 

4.初期状態： 
アクターがシステムにログインしており，削除する診療科がシステムに登録されていること．また，システム

に登録されているレジメンに削除する診療科が登録されていないこと 

5.前提事項 

他： 

アクターはシステム管理者であること 

事後条件  

1.データ： 診療科が削除されている 

2.画面： 診療科の削除が成功した旨の画面が表示されている 

3.帳票  

4.通知：   

5.その他：   

ステップ   

1. アクターは削除する診療科を選択する 

【入力情報】削除する診療科の ID  

2. システムは削除の削除を確認する画面を表示する 

【入力情報】ステップ 1.の入力情報 

【出力情報】診療科名 

3. アクターは， 削除する診療科の情報の内容を確認して，削除を確定する． 

      【入力情報】ステップ 1 の入力情報 

4. システムは診療科の情報を削除し、診療科が削除された旨を画面に表示する 

 

代替シナリオ               

3a.アクターが診療科の削除を取りやめた場合，ステップ 1 に戻る 
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. 1.3 最終更新日 2012/11/2

シナリオNo 13 シナリオ名 主シナリオ

アクター

事前条件

1.頻度：

2.開始時期：

3.トリガ：

4.初期状態：

5.前提事項

他：

事後条件

1.データ：

2.画面：

3.帳票

4.通知：

5.その他：

ステップ

1

2

【出力情報】

3

【入力情報】

4

【出力情報】

5

6

7

代替シナリオ

3a

3a-1

【入力情報】

3a-2

【出力情報】

アクターは、以下を入力し、「表示する」ボタンを押す。

調整日

システムは、画面内の表示を、3a-1で指定された調整日の薬歴に変更する。

”3a-1で指定された調整日の”　薬歴情報（病棟，診療科名，患者ID，レジメン名，抗がん剤調製本数（実施），実施/中止，指示待ち），実施患者合計，中止

患者合計，抗がん剤調製本数（実施）合計，指示待ち患者数合計

アクターは内容を確認し，印刷ボタンを押す。

システムは，印刷のプロパティを開く。

ユーザは画面を印刷する。

システム操作当日以外の日の日報を印刷する場合は、3a-1,3a-2のサブステップを行ってから、ステップ3へ進む。

システムは,SC31_日報作成画面（入院）を表示する。

アクターは，内容を確認してから，以下の内容を入力し、SC32_日報印刷画面（入院）を開く。

”システム操作当日の”　薬歴情報（病棟，診療科名，患者ID，レジメン名，抗がん剤調製本数（実施），実施/中止，指示待ち），実施患者合計，中止患者合

計，抗がん剤調製本数（実施）合計，指示待ち患者数合計

システムはSC32_日報印刷画面（入院）を表示する。

ステップ3で受け取った入力情報、ステップ2で表示していた出力情報

担当薬剤師（1人～6人）

調整業務日報（入院）が印刷されている。

アクターはSC2_メニュー画面でSC31_日報作成画面（入院）を開く。

SC32_日報印刷画面（入院）が表示されている。

都度

都度

調製業務日報を作成する（入院） シナリオ種類

薬剤師

アクターが調整業務日報（入院）を作成するとき．

アクターがシステムにログインしていること．

日報作成当日の注射施行予定が事前に全て入力されていること（患者薬歴登録（注射））．

日報作成当日の注射中止が事前に全て入力されていること（患者薬歴編集（注射））．

シナリオ説明 アクターが調整業務日報（入院）を作成する

最終更新者 児玉
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. 1.3 最終更新日 2012/11/13

シナリオNo 15 シナリオ名 主シナリオ

アクター

事前条件

1.頻度：

2.開始時期：

3.トリガ：

4.初期状態：

5.前提事項

他：

事後条件

1.データ：

2.画面：

3.帳票

4.通知：

5.その他：

ステップ

1

2

3

4

5

6

代替シナリオ

2a

2a-1

2a-2

5a

シナリオ説明 アクターが患者薬歴（注射）を作成する

最終更新者 児玉

患者薬歴の登録が成功した旨の画面が表示されている

都度

都度

患者薬歴（注射）を登録する シナリオ種類

薬剤師

アクターが患者薬歴（注射）を作成するとき．

アクターがシステムにログインしていること．

患者薬歴が登録されている

アクターはSC5_患者情報画面でSC26_患者薬歴登録画面（注射）を開く。

システムは,SC26_患者薬歴登録画面（注射）を表示する。

アクターは，以下の内容を入力し，患者の薬歴を登録する。

【入力情報】投与日，処方区分，（入院の場合のみ病棟，指示待ち），（外来の場合のみその他調製本数），実施，商品名，実投与量，中止，コメント，ファシー

ル，次の適用期間を始める

システムは，入力情報をチェックし，SC27_薬歴登録確認画面（注射）を表示する。

【出力情報】ステップ3で受け取った入力情報

システムは，薬剤の確認事項をポップアップ表示する。

【出力情報】薬剤の確認事項

アクターは，確認事項の内容を確認し、「確認」ボタンを押す。

アクターが患者薬歴の登録を取り消した場合，ステップ3に戻る

アクターは内容を確認し，登録を確定する。

システムは，患者薬歴をデータベースに登録する。

【入力情報】ステップ1の入力情報

【出力情報】処理結果

利用するレジメンの薬剤に確認事項がある場合，2a-1,2a-2のサブステップを行い，ステップ3に進む
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. 1.3 最終更新日 2012/11/13

シナリオNo 17 シナリオ名 主シナリオ

アクター

事前条件

1.頻度：

2.開始時期：

3.トリガ：

4.初期状態：

5.前提事項

他：

事後条件

1.データ：

2.画面：

3.帳票

4.通知：

5.その他：

ステップ

1

2

3

4

5

6

代替シナリオ

5a

システムは,SC26_患者薬歴登録画面（注射）（編集用表示）を表示する。

アクターが患者薬歴の登録を取り消した場合，ステップ3に戻る

アクターは内容を確認し，登録を確定する。

システムは，患者薬歴をデータベースに登録する。

【入力情報】ステップ1の入力情報

【出力情報】処理結果

【出力情報】投与日，処方区分，（入院の場合のみ病棟，指示待ち），（外来の場合のみその他調製本数），実施，商品名，実投与量，中止，コメント，ファシー

ル
アクターは，以下の内容のうち、編集するもののみ書き換え，患者の薬歴を登録する。

【入力情報】投与日，処方区分，（入院の場合のみ病棟，指示待ち），（外来の場合のみその他調製本数），実施，商品名，実投与量，中止，コメント，ファシー

ル，次の適用期間を始める

システムは，入力情報をチェックし，SC27_薬歴登録確認画面（注射）を表示する。

【出力情報】ステップ3で受け取った入力情報

アクターはSC28_薬歴一覧画面で、編集したい薬歴を選び、編集ボタンを押す。

患者薬歴の変更が成功した旨の画面が表示されている。

都度

都度

患者薬歴（注射）を編集する シナリオ種類

薬剤師

アクターが患者薬歴（注射）を編集するとき。

アクターがシステムにログインしていること。編集する患者薬歴（注射）がシステムに登録されていること。

該当する患者薬歴（注射）の薬剤が編集されていること。

シナリオ説明 アクターが患者薬歴（注射）を編集する。また、日報を作成する前に注射を中止扱いにする際もこのユースケースを用いる。

最終更新者 児玉
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. 1.3 最終更新日 2012/11/5

シナリオNo 18 シナリオ名 主シナリオ

アクター

事前条件

1.頻度：

2.開始時期：

3.トリガ：

4.初期状態：

5.前提事項

他：

事後条件

1.データ：

2.画面：

3.帳票

4.通知：

5.その他：

ステップ

1

2

3

4

代替シナリオ

3a

シナリオ説明 アクターが患者薬歴（注射）を削除する。

最終更新者 児玉

患者薬歴の削除が成功した旨の画面が表示されている。

都度

都度

患者薬歴（注射）を削除する シナリオ種類

薬剤師

アクターが患者薬歴（注射）を削除するとき。

アクターがシステムにログインしていること。削除する患者薬歴（注射）がシステムに登録されていること。

該当する患者薬歴（注射）の薬剤が削除されていること。

アクターはSC28_薬歴一覧画面で、削除したい薬歴を選び、削除ボタンを押す。

システムは、薬歴削除のダイアログを表示する。

アクターが患者薬歴の削除を取り消した場合，ステップ1に戻る

【出力情報】処理結果

アクターは，削除理由を記入し，患者の薬歴を削除する。

【入力情報】削除理由

システムは、削除理由の入力を確認し、データベースから該当薬歴を削除する。
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. 1.3 最終更新日 2012/11/6

シナリオNo 19 シナリオ名 主シナリオ

アクター

事前条件

1.頻度：

2.開始時期：

3.トリガ：

4.初期状態：

5.前提事項

他：

事後条件

1.データ：

2.画面：

3.帳票

4.通知：

5.その他：

ステップ

1

2

3

4

5

6

代替シナリオ

2a

2a-1

2a-2

2b

2b-1

2b-2

5a

7a

シナリオ説明 アクターが患者薬歴（内服）を作成する

最終更新者 児玉

患者薬歴の登録が成功した旨の画面が表示されている

都度

都度

患者薬歴（内服）を登録する シナリオ種類

薬剤師

アクターが患者薬歴（内服）を作成するとき．

アクターがシステムにログインしていること．

患者薬歴が登録されている

アクターは内容を確認し，登録を確定する。

システムは，患者薬歴をデータベースに登録する。

アクターはSC5_患者情報画面でSC08_患者薬歴登録画面（内服）を開く。

システムは,SC26_患者薬歴登録画面（注射）を表示する。

アクターは，以下の内容を入力し，登録ボタンを押す。

【入力情報】投与開始日，処方区分，連結投与,処方日数，実投与量，コメント，次の適用期間を始める

システムは，入力情報をチェックし，SC09_薬歴登録確認画面（内服）を表示する。

【出力情報】ステップ3で受け取った入力情報

【入力情報】ステップ1の入力情報

【出力情報】処理結果

アクターが「入力し直す」を押して患者薬歴の登録を取り消した場合，ステップ2に戻る

患者レジメンの定義に2種以上の内服薬がある場合、ステップ6が完了した後に2a-1,2a-2のサブステップを行い、ステップ3、もしくはステップ2bに進む。

システムは，薬剤の確認事項をポップアップ表示する。

【出力情報】薬剤の確認事項

アクターは，確認事項の内容を確認し、「確認」ボタンを押す。

利用するレジメンの薬剤に確認事項がある場合，2b-1,2b-2のサブステップを行い，ステップ3に進む

患者レジメンの定義に2種以上の内服薬がある場合、2a-1,2a-2のサブステップを行い、ステップ3、もしくはステップ2bに進む。

【出力情報】レジメンに定義された内服薬名一覧

アクターは、薬歴を登録する内服薬を選択する。

【入力情報】内服薬

システムはSC33_内服薬選択画面を表示する。
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. 1.3 最終更新日 2012/11/5

シナリオNo 20 シナリオ名 主シナリオ

アクター

事前条件

1.頻度：

2.開始時期：

3.トリガ：

4.初期状態：

5.前提事項

他：

事後条件

1.データ：

2.画面：

3.帳票

4.通知：

5.その他：

ステップ

1

2

3

4

5

6

代替シナリオ

5a

システムは,SC08_患者薬歴登録画面（内服）（編集用表示）を表示する。

アクターが患者薬歴の登録を取り消した場合，ステップ3に戻る

アクターは内容を確認し，登録を確定する。

システムは，患者薬歴をデータベースに登録する。

【入力情報】ステップ1の入力情報

【出力情報】処理結果

【出力情報】投与開始日，処方区分，連結投与,処方日数，実投与量，コメント，次の適用期間を始める

アクターは，以下の内容のうち、編集するもののみ書き換え，患者の薬歴を登録する。

【入力情報】投与開始日，処方区分，連結投与,処方日数，実投与量，コメント，次の適用期間を始める

システムは，入力情報をチェックし，SC09_薬歴登録確認画面（内服）を表示する。

【出力情報】ステップ3で受け取った入力情報

アクターはSC28_薬歴一覧画面で、編集したい薬歴を選び、編集ボタンを押す。

患者薬歴の変更が成功した旨の画面が表示されている。

都度

都度

患者薬歴（内服）を編集する シナリオ種類

薬剤師

アクターが患者薬歴（内服）を編集するとき。

アクターがシステムにログインしていること。編集する患者薬歴（内服）がシステムに登録されていること。

該当する患者薬歴（内服）の薬剤が編集されていること。

シナリオ説明 アクターが患者薬歴（内服）を編集する。

最終更新者 児玉
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. 1.3 最終更新日 2012/11/5

シナリオNo 21 シナリオ名 主シナリオ

アクター

事前条件

1.頻度：

2.開始時期：

3.トリガ：

4.初期状態：

5.前提事項

他：

事後条件

1.データ：

2.画面：

3.帳票

4.通知：

5.その他：

ステップ

1

2

3

4

代替シナリオ

3a

システムは、薬歴削除のダイアログを表示する。

アクターが患者薬歴の削除を取り消した場合，ステップ1に戻る

【出力情報】処理結果

アクターは，削除理由を記入し，患者の薬歴を削除する。

【入力情報】削除理由

システムは、削除理由の入力を確認し、データベースから該当薬歴を削除する。

アクターはSC28_薬歴一覧画面で、削除したい薬歴を選び、削除ボタンを押す。

患者薬歴の削除が成功した旨の画面が表示されている。

都度

都度

患者薬歴（内服）を削除する シナリオ種類

薬剤師

アクターが患者薬歴（内服）を削除するとき。

アクターがシステムにログインしていること。削除する患者薬歴（内服）がシステムに登録されていること。

該当する患者薬歴（内服）の薬剤が削除されていること。

シナリオ説明 アクターが患者薬歴（内服）を削除する。

最終更新者 児玉
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画面一覧 

画面

No 

画面名 画面概要 2011年度 2012年度 

SC1 ログイン画面 本システムにログインを行

う 

◯  

SC2 メニュー画面 各画面へのリンクを表示す

る 

◯ ◯ 

SC3 患者検索画面 患者の検索を行う ◯  

SC4 患者個人情報登録画面 患者個人情報（患者 ID・氏

名・性別等）の登録を行う 

◯  

SC5 患者情報画面 患者個人情報、現在適用して

いるレジメン、薬歴・投与予

定のカレンダーを表示する

画面 

◯ ◯ 

SC6 患者薬歴カレンダー画

面 

患者薬歴カレンダーを表示

する 

◯ ◯ 

SC7 患者レジメン登録画面 患者に適用するレジメンを

検索し、適用する 

◯ ◯ 

SC8 患者薬歴登録画面(内

服) 

患者の内服の薬歴登録を行

う。登録にエラーがある場合

は表示する。 

◯ ◯ 

SC9 患者薬歴登録確認画面 

(内服) 

患者の内服の薬歴登録の確

認を行う。警告がある場合は

表示する。 

◯ ◯ 

SC10 患者コメント一覧画面 患者の薬歴に対するコメン

トを表示する 

◯ ◯ 

SC11 レジメン登録・編集画面 レジメンの登録・編集を行う  ◯ 

SC12 レジメン一覧画面 診療科や薬名を用いて、該当

するレジメン一覧を表示す

る 

 ◯ 

SC13 レジメン情報画面 レジメンの詳細情報を表示

する 

 ◯ 

SC14 編集履歴画面 薬歴、患者レジメン、患者の

編集履歴を表示する 

◯ ◯ 

SC15 削除理由記入画面 患者レジメン、薬歴を削除す

る際にその理由の記入を行

◯ ◯ 
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う 

SC16 統計データ集計画面 薬歴の統計データの集計を

行う 

  

SC17 ユーザ一覧画面 システムに登録されている

ユーザの一覧を表示する 

◯  

SC18 パスワード変更画面 システムにログインするた

めのパスワードを変更する 

◯  

SC19 薬一覧画面 薬名を用いて、該当する薬一

覧を表示する 

 ◯ 

SC20 薬情報画面 薬の詳細情報を表示する  ◯ 

SC21 薬登録・編集画面 薬の登録・編集を行う  ◯ 

SC22 診療科一覧画面 登録されている診療科一覧

を表示する 

 ◯ 

SC23 診療科登録・編集画面 診療科の登録・編集を行う  ◯ 

SC24 診療科統合画面 診療科の統合を行う   

SC25 併用禁忌薬登録・編集画

面 

併用禁忌の薬の組み合わせ

を登録・編集する 

  

SC26 患者薬歴登録画面(注射) 患者の注射の薬歴登録を行

う。登録にエラーがある場合

は表示する。 

 ◯ 

SC27 患者薬歴登録確認画面 

(注射) 

患者の注射の薬歴登録の確

認を行う。警告がある場合は

表示する。 

 ◯ 

SC28 薬歴一覧画面 患者がこれまでに適用して

きたレジメンのタイムライ

ンと薬歴のタイムラインを

表示する 

 ◯ 

SC29 日報作成画面(外来) 外来で指定日付に登録され

た注射の薬歴の日報の作成

を行う 

 ◯ 

SC30 日報印刷画面(外来) 外来で指定日付に登録され

た注射の薬歴の日報の印刷

を行う 

 ◯ 

SC31 日報作成画面(入院) 入院で指定日付に登録され

た注射の薬歴の日報の作成

を行う 

 ◯ 
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SC32 日報印刷画面(入院) 入院で指定日付に登録され

た注射の薬歴の日報の印刷

を行う 

 ◯ 

SC33 バックアップ画面 データのバックアップ自動

実行の設定の切り替え、手動

でのバックアップを行う 

 ◯ 

SC34 データ復旧画面 バックアップデータを選択

し、データの復旧を行う 

 ◯ 

SC35 削除薬歴一覧画面 患者の削除された薬歴の一

覧を表示する 

 ◯ 
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画面遷移図 

 

作成者 岩城 作成日 2012/6/18 ページNo. 1
更新者 山田 最終更新 2013/1/14

画面遷移図

ログイン画面 メニュー画面
患者検索

画面

患者情報画面

SC2

患者個人情報
登録画面

(新規・編集）

個人情報

を編集

検索結果から

患者名を指定

レジメンを患者に適用

患者履歴を登録・編集

患者レジメンを削除

薬歴を削除

新規登録

SC1 SC3

SC4
SC5

患者レジメン
登録画面

SC7

画面

サブウインドウ

開発

SC6

患者薬歴
登録画面（内服）

(新規・編集）

SC8

薬歴のコメント
一覧を表示 SC10

SC15

SC18

印刷用のカレンダーを表示

SC16

統計データ
集計画面

パスワード
変更画面

ユーザ一覧
画面

SC17

編集履歴
画面

SC14

登録を承認
薬歴登録

確認画面（内服）

SC9 修正入力

患者個人情報
登録確認画面

SC4-2
修正入力

登録を承認

実装中止

レジメン
登録・編集

画面 レジメンを

登録・編集

SC11

レジメン一
覧画面

レジメン情報
画面

SC12 SC13

※すべての画面（サブウインドウ除く）に

メニューへのリンクと、ログアウトボタンあり

実装済み

薬登録・編集画
面

薬を

登録・編集

SC21

薬一覧画面 薬情報画面
薬名

SC19 SC20

診療科一覧
画面

診療科
登録・編集画面

診療科名

SC22 SC23

診療科統合
画面

SC2４

併用禁忌薬
登録・編集画面

SC25

日報作成画面（外来）

患者薬歴登録画

面（注射）

薬歴確認画面

（注射）

修正入力

SC26

SC27

日報作成画面（入院）

SC29

SC32

薬歴一覧画面

SC28

変更

過去の薬歴を
表示

SC30

SC31

患者薬歴

カレンダー

削除理由

記入画面

患者コメント
一覧画面

日報印刷画面(外来)

日報印刷画面(入院)

削除薬歴

一覧画面

バックアップ画面

データ復旧画面

図の意味 色の意味

SC33

SC34

SC35
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A)薬剤部での保守・運用を想定した 2011年度システムの拡張フェーズ 

SC11 レジメン登録・編集画面 

 

  

画面ID SC11 画面名 作成者 鈴木 作成日 2012/6/25 ページNo. 1/n
パターン 1 画面状態 更新者 山田 最終更新 2013/1/13
画面概要

画面レイアウト（P1）

備考

レジメン登録・編集画面

レジメンを登録する画面

レイアウト

一日投与量
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画面ID SC11 画面名 作成者 鈴木 作成日 2012/6/25 ページNo.
パターン 1 画面状態 更新者 山田 最終更新 2013/1/13
画面概要

入出力仕様（P2）

項目ＩＤ

1
2
3
4
5
6
7

8

9

10

11

12
13 内服、点滴静、皮下注など、まだ未定

14

15

16

17

18

19
20

21

22

23

24

25

26

備考

レジメン登録・編集画面
0

レジメンを登録する画面

入力チェック その他の制御論理項目名 論理項目種別

SC2_メニュー画面メニュー
ログアウト
レジメン一覧画面
メニュー画面
レジメン登録・編集画

初期値

なし

上限回数

商品名

レジメン登録・編集画
レジメン情報

レジメン名

診療科名

レジメン適用期間 なし

なし

なし

半角数字　　最大文字数：XXXX
レジメン全体を一つのブロックとして
見なした際の日数

投与繰り返し日数を一つのブロックと
した際、ブロックを何回繰り返して良
いか定める値
テキスト：半角数字 最大文字数：
XXXX
上限なし：上限回数を設けない場合
チェック。チェックするとテキスト入力
は不可になる。

選択した薬が表示される

なし

コメント

薬を追加する

なし

必須チェック(*1)(*5)

必須チェック
(*1)(*3)(*4)

投与方法 プルダウン なし 必須チェック(*1)

投与日 テキストボックス なし
必須チェック
(*1)(*2)(*4)

最大投与量 テキストボックス なし
必須チェック
(*1)(*3)(*4)

確認画面へ

ボタン

ボタン
ボタン

ラジオボタン

ラジオボタン

テキストボックス

このレジメンを使用する

このレジメンを使用しな
い

エラーメッセージ

(*1)必須項目が入力されていない場合、エラーメッセージ「必須項目が入力されていません」を表示
(*2)定められた最大文字数を超えている場合、エラーメッセージ「最大文字数を超えています」を表示
(*3)定められた最大桁数を超えている場合、エラーメッセージ「最大桁数を超えています」を表示
(*4)定められた表記と異なる表記がされていた場合、エラーメッセージ「不正な表記で入力されています」を表示
(*5)登録しようとしているレジメンと同じ「投与繰り返し日数」「繰り返し上限回数」「商品名」「投与日」で構成されているレジメンがすでに登録されている場
合、エラーメッセージ「既に登録されています」を表示

ラベル

ボタン
ボタン
リンク
リンク
ラベル
ラベル
ラベル

テキストボックス

プルダウン

テキストボックス

テキストボックス
チェックボックス

ラベル

チェック

なし

必須チェック
(*1)(*2)(*5)

必須チェック(*1)

必須チェック
(*1)(*3)(*4)

ID21,22のどちらか一方を選択。初期
入力はID21。

SC1_ログイン画面
SC12_レジメン一覧画面へ遷移
SC2_メニュー画面

複数選択可能（プルダウンで一つの
診療科名を選択すると、次のプルダ
ウンが表示される。）

半角数字　　最大文字数：XXXX
連続の表記：1-14,21-28
不連続の表記：1,8,15
半角数字　　最大文字数：
XXXXXX.XX
半角数字　　最大文字数：
XXXXXX.XX
最大文字数：規定なし

SC12_レジメン登録・編集画面へ遷
ID21,22のどちらか一方を選択。初期
入力はID21。

最小投与量 テキストボックス なし
必須チェック
(*1)(*3)(*4)

レジメンに登録する薬を一つ増やす
パターン5薬選択画面に遷移

必須チェック(*2)

レジメンに登録する薬を削除する削除

No ラベル レジメンを構成する薬の通し番号

一日投与量 テキストボックス なし 必須チェック(*1) 単位付きで入力

薬の追加を画面へ反 ボタン 追加した薬を画面に反映する

診療科を追加する ボタン
診療科を複数選択する場合、診療科
選択のプルダウンを増やす
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画面ID SC11 画面名 作成者 山田 作成日 2012/7/2 ページNo. 1/n
パターン 2 画面状態 更新者 山田 最終更新 2013/1/13
画面概要

画面レイアウト（P3）

レジメン登録・編集画面
0

レジメンを登録する画面

レイアウト

画面ID SC11 画面名 作成者 山田 作成日 2012/7/2 ページNo.
パターン 2 画面状態 更新者 山田 最終更新 2013/1/13
画面概要

入出力仕様（P4)

項目ＩＤ

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15

16

17
18

メニュー ボタン SC2_メニュー画面

レジメン登録・編集画面
0

レジメンを登録する画面

論理項目名 論理項目種別 初期値 入力チェック その他の制御 備考

レジメン情報 ラベル
ログアウト ボタン SC1_ログイン画面

診療科名 ラベル
レジメン名 ラベル

上限回数 ラベル
レジメン適用期間 ラベル

コメント ラベル

商品名 ラベル
投与方法
投与日
最大投与量
最小投与量

ラベル

ラベル
ラベル
ラベル

取消しボタン ボタン SC12_レジメン一覧画面
決定ボタン ボタン 登録後、SC12_レジメン一覧画面

No ラベル

レジメン使用可否 ラベル

SC11パターン1でこのレジメンを使用
するにチェック入れた場合：このレジ
メンを使用すると赤文字表示
SC11パターン1でこのレジメンを使用
しないにチェック入れた場合：このレ
ジメンを使用しないと赤文字表示

一日投与量 ラベル
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画面ID SC11 画面名 作成者 山田 作成日 2012/7/9 ページNo. 1/n
パターン 3 画面状態 更新者 山田 最終更新 2013/1/13
画面概要

画面レイアウト（P5)

レジメン登録・編集画面
0

レジメンを登録する画面

レイアウト

画面ID SC11 画面名 作成者 山田 作成日 2012/7/9 ページNo.
パターン 3 画面状態 更新者 山田 最終更新 2013/1/13
画面概要

入出力仕様（P6)

項目ＩＤ

1

2

3
4

5

6
7

レジメン登録・編集画面
0

レジメンを登録する画面

論理項目名 論理項目種別 初期値 入力チェック その他の制御 備考

薬選択画面 ラベル

商品名 テキストボックス なし

検索方法 プルダウン から始まる

から始まる：前方一致
を含む：部分一致
で終わる：後方一致
に一致する：全文一致

商品名 リンク
検索に該当した商品名を表示
リンクをクリックするとパターン1のレ
ジメン構成薬に行を追加

検索ボタン ボタン

ウインドウを閉じるボ ボタン 薬選択画面を閉じる
分類 ラベル 内服薬、注射薬、外用薬が表示
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SC12 レジメン一覧画面 

 

 

 

  

画面ID SC12 画面名 作成者 鈴木 作成日 2012/6/25 ページNo. 1/n
パターン 画面状態 更新者 山田 最終更新 2013/1/13
画面概要

画面レイアウト（P1）

レジメン一覧画面

レジメンの一覧を表示する画面

レイアウト

画面ID SC12 画面名 作成者 鈴木 作成日 2012/6/25 ページNo.
パターン 0 画面状態 更新者 山田 最終更新 2012/7/12
画面概要

入出力仕様（P2）

項目ＩＤ

1
2
3
4
5
6
7
9

10

11

12

備考

レジメン一覧画面
0

レジメンの一覧を表示する画面

入力チェック その他の制御論理項目名 論理項目種別

SC2_メニュー画面へ遷移メニュー
ログアウト
メニュー
レジメン一覧画面
レジメン一覧画面

初期値

注射薬

診療科名
検索ボタン
レジメンを登録する
レジメン名

内服薬 なし

なし

ID6診療科名で選択した診療科で用
いられている内服薬のみ表示（アク
ID6診療科名で選択した診療科で用
いられており、かつ、ID11内服薬で
選択した内服薬を用いている、注射
薬のみ表示（アクティブ）
2つのプルダウンを用意する

なし

ボタン
ボタン
リンク
ラベル
ラベル
プルダウン
ボタン
ボタン
リンク

プルダウン

プルダウン

SC1_ログイン画面へ遷移
SC2_メニュー画面へ遷移

検索ボタンを押すと、検索結果が表
SC11_レジメン登録・編集画面へ遷
該当するSC13_レジメン情報画面へ
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SC13 レジメン情報画面 

 

 

 

  

画面ID SC13 画面名 作成者 鈴木 作成日 2012/6/25 ページNo. 1/n
パターン 画面状態 更新者 山田 最終更新 2013/1/13
画面概要

画面レイアウト（P1）

レジメン情報画面

レジメンの詳細を表示する画面

レイアウト

画面ID SC13 画面名 作成者 鈴木 作成日 2012/6/25 ページNo.
パターン 0 画面状態 更新者 山田 最終更新 2013/1/13
画面概要

入出力仕様（P2）

項目ＩＤ

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14 薬登録時に指定した単位を表示
15 薬登録時に指定した単位を表示
16
17

18

19

20

21
22

備考

レジメン情報画面
0

レジメンの詳細を表示する画面

入力チェック その他の制御論理項目名 論理項目種別

SC2_メニュー画面へ遷移メニュー
ログアウト
メニュー画面
レジメン一覧画面
レジメン情報画面

初期値

商品名
投与方法

レジメン情報画面
レジメン名
診療科名
レジメン適用期間
上限回数

編集

削除

投与日 ラベル
最大投与量 ラベル
最小投与量 ラベル
コメント ラベル

作成者

使用可否

ボタン

ラベル

ラベル

ラベル
ラベル

ボタン

No
一日投与量

ボタン
ボタン
リンク
リンク
ラベル
ラベル
ラベル
ラベル
ラベル
ラベル
ラベル
ラベル

「このレジメンを使用する」または「こ
のレジメンを使用しない」を赤文字表

SC1_ログイン画面へ遷移
SC2_メニュー画面へ遷移
SC12_レジメン一覧画面へ遷移

SC11_レジメン登録・編集画面へ遷
削除ボタン押下時、そのレジメンを使
用している人数を表示。
患者レジメンとして登録されている場
合、消せない。
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SC19 薬一覧画面 

 

 

 

  

画面ID SC19 画面名 作成者 山田 作成日 2012/6/22 ページNo. 1/n
パターン 画面状態 更新者 山田 最終更新 2013/1/13
画面概要

画面レイアウト（P1）

薬一覧画面

登録済みの薬の一覧画面

レイアウト

画面ID SC19 画面名 作成者 山田 作成日 2012/6/22 ページNo.
パターン 0 画面状態 更新者 山田 最終更新 2012/7/12
画面概要

入出力仕様（P2）

項目ＩＤ

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11

12

ログアウトボタン ボタン SC1_ログイン画面へ遷移

備考

薬一覧画面
0

登録済みの薬の一覧画面

入力チェック その他の制御論理項目名 論理項目種別

なし商品名
検索ボタン
メニューボタン
薬を登録するボタン

商品名

初期値

検索方法

分類
メニュー画面
薬一覧画面
薬一覧画面
商品名

から始まる

から始まる：前方一致
を含む：部分一致
で終わる：後方一致
に一致する：全文一致

テキストボックス
ボタン
ボタン
ボタン

リンク
ラベル
リンク
ラベル
ラベル
ラベル

プルダウン

SC2_メニュー画面へ遷移
SC21_薬登録・編集画面へ遷移

SC20_薬情報画面へ遷移
内服薬、注射薬、外用薬
SC2_メニュー画面へ遷移
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SC20 薬情報画面 

 

 

 

  

画面ID SC20 画面名 作成者 山田 作成日 2012/6/24 ページNo. 1/n
パターン 画面状態 更新者 山田 最終更新 2013/1/13
画面概要

画面レイアウト（P1）

薬情報画面

薬の詳細情報を表示する。編集・削除を行う。

レイアウト

画面ID SC20 画面名 作成者 山田 作成日 2012/6/24 ページNo.
パターン 0 画面状態 更新者 山田 最終更新 2013/1/13
画面概要

入出力仕様（P2）

項目ＩＤ

1
2
3

4

5

6

7
8
9

10
11
12
13

内服薬、注射薬、外用薬

SC21_薬登録・編集画面へ遷移
レジメンに組み込まれている薬の場
合、削除できない

SC1_ログイン画面へ遷移
SC2_メニュー画面へ遷移
SC2_メニュー画面へ遷移
SC19_薬一覧画面へ遷移

ラベル
ラベル

ラベル

ボタン

ボタン

ボタン
ボタン
リンク
リンク
ラベル
ラベル

分類

確認事項

編集ボタン

削除ボタン

薬情報画面
薬情報画面

ログアウトボタン
メニューボタン
メニュー画面
薬一覧画面

薬情報画面
0

薬の詳細情報を表示する。編集・削除を行う。

入力チェック その他の制御論理項目名 論理項目種別

選択した薬名商品名

備考初期値

薬情報 ラベル

使用単位 ラベル

選択した薬の分類
選択した薬の確認事
項
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SC21 薬登録・編集画面 

 

 

 

  

画面ID SC21 画面名 作成者 山田 作成日 2012/6/22 ページNo. 1/n
パターン 1 画面状態 更新者 山田 最終更新 2013/1/13
画面概要

画面レイアウト（P1）

薬登録・編集画面

薬の登録を行う

レイアウト

画面ID SC21 画面名 作成者 山田 作成日 2012/6/24 ページNo.
パターン 1 画面状態 更新者 山田 最終更新 2013/1/13
画面概要

入出力仕様（P2）

項目ＩＤ

1

2
3
4
5
6
7
8
9

10
11

備考

なし 必須チェック(*1)

薬登録・編集画面
0

薬の登録を行う

入力チェック その他の制御論理項目名 論理項目種別

必須チェック
(*1)(*2)(*3)

なし 最大文字数：規定なし商品名

分類

登録ボタン

初期値

必須チェック(*1)

ログアウトボタン
メニュー画面
薬一覧画面
薬登録・編集画面
薬登録・編集画面

(*1)必須項目が入力されていない場合、エラーメッセージ「必須項目が入力されていません」を表示
(*2)定められた最大文字数を超えている場合、エラーメッセージ「最大文字数を超えています」を表示

なし
確認事項 テキストボックス なし
使用単位 プルダウン

メニューボタン

テキストボックス

ラジオボックス

ボタン
ボタン
ボタン
リンク
リンク
ラベル
ラベル

内服薬か注射薬か外用薬を選択

SC21_薬登録・編集画面パターン2へ
SC2_メニュー画面へ遷移
SC1_ログイン画面へ遷移
SC2_メニュー画面へ遷移
SC19_薬一覧画面へ遷移

mg,g,μ g,KIU, and more

(*3)登録しようとしている薬と同じ「商品名」「分類」の薬がすでに登録されている場合、エラーメッセージ「既に登録されています」を表示

必須チェック(*2) 最大文字数：規定なし



画面定義書 

61 

 

 

 

 

  

画面ID SC21 画面名 作成者 山田 作成日 2012/6/22 ページNo. 1/n
パターン 2 画面状態 更新者 山田 最終更新 2013/1/13
画面概要

画面レイアウト（P3)

薬登録・編集画面

薬の登録を行う

レイアウト

画面ID SC21 画面名 作成者 山田 作成日 2012/6/24 ページNo.
パターン 1 画面状態 更新者 山田 最終更新 2012/7/12
画面概要

入出力仕様（P4)

項目ＩＤ

1
2
3
4
5
6
7
8
9

薬登録・編集画面
0

薬の登録を行う

論理項目名 論理項目種別 初期値 入力チェック その他の制御 備考

分類 ラベル 内服薬、注射薬、外用薬
商品名 ラベル

決定ボタン ボタン 登録後、SC19_薬一覧画面へ遷移

確認事項 ラベル
使用単位 ラベル

メニューボタン ボタン SC2_メニュー画面
取消しボタン ボタン SC21_薬登録・編集画面パターン1へ

薬登録・編集画面 ラベル
ログアウトボタン ボタン SC1_ログイン画面
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SC22 診療科一覧画面 

 

 

 

  

画面ID SC22 画面名 作成者 児玉 作成日 2012/6/26 ページNo. 1/3
パターン 画面状態 更新者 山田 最終更新 2013/1/13
画面概要

画面レイアウト（P1）

診療科一覧画面

登録されている診療科の一覧を表示する。

レイアウト

画面ID SC22 画面名 作成者 児玉 作成日 2012/6/26 ページNo. 2/3
パターン 0 画面状態 更新者 山田 最終更新 2012/7/3
画面概要

入出力仕様（P2）

項目ＩＤ

1

2
3
4
5
6

DBにある全診療科

備考

診療科一覧画面
0

登録されている診療科の一覧を表示する。

入力チェック その他の制御論理項目名 論理項目種別

SC23 パターン1に遷移診療科登録・変更

診療科を削除するボタ
診療科名
メニューボタン
ログアウトボタン

初期値

メニュー画面

ボタン

ボタン
ラベル
ボタン
ボタン
リンク

診療科ID昇順
SC2_メニュー画面
SC1_ログイン画面
SC2_メニュー画面
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画面ID SC22 画面名 作成者 山田 作成日 2013/1/13 ページNo. 1/3
パターン 画面状態 更新者 山田 最終更新 2013/1/13
画面概要

画面レイアウト（P3）

診療科一覧画面

登録されている診療科の一覧を表示する。

レイアウト

画面ID SC22 画面名 作成者 山田 作成日 2013/1/13 ページNo. 2/3
パターン 0 画面状態 更新者 山田 最終更新 2013/1/13
画面概要

入出力仕様（P4）

項目ＩＤ

1
2
3
4
5
6
7

診療科削除画面 ラベル SC23 パターン1に遷移

診療科一覧画面
0

登録されている診療科の一覧を表示する。

論理項目名 論理項目種別 初期値 入力チェック その他の制御 備考

診療科名 ラベル DBにある全診療科 診療科ID昇順
診療科 ラベル

ログアウトボタン ボタン SC1_ログイン画面
メニューボタン ボタン SC2_メニュー画面

削除 ボタン 診療科を削除する
メニュー画面 リンク SC2_メニュー画面
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SC23 診療科登録・編集画面 

 

 

 

  

画面ID SC23 画面名 作成者 児玉 作成日 2012/6/24 ページNo. 1/5
パターン 1 画面状態 更新者 山田 最終更新 2013/1/13
画面概要

画面レイアウト（P1）

診療科登録・編集画面
診療科名入力時

診療科名を変更するために新しい診療科の名称を入力する画面

レイアウト

画面ID SC23 画面名 作成者 児玉 作成日 2012/6/24 ページNo. 2/5
パターン 1 画面状態 更新者 山田 最終更新 2013/1/13
画面概要

入出力仕様（P2）

項目ＩＤ

1

2

3

4

5
6
7
8
9

10
11

(*1)必須項目が入力されていない場合、エラーメッセージ「必須項目が入力されていません」を表示
(*2)定められた最大文字数を超えている場合、エラーメッセージ「最大文字数を超えています」を表示

ID1か2がチェックされていることを
チェック

SC23_診療科登録・編集画面パター
SC2_メニュー画面
SC1_ログイン画面
SC2_メニュー画面
SC22_診療科一覧画面へ遷移

(*3)登録しようとしているレジメンがすでに登録されている場合、エラーメッセージ「既に登録されています」を表示

診療科を変更する

変更する診療科

新しい診療科名

診療科を登録するボタ
メニューボタン
ログアウトボタン

ラジオボタン

ラジオボタン

プルダウン

テキストボックス

ボタン
ボタン
ボタン
リンク
リンク
ラベル

必須チェック(*1)

診療科名の変更時選
択必須(*1)
必須チェック
(*1)(*2)(*3)

同名チェック（※３）

診療科名の変更

なし

なし

なし
なし

診療科登録・編集画面
診療科名入力時

診療科名を変更するために新しい診療科の名称を入力する画面

入力チェック その他の制御論理項目名 論理項目種別

必須チェック(*1)新規診療科の登録
ID1か2がチェックされていることを
チェック

新しく診療科を登録す
る

備考初期値

メニュー画面
診療科一覧画面
診療科登録・編集画
診療科登録・編集画 ラベル
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画面ID SC23 画面名 作成者 児玉 作成日 2012/6/24 ページNo. 3/5
パターン 2 画面状態 更新者 山田 最終更新 2013/1/13
画面概要

画面レイアウト（P3）

診療科登録・編集画面
登録する内容の確認

新規登録または変更時に、登録する内容を確認する。

レイアウト

画面ID SC23 画面名 作成者 児玉 作成日 2012/6/24 ページNo. 4/5
パターン 2 画面状態 更新者 山田 最終更新 2013/1/13
画面概要

入出力仕様（P4）

項目ＩＤ

1
2
3
4
5
6
7 ログアウトボタン ボタン SC1_ログイン画面

メニューボタン ボタン SC2_メニュー画面
取消しボタン ボタン SC23_診療科登録・編集画面 パター
決定ボタン ボタン 登録完了後、SC22_診療科一覧画面
新診療科名 ラベル
旧診療科名 ラベル
タイトル ラベル 診療科登録確認画面or診療科編集

診療科登録・編集画面
登録する内容の確認

新規登録または変更時に、登録する内容を確認する。

論理項目名 論理項目種別 初期値 入力チェック その他の制御 備考
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B)抗がん剤注射薬の薬歴管理への対応フェーズ 

SC2 メニュー画面 

 

 

 

  

画面ID SC02 画面名 作成者 児玉 作成日 2012/7/30 ページNo. 1/n
パターン 画面状態 更新者 山田 最終更新 2013/1/13
画面概要

画面レイアウト（P1）

メニュー画面

レイアウト

画面ID SC02 画面名 作成者 山田 作成日 2012/8/4 ページNo.
パターン 0 画面状態 更新者 山田 最終更新 2013/1/13
画面概要

入出力仕様（P2）

項目ＩＤ

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24

ボタン
管理者のみ表示
管理者のみ表示

SC19_薬一覧画面へ遷移
SC22_診療科一覧画面へ遷移

備考

メニュー画面
0

0

入力チェック その他の制御論理項目名 論理項目種別

メニュー画面
薬歴登録
日報
その他
管理者用

初期値

編集履歴
ユーザ一覧

患者検索
患者新規登録
入院
外来
パスワード変更 SC18_パスワード変更画面へ遷移

SC14_編集履歴画面へ遷移
SC17_ユーザ一覧画面へ遷移

データの復旧処理
接続された外付け

レジメン登録・編集
薬登録・編集
診療科登録・編集
データのバックアップ処理ボタン 管理者のみ表示

ボタン 管理者のみ表示 SC12_レジメン一覧画面へ遷移

ボタン

ファイルシステム
外付けHDDの容量

ラベル
ラベル
ラベル
ラベル
ラベル

ボタン

使用中
残り容量
使用率
マウント位置

ラベル
ラベル
ラベル
ラベル
ラベル
ボタン
ボタン
ボタン
ボタン
ボタン
ボタン
ボタン

ラベル
ラベル

管理者のみ表示

管理者のみ表示

外付けHDDの全体容量
外付けHDDの使用量
外付けHDDの残り容量
外付けHDDの使用率

SC3_患者検索画面へ遷移
SC4_患者個人情報登録画面へ遷移
SC31_日報作成画面(入院)へ遷移
SC29_日報作成画面(外来)へ遷移

管理者のみ表示
管理者のみ表示
管理者のみ表示

接続されている外付けHDDの数を表管理者のみ表示
管理者のみ表示
管理者のみ表示
管理者のみ表示
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SC5 患者情報画面 

 

  

画面ID SC5 画面名 作成者 児玉 作成日 2012/7/27 ページNo. 1/5
パターン 1 画面状態 更新者 山田 最終更新 2013/1/13
画面概要

画面レイアウト（P1）

備考

患者情報画面
未展開

患者個人情報、レジメン情報、薬歴カレンダーを表示する画面

レイアウト
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画面ID SC5 画面名 作成者 山田 作成日 2012/8/4 ページNo.
パターン 1 画面状態 更新者 山田 最終更新 2013/1/13
画面概要

入出力仕様（P2）

項目ＩＤ

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
12
13
14
15
16
17
18
19

20

21

22
23
24
25
25
26
27

患者レジメンに内服薬
がない場合、ボタンが
無効になる

患者レジメンに注射薬
がない場合、ボタンが
無効になる

SC8_患者薬歴登録画面(内服)へ遷
移

SC10_患者コメント一覧画面へ遷移

SC26_患者薬歴登録画面(注射)へ遷
移

SC7_患者レジメン登録画面へ遷移
SC6_患者薬歴カレンダー画面へ遷
SC4_患者個人情報登録画面へ遷移

ボタン
ボタン
ラベル
リンク
ラベル
ラベル
ラベル
ラベル
ラベル
ラベル
ラベル

ラベル

カレンダー

レジメン新規登録
カレンダー印刷
患者情報編集

コメント一覧
薬歴一覧

ボタン

ボタン
ボタン

内服

注射

ラベル

ボタン

ボタン

ボタン
ボタン

ラベル操作
薬歴登録

診療科名
名称
レジメン適用期間
上限回数

ラベル
ラベル
ラベル
ラベル

ログアウト
患者情報画面
メニュー
患者情報画面

初期値

SC28_薬歴一覧画面へ遷移

体表面積

レジメン情報

患者情報
患者ID
氏名
性別
年齢

患者情報画面
未展開

患者個人情報、レジメン情報、薬歴カレンダーを表示する画面

入力チェック その他の制御論理項目名 論理項目種別

SC2_メニュー場面へ遷移メニュー

備考

SC1_ログイン画面へ遷移

SC2_メニュー場面へ遷移

展開 ボタン 畳まれている患者情報を表示する

患者削除 ボタン 管理者のみ表示 患者削除確認がダイアログで表示

展開 ボタン 畳まれているレジメン情報を表示す



画面定義書 

69 

 

 

  

画面ID SC5 画面名 作成者 児玉 作成日 2012/7/27 ページNo. 1/5
パターン 1 画面状態 更新者 山田 最終更新 2013/1/13
画面概要

画面レイアウト（P3）

備考

患者情報画面
患者情報・レジメン情報展開

患者個人情報、レジメン情報、薬歴カレンダーを表示する画面

レイアウト
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画面ID SC5 画面名 作成者 山田 作成日 2012/8/4 ページNo.
パターン 1 画面状態 更新者 山田 最終更新 2013/1/13
画面概要

入出力仕様（P4）

項目ＩＤ

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29

30

31
32
33
34
35

36

37

38
39
40
41
42
43
44

45

患者情報画面
患者情報・レジメン情報展開

患者個人情報、レジメン情報、薬歴カレンダーを表示する画面

論理項目名 論理項目種別 初期値 入力チェック その他の制御 備考

ログアウト ボタン SC1_ログイン画面へ遷移
メニュー ボタン SC2_メニュー場面へ遷移

メニュー リンク SC2_メニュー場面へ遷移
患者情報画面 ラベル

患者情報 ラベル
患者情報画面 ラベル

氏名 ラベル
患者ID ラベル

年齢 ラベル
性別 ラベル

名(カナ) ラベル
ラベル
ラベル

生年月日
身長

姓(カナ) ラベル

閉じる ボタン 展開されている患者情報を非表示に

ラベル

備考 ラベル 字数制限：200
身長体重変更日 ラベル

ラベル

体重
体表面積

診療科名 ラベル
レジメン情報 ラベル

レジメン適用期間 ラベル
名称 ラベル

閉じる ボタン 展開されているレジメン情報を非表
上限回数 ラベル

商品名 ラベル
抗がん剤一覧表 ラベル

投与法 ラベル
一日投与量 ラベル

最大投与量 ラベル

投与日 ラベル
先頭にdayを付ける。連続の場合「-」
で、不連続の場合「,」で表す。
表記例：day1-14,22-28

操作 ラベル

最小投与量 ラベル
コメント ラベル

内服 ボタン
患者レジメンに内服薬
がない場合、ボタンが
無効になる

SC8_患者薬歴登録画面(内服)へ遷
移

薬歴登録 ラベル

レジメン新規登録 ボタン SC7_患者レジメン登録画面へ遷移

注射 ボタン
患者レジメンに注射薬
がない場合、ボタンが
無効になる

SC26_患者薬歴登録画面(注射)へ遷
移

患者情報編集 ボタン SC4_患者個人情報登録画面へ遷移
カレンダー印刷 ボタン SC6_患者薬歴カレンダー画面へ遷

薬歴一覧 ボタン SC28_薬歴一覧画面へ遷移
コメント一覧 ボタン SC10_患者コメント一覧画面へ遷移

カレンダー

薬コメント ラベル
レジメン登録時に登録
した薬に対するコメン
トを表示
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SC6 薬歴カレンダー画面 

 

  

画面ID SC6 画面名 作成者 児玉 作成日 2012/10/31 ページNo. 1/n
パターン 画面状態 更新者 山田 最終更新 2013/1/13
画面概要

画面レイアウト（P1）

薬歴カレンダー画面

レイアウト
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画面ID 画面名 作成者 児玉 作成日 2012/10/31 ページNo.
パターン 画面状態 更新者 最終更新
画面概要

入出力仕様（P2）

項目ＩＤ 色 制御

1
SC08,SC26でのみ、ク
リックした場合に日付
を投与日の欄へ入力

2 山吹色

3
文字：白
ラベル：緑

カーソルを合わせる
と薬歴に登録された
コメントを表示

4
文字：黒
ラベル：緑
（白抜き）

5
文字：白
ラベル：橙

カーソルを合わせると
登録する薬歴のコメン
トを表示

6
文字：白
ラベル：紺

カーソルを合わせると
薬歴に登録されたコメ
ントを表示

7
文字：黒
ラベル：紺
（白抜き）

8
文字：白
ラベル：橙

9
文字：白
ラベル：
赤

10
クリックすると、カレン
ダーが次の月の物へ
切り替わる

11
クリックすると、カレン
ダーが前の月の物へ
切り替わる

12
クリックすると、カレン
ダーが操作日現在の
月へ切り替わる

13
14
15
16

17 青

18 印刷
19 ページが閉じる

印刷 リンク 画面の右上
閉じる リンク 画面の右上

カレンダーの上

印刷日 ラベル
患者情報とカレン
ダーの間

氏名 ラベル カレンダーの上
最新レジメン ラベル カレンダーの上

ボタン

ボタン

前の月へ

今月へ

患者ＩＤ ラベル カレンダーの上

最新レジメンコメント ラベル

・内服薬の薬歴が連結投与となって
いる場合、全ての日数を合計してラ
ベルを表示する
・複数の内服薬があった場合は、薬
毎に別にラベルを表示する

コメントはなし

コメントはなし

内服薬ラベル

内服予定日ラベル

注射薬ラベル

注射予定日ラベル

"製品名"
複数の週にまたが
る
場合は、全ての週
の
ラベルに表記。

入力中注射薬ラベル

"商品名" 半角英
数・半角カタカナ　文
字数がXを超えた場
合は2行になる

"商品名" 半角英
数・半角カタカナ　文
字数がXを超えた場
合は2行になる

SC27のカレンダーで
のみ

あるレジメンの初回
薬歴（※１、※２）に
対し、その直前に薬
歴がある場合

"商品名" 半角英数・
半角カタカナ

"休薬(XX日間)"
複数の州にまたが
る場合は、全ての週
のラベルに表記

カレンダーラベル

カレンダーラベル

表示条件

薬歴カレンダー

表示内容・表記論理項目名 論理項目種別

背景色をつける常時今日 日付

表示箇所

システムを操作してい
る当日

日付 日付
前の月、次の月の日付は、月のカレ
ンダーに表示しない。

備考

ページで表示している
患者に、内服薬を用
いた薬歴が１つ以上
ある時

あるレジメンの初回薬
歴（※１、※２）が存在
し、そのレジメンの定
義において、内服薬
の投与日が指定され
ており、かつ、１日以
上が項目ID3のラベル
によって埋められてい
ない場合

ページで表示している
患者に、注射薬を用
いた薬歴が1つ以上あ
る時

あるレジメンの初回薬
歴（※１、※２）が存在
し、そのレジメンの定
義において、注射薬
の投与日が指定され
ており、かつ、１日以
上が項目ID6のラベル
によって埋められてい
ない場合

"製品名(XX日間)"
複数の週にまたがる
場合は、全ての週の
ラベルに表記。XXは、
このラベルのかかる
日数

"製品名(XX日間)"
複数の週にまたがる
場合は、全ての週の
ラベルに表記。XXは、
このラベルのかかる
日数

複数の注射薬があった場合は、薬毎
に別にラベルを表示する

カレンダー上部、X月
の右側

カレンダー上部、X月
の左側

カレンダー上部、X
月と次の月への
間？

SC09のカレンダーで
のみ

入力中内服薬ラベル

投与日を起点として、
投与期間の日数分

レジメン予定期間（※
１～※３）のうち、レジ
メン定義上で内服薬
の投与日が指定され
ており、かつ項目ID3
のラベルがついてい
ない日

SC08にて入力された
投与日を起点とし、投
与期間の日数分

薬歴で指定されてい
る投与日

レジメン予定期間（※
１～※３）のうち、レジ
メン定義上で注射薬
の投与日が指定され
ており、かつ項目ID6
のラベルがついてい
ない日

SC26で入力された投
与日

あるレジメンの初回
薬歴（※１，※２）の
投与開始日と、直前
の薬歴の最終投与
日（内服・注射は問
わない）の間の日数

カレンダーラベル

カレンダーラベル

カレンダーラベル

カレンダーラベル

ボタン

カレンダーラベル

休薬ラベル

次の月へ
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画面ID 画面名 作成者 鈴木 作成日 2012/11/7 ページNo. 1/n
パターン 画面状態 更新者 最終更新
画面概要

画面レイアウト（P3）

薬歴（内服）登録確認画面

レイアウト
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画面ID 画面名 作成者 児玉 作成日 2012/10/31 ページNo.
パターン 画面状態 更新者 最終更新
画面概要

入出力仕様（P4）

項目ＩＤ 色 制御

1
SC08,SC26でのみ、ク
リックした場合に日付
を投与日の欄へ入力

2 山吹色

3
文字：白
ラベル：緑

カーソルを合わせる
と薬歴に登録された
コメントを表示

4
文字：黒
ラベル：緑
（白抜き）

5
文字：白
ラベル：橙

カーソルを合わせると
登録する薬歴のコメン
トを表示

6
文字：白
ラベル：紺

カーソルを合わせると
薬歴に登録されたコメ
ントを表示

7
文字：黒
ラベル：紺
（白抜き）

8
文字：白
ラベル：橙

9
文字：白
ラベル：
赤

10
クリックすると、カレン
ダーが次の月の物へ
切り替わる

11
クリックすると、カレン
ダーが前の月の物へ
切り替わる

12
クリックすると、カレン
ダーが操作日現在の
月へ切り替わる

薬歴カレンダー

論理項目名 論理項目種別 表示条件 表示箇所 表示内容・表記 備考

今日 日付 常時
システムを操作してい
る当日

背景色をつける

日付 日付
前の月、次の月の日付は、月のカレ
ンダーに表示しない。

内服予定日ラベル カレンダーラベル

あるレジメンの初回薬
歴（※１、※２）が存在
し、そのレジメンの定
義において、内服薬
の投与日が指定され
ており、かつ、１日以
上が項目ID3のラベル
によって埋められてい
ない場合

レジメン予定期間（※
１～※３）のうち、レジ
メン定義上で内服薬
の投与日が指定され
ており、かつ項目ID3
のラベルがついてい
ない日

"製品名"
複数の週にまたが
る
場合は、全ての週
の
ラベルに表記。

コメントはなし

内服薬ラベル カレンダーラベル

ページで表示している
患者に、内服薬を用
いた薬歴が１つ以上
ある時

投与日を起点として、
投与期間の日数分

"製品名(XX日間)"
複数の週にまたがる
場合は、全ての週の
ラベルに表記。XXは、
このラベルのかかる
日数

・内服薬の薬歴が連結投与となって
いる場合、全ての日数を合計してラ
ベルを表示する
・複数の内服薬があった場合は、薬
毎に別にラベルを表示する

注射薬ラベル カレンダーラベル

ページで表示している
患者に、注射薬を用
いた薬歴が1つ以上あ
る時

薬歴で指定されてい
る投与日

"商品名" 半角英
数・半角カタカナ　文
字数がXを超えた場
合は2行になる

入力中内服薬ラベル カレンダーラベル
SC09のカレンダーで
のみ

SC08にて入力された
投与日を起点とし、投
与期間の日数分

"製品名(XX日間)"
複数の週にまたがる
場合は、全ての週の
ラベルに表記。XXは、
このラベルのかかる
日数

複数の注射薬があった場合は、薬毎
に別にラベルを表示する

入力中注射薬ラベル カレンダーラベル
SC27のカレンダーで
のみ

SC26で入力された投
与日

"商品名" 半角英数・
半角カタカナ

注射予定日ラベル カレンダーラベル

あるレジメンの初回薬
歴（※１、※２）が存在
し、そのレジメンの定
義において、注射薬
の投与日が指定され
ており、かつ、１日以
上が項目ID6のラベル
によって埋められてい
ない場合

レジメン予定期間（※
１～※３）のうち、レジ
メン定義上で注射薬
の投与日が指定され
ており、かつ項目ID6
のラベルがついてい
ない日

"商品名" 半角英
数・半角カタカナ　文
字数がXを超えた場
合は2行になる

コメントはなし

次の月へ ボタン
カレンダー上部、X月
の右側

休薬ラベル カレンダーラベル

あるレジメンの初回
薬歴（※１、※２）に
対し、その直前に薬
歴がある場合

あるレジメンの初回
薬歴（※１，※２）の
投与開始日と、直前
の薬歴の最終投与
日（内服・注射は問
わない）の間の日数

"休薬(XX日間)"
複数の州にまたが
る場合は、全ての週
のラベルに表記

今月へ ボタン
カレンダー上部、X
月と次の月への
間？

前の月へ ボタン
カレンダー上部、X月
の左側
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SC7 患者レジメン登録画面 

 

 

  

画面ID SC07 画面名 作成者 山田 作成日 2012/8/8 ページNo. 1/n
パターン 画面状態 更新者 山田 最終更新 2013/1/13
画面概要

画面レイアウト（P1）

患者レジメン登録画面

患者レジメンを登録する画面

レイアウト

画面ID SC07 画面名 作成者 山田 作成日 2012/8/9 ページNo.
パターン 0 画面状態 更新者 山田 最終更新 2013/1/13
画面概要

入出力仕様（P2）

項目ＩＤ

1
2
3
4
5
6
7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

必須チェック(*1)

ID7の診療科選択後、
診療科で用いられて
いる注射薬が選択可

廃止

ID7～13の条件に沿うレジメンを検索

検索結果を表示

なし

備考

患者レジメン登録画面
0

患者レジメンを登録する画面

入力チェック その他の制御論理項目名 論理項目種別

SC2_メニュー場面へ遷移メニュー
ログアウト
患者レジメン登録画
メニュー
患者情報画面

初期値

注射薬(テキスト)2

注射薬(プルダウン)1

患者レジメン登録画
診療科

内服薬(テキスト)

内服薬(プルダウン)

注射薬(テキスト)1 なし

なし

なし

廃止

廃止

なし

なし

レジメンを登録

注射薬(プルダウン)2 プルダウン

表示する ボタン
検索結果
レジメン名 ラジオボタン

なし

なし

ボタン

ボタン
ボタン
ラベル
リンク
リンク
ラベル
プルダウン

テキストボックス

プルダウン

テキストボックス

テキストボックス

プルダウン

半角カタカナを全角カ
タカナに修正。
全角英数を半角英数
に修正。
ID7の診療科選択後、
診療科で用いられて
いる内服薬が選択可
半角カタカナを全角カ
タカナに修正。
全角英数を半角英数
に修正。
半角カタカナを全角カ
タカナに修正。
全角英数を半角英数
に修正。
ID7の診療科選択後、
診療科で用いられて
いる注射薬が選択可

必須チェック(*1)

SC1_ログイン画面へ遷移

SC2_メニュー場面へ遷移
SC5_患者情報画面へ遷移

廃止

(*1)必須項目が入力されていない場合、エラーメッセージ「必須項目が入力されていません」を表示

患者レジメンを登録後、SC5_患者情
報画面へ遷移
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SC8 患者薬歴登録画面（内服） 

 

  

画面ID SC08 画面名 作成者 児玉 作成日 2012/7/30 ページNo. 1/n
パターン 画面状態 更新者 山田 最終更新 2013/1/13
画面概要

画面レイアウト（P1）

備考

患者薬歴登録画面（内服）

内服薬の薬歴を登録する画面。

レイアウト

薬に確認事項が登録されている場合、確認事項がポップアップとして表示される。チェックボックスにチェックを入れてOKを押した場合、この画面に遷移する。
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画面ID SC08 画面名 作成者 山田 作成日 2012/8/4 ページNo.
パターン 0 画面状態 更新者 山田 最終更新 2013/1/13
画面概要

入出力仕様（P2）

項目ＩＤ

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
30
12

13

14
15
16
17
18

19

20

21

22

23

24

25

26
27
28

29

畳まれている情報を表示する

ボタン

ボタン

ラベル

新規登録時：最新レ
ジメンの内容
編集時：編集する薬
歴の患者レジメン

ラベル

ラベル

ラベル
リンク
リンク

ラベル
ラベル
ラベル
ラベル

半角数字　XXXXXX.XX
薬登録時に指定した単位を表示

SC1_ログイン画面へ遷移

SC2_メニュー場面へ遷移
SC5_患者情報画面へ遷移

診療科名
名称

ログアウト
患者薬歴登録画面
メニュー
患者情報画面

展開

レジメン情報

患者情報
患者ID
氏名
性別
年齢

カレンダー上の日付を
クリックすることで入

チェックを入れた場合、この薬歴が
Day1～扱いとなる

(*1)必須項目が入力されていない場合、エラーメッセージ「必須項目が入力されていません」を表示
(*2)定められた最大桁数を超えている場合、エラーメッセージ「最大桁数を超えています」を表示
(*3)定められた表記と異なる表記がされていた場合、エラーメッセージ「不正な表記で入力されています」を表示

チェックボックス

SC09_薬歴登録確認画面(内服)へ遷

ID7～18はSC5のものと同じ

畳まれている情報を表示する

この画面で薬歴を登録する内服薬名

前回の薬歴と今回の薬歴の日数を
連結させる場合チェックする

半角数字　　最大桁数：XXXX

入院、外来(院内)、外来(院外)の3つ

表記例：XXXX/XX/XX

必須チェック(*5)(*6)

(*4)指定した投与日に、同じ患者レジメンかつ同じ薬の薬歴がある場合、「同日に同じ薬の薬歴があるため、登録できません」と表示

(*5)ID34にチェックが付いておらず、かつID21で指定した投与日より前に同じ患者レジメンの薬歴がない場合、以下のエラーメッセージを表示
「入力された投与日以前に同じレジメンで登録された薬歴がないため、薬歴を登録できません。次のどちらかを行って下さい。
A.この薬歴がレジメンで指定された期間の初日に当たる場合→「次の適用期間を始める」にチェックを入れ、登録して下さい。
B.この薬歴がレジメンで指定された期間の初日に当たらない場合→この薬歴より前に「次の適用期間を始める」にチェックを入れた薬歴を登録してくださ

(*6)薬歴が連結できない場合、以下のエラーメッセージを表示
ID23とID29に両方チェックがついている場合→「次の適用期間を始める」にチェックがあるため、薬歴を連結できません。
連結する薬歴同士の間の日数が7日以上の場合→連結する薬歴の間の期間が7日以上のため、薬歴を連結できません。

処方日数

実投与量

コメント
確認画面へ
カレンダー

次の適用期間を始め
る

展開 ボタン

薬歴登録(内服)

患者薬歴登録画面

商品名

処方区分

ラベル

ラベル

ラジオボタン

レジメン適用期間
上限回数

ラベル
ラベル
ラベル
ラベル

体表面積 ラベル

チェックボックス連結投与

なし

なし

なし

なし

なし

入院にチェックがつい
ている状態

なしテキストボックス投与開始日 必須チェック(*1)

テキストボックス

テキストボックス

テキストボックス
ボタン

初期値

必須チェック
(*1)(*2)(*3)

必須チェック
(*1)(*2)(*3)

必須チェック(*6)

患者薬歴登録画面（内服）
0

内服薬の薬歴を登録する画面。

入力チェック その他の制御論理項目名 論理項目種別

ボタン SC2_メニュー場面へ遷移メニュー

備考
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画面ID SC8 画面名 作成者 児玉 作成日 2012/10/22 ページNo.
パターン 画面状態 更新者 最終更新
画面概要

画面レイアウト（P1）

抗がん剤選択画面（内服）

レイアウト

抗がん剤選択画面

画面ID SC33 画面名 作成者 児玉 作成日 2012/10/23 ページNo.
パターン 0 画面状態 更新者 最終更新
画面概要

入出力仕様（P2）

項目ＩＤ

1

2

3
4
5
6

7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18

畳まれている情報を表示する

商品名

患者情報画面へ戻る
メニュー
ログアウト

新規登録時：最新レ

患者ID
氏名

患者個人情報

レジメン情報

性別

ラジオボタン

ボタン
ボタン
ボタン
ラベル

ラベル
ラベル

ID7～18はSC5のものと同じ

SC5_患者情報画面へ遷移
SC2_メニュー場面へ遷移
SC1_ログイン画面へ遷移

畳まれている情報を表示する

ラベル
ラベル
ラベル
ボタン

診療科名 ラベル

ラベル
ボタン

上限回数
展開

名称
レジメン適用期間

ラベル

抗がん剤選択画面（内服）
0

0

入力チェック その他の制御論理項目名 論理項目種別

なし薬歴登録画面 ラベル

備考

年齢
体表面積
展開

ラベル
ラベル

患者レジメンに登録さ
れている内服薬全て

SC08へ遷移

初期値
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SC9 薬歴登録確認画面（内服） 

 

  

画面ID SC09 画面名 作成者 山田 作成日 2012/8/8 ページNo. 1/n
パターン 画面状態 更新者 山田 最終更新 2013/1/13
画面概要

画面レイアウト（P1）

薬歴登録確認画面(内服)

レイアウト
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画面ID SC09 画面名 作成者 山田 作成日 2012/8/9 ページNo.
パターン 0 画面状態 更新者 山田 最終更新 2013/1/13
画面概要

入出力仕様（P2）

項目ＩＤ

1
2

3

4
5
6
7
8

9
10
11
12
32
13
14
15
16
17
18
19

20

21

22

23
24
25
26
27
28
33 ラベル
29
30

31

警告１
警告２
警告３
警告４
警告５

※１：休薬日数　前回のレジメンのレジメン定義における、各薬の最終投与日から、この画面で登録する投与開始日までの間の日数

SC08の「レジメン適用期間を始める」にチェックがあり、前のレジメンの休薬日数（※１）が規定日数を下回る場合、
「休薬日数が不足しています」と表示。

休薬日数不足
繰り返し上限回数超 レジメンの周期（実施クール数）が、レジメン上限回数を上回っていた場合、「レジメンを繰り返す回数の上限を超えています」と表
規定日違反
最大投与量超 実投与量が、レジメンに登録された最大投与量を上回っている場合、「最大投与量を超えています」と表示。

投与開始日、処方日数が、レジメン規定の投与日から１日でも外れている場合、「投与日がレジメンの規定日と違っています」と表

最小投与量未満
種類 内容

実投与量が、レジメンに登録された最低投与量を下回っている場合、「最低投与量を下回っています」と表示。

警告内容

カレンダー
入力した投与日、投与期間がラベル
となってカレンダー上に表示される

入力し直す ボタン SC_08_患者薬歴登録画面(内服)へ
薬歴を登録する ボタン SC05_患者情報画面へ遷移

コメント ラベル
次の適用期間を始め

実投与量 ラベル 半角数字　　最大文字数：
処方日数 ラベル 半角数字　　最大文字数：XXXX
連結投与 ラベル 前回の薬歴と今回の薬歴を連結させ
投与開始日 ラベル XXXX/XX/XX
処方区分 ラベル 入院、外来(院内)、外来(院外)の3つ

商品名 ラベル
登録しようとしている
内服薬名

警告 ラベル なし
薬歴の内容に蛍光に
該当するものがあった
場合、表示する

※警告内容を下に示す

薬歴登録(内服) ラベル

展開 ボタン 畳まれている情報を表示する
上限回数 ラベル
レジメン適用期間 ラベル
名称 ラベル
診療科名 ラベル
レジメン情報 ラベル
展開 ボタン 畳まれている情報を表示する

年齢 ラベル
体表面積 ラベル

性別 ラベル
氏名 ラベル
患者ID ラベル

患者情報 ラベル ID8～19はSC5と同一
薬歴登録確認画面 ラベル
患者薬歴登録画面 リンク SC8_患者薬歴登録画面(内服)へ遷
患者情報画面 リンク SC5_患者情報画面へ遷移
メニュー リンク SC2_メニュー場面へ遷移

薬歴登録確認画面
(内服)

ラベル

ログアウト ボタン SC1_ログイン画面へ遷移
メニュー ボタン SC2_メニュー場面へ遷移

薬歴登録確認画面(内服)
0

0

論理項目名 論理項目種別 初期値 入力チェック その他の制御 備考
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SC10 患者コメント一覧画面 

 

 

 

  

画面ID SC10 画面名 作成者 岩城 作成日 2011/11/1 ページNo. 1/8
パターン 画面状態 更新者 山田弘樹 最終更新 2013/1/13
画面概要

画面レイアウト（P1）

患者コメント一覧画面

患者薬歴情報に対するコメントを表示する画面。ポップアップ。

レイアウト

画面ID SC10 画面名 作成者 岩城 作成日 2011/11/1 ページNo. 2/8
パターン 画面状態 更新者 山田弘樹 最終更新 2013/1/13
画面概要

入出力仕様（P2）

項目ＩＤ

1 患者ID ラベル
2 氏名 ラベル
3 コメント登録日 ラベル
4 レジメン名 ラベル
5 更新者 ラベル
6 商品名 ラベル
7 コメント ラベル
8 閉じる ボタン

9 前ページ ボタン

10 次ページ ボタン

11 閉じる ボタン

患者コメント一覧画面

患者薬歴情報に対するコメントを表示する画面。ポップアップ。

入力チェック その他の制御論理項目名 論理項目種別

一つ後の患者コメント一覧画面に進
む。上部と下部に２つ表示

初期値 備考

1回当たりの最大文字数100文字

一つ前の患者コメント一覧画面に戻
る。上部と下部に２つ表示

遷移前SC5の患者IDを表示
遷移前SC5の患者氏名を表示
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SC14 編集履歴画面 

 

 

 

  

画面ID SC14 画面名 作成者 山田 作成日 2011/11/1 ページNo. 1/n
パターン 画面状態 更新者 山田 最終更新 2013/1/14
画面概要

画面レイアウト（P1）

編集履歴画面

レイアウト

画面ID SC14 画面名 作成者 山田 作成日 2011/11/1 ページNo.
パターン 0 画面状態 更新者 山田 最終更新 2013/1/14
画面概要

入出力仕様（P2）

項目ＩＤ

SC1_ログイン画面へ遷移

薬歴新規登録、薬歴編集登録、薬
歴・患者レジメン削除

ボタン
ボタン
ラベル

ラベル

ラベル
ラベル
ラベル
氏名
ラベル
リンク
リンク

ログアウト
編集履歴画面

区分

編集日

初期値

次へ

編集者
患者ID
患者氏名
詳細内容
前へ

編集履歴画面
0

0

入力チェック その他の制御論理項目名 論理項目種別

SC2_メニュー場面へ遷移メニュー

備考
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SC15 削除理由記入画面 

 

 

 

  

画面ID SC15 画面名 作成者 児玉剛幸 作成日 2011/11/1 ページNo. 1/8
パターン 画面状態 更新者 山田弘樹 最終更新 2011/11/14
画面概要

画面レイアウト（P1）

変更理由記入画面
ポップアップ

レイアウト

画面ID SC15 画面名 作成者 児玉剛幸 作成日 2011/11/1 ページNo. 2/8
パターン 画面状態 更新者 山田弘樹 最終更新 2011/11/14
画面概要

入出力仕様（P2）

項目ＩＤ

1 削除対象薬歴 ラベル

2 削除理由記入欄 テキストボックス 必須チェック(※1)
3 エラーメッセージ

4 登録（削除）ボタン ボタン

5 戻るボタン ボタン SC5_患者情報画面へ遷移
6 メニュー画面ボタン ボタン SC2_メニュー画面へ遷移
7 ログアウトボタン ボタン SC1_ログイン画面へ遷移
8 開始日 ラベル
9 終了日 ラベル

10 処方日数 ラベル
11 実投与量 ラベル
12 更新者 ラベル
13 更新日 ラベル
14 コメント ラベル
15 院外処方 ラベル

(※1)入力がない場合、エラーメッセージ「削除理由欄の記入がありません。削除理由を記入してください」を表示

薬歴を削除し、SC5_患者情報画面へ
遷移

初期値 備考

変更理由記入画面
ポップアップ

入力チェック その他の制御論理項目名 論理項目種別

SC5_患者情報画面で削除したい薬
歴情報をそのまま持ってくる
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SC26 患者薬歴登録画面（注射） 

 

  

画面ID SC26 画面名 作成者 児玉 作成日 2012/7/27 ページNo. 1/3
パターン 画面状態 更新者 山田 最終更新 2013/1/13
画面概要

画面レイアウト（P1）

備考

患者薬歴登録画面（注射）

レイアウト

薬に確認事項が登録されている場合、確認事項がポップアップとして表示される。チェックボックスにチェックを入れてOKを押したら登録できる。

病棟
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画面ID SC26 画面名 作成者 山田 作成日 2012/8/4 ページNo.
パターン 0 画面状態 更新者 山田 最終更新 2013/1/13
画面概要

入出力仕様（P2）

項目ＩＤ

1
2
3
4
5
6
7

8
9

10
11
35
12

13

14
15
16
17
18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30
31
32

33

34

必須チェック(*1)(*4)
カレンダー上の日付を
クリックして入力

ID22で入院を選んだ
場合入力可能になる
ID22で入院を選んだ
場合入力可能になる

(*4)指定した投与日に、同じ患者レジメンかつ同じ薬の薬歴がある場合、「同日に同じ薬の薬歴があるため、登録できません」と表示

指示待ち

その他の調製本数

チェックボックス

ラベル

ID26実施とID28投与
量を呼び出す

ID22で外来を選んだ
場合入力可能になる

SC2_メニュー場面へ遷移
SC5_患者情報画面へ遷移

ID7～18まではSC5のものと共通

薬歴を登録する商品名のみチェックを
入れる。

畳まれている情報を表示する

畳まれている情報を表示する

呼び出す内容は、同患者レジメン
で登録された薬歴のうち、最新の
周期で最新更新日の実投与量

表記例：XXXX/XX/XX

入院、外来の2つ

整数値、0～9999

SC27_薬歴確認画面(注射)へ遷移
ID21の入力に用いる

整数値、0～9999

この投与日からレジメンの期間が始
まる場合、チェックを入れる

半角数字　　最大桁数：XXXXXX.XX
単位は薬登録時に指定した単位を表
示

投与日に投与予定だった注射が中
止された場合に、チェックを入れる

チェックを入れると
ID28,ID29が入力可能
になる。

ID26でチェックを入れ
た場合入力可能にな
る

ID26でチェックを入れ
た場合入力可能にな

(*1)必須項目が入力されていない場合、エラーメッセージ「必須項目が入力されていません」を表示
(*2)定められた最大桁数を超えている場合、エラーメッセージ「最大桁数を超えています」を表示
(*3)定められた表記と異なる表記がされていた場合、エラーメッセージ「不正な表記で入力されています」を表示

(*5)ID34にチェックが付いておらず、かつID21で指定した投与日より前に同じ患者レジメンの薬歴がない場合、以下のエラーメッセージを表示
「入力された投与日以前に同じレジメンで登録された薬歴がないため、薬歴を登録できません。次のどちらかを行って下さい。
A.この薬歴がレジメンで指定された期間の初日に当たる場合→「次の適用期間を始める」にチェックを入れ、登録して下さい。
B.この薬歴がレジメンで指定された期間の初日に当たらない場合→この薬歴より前に「次の適用期間を始める」にチェックを入れた薬歴を登録してください。」

テキストボックス

チェックボックス

なし

なし

必須チェック(*2)(*3)

必須チェック(*5)

必須チェック
(*1)(*2)(*3)　※入力
可能な状態の時のみ

なし

ボタン
ボタン
ラベル
リンク
リンク
ラベル
ラベル

ラベル
ラベル

ラベル

ボタン

なし

入院にチェックがつい
ている状態

DBの病棟テーブルの
一番上の値

なし

なし

プルダウン

チェックボックス

テキストボックス
必須チェック
(*1)(*2)(*3)　※入力
可能な状態の時のみ

必須チェック(*1)　※1
つもついていないとき
のみ

カレンダー

仕様閉鎖式接続器具数

次の適用期間を始める

実施

商品名

実投与量

中止

コメント
確認画面へ

テキストボックス

チェックボックス

テキストボックス
ボタン

1つもチェックのついて
いない状態

なし

なし

名称 ラベル

薬歴登録(注射)

前回の投与量を呼び出す

ボタン

ラベル

ボタン

上限回数
展開

レジメン適用期間 ラベル

テキストボックス

ラジオボタン

ラベル

投与日

処方区分

病棟

備考

患者薬歴登録画面（注射）
0

0

入力チェック その他の制御論理項目名 論理項目種別

SC2_メニュー場面へ遷移メニュー
ログアウト
患者薬歴登録画面(注射)
メニュー

初期値

SC1_ログイン画面へ遷移

患者情報画面

レジメン情報 ラベル

新規登録時：最新レ
ジメンの内容
編集時：編集する薬
歴の患者レジメン

年齢

展開

患者薬歴登録画面(注射)
患者情報

患者ID
氏名
性別 ラベル

体表面積 ラベル

診療科名 ラベル
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SC27 薬歴登録確認画面（注射） 

 

  

画面ID SC27 画面名 作成者 山田 作成日 2012/8/8 ページNo. 1/n
パターン 画面状態 更新者 山田 最終更新 2013/1/13
画面概要

画面レイアウト（P1）

薬歴登録確認画面(注射)

レイアウト



画面定義書 

87 

 

 

  

画面ID SC27 画面名 作成者 山田 作成日 2012/8/9 ページNo.
パターン 0 画面状態 更新者 山田 最終更新 2013/1/13
画面概要

入出力仕様（P2）

項目ＩＤ

1
2
3
4
5
6

7
8
9

10
11
34
12
13
14
15
16
17
18
19

20 警告 ラベル

21
22
23

24

25

26

27

28

29

30
31
32
33

畳まれている情報を表示する

入院の場合のみ、次を表示
指示待ち有り→「指示待ち」
指示待ちなし→「」

SC5_患者情報画面へ遷移
SC27_薬歴確認画面(注射)へ遷移

レジメンにある「注射薬」を全て表示
する
半角数字　　最大文字数：
XXXXXX.XX
単位は薬登録時に指定した単位を表
示　　　最大投与量を超えている、
もしくは下回っている場合は、太赤
文字とする

表示：9999/99/99
入院 or 外来
n9FXXXX←(西,東,中央などの文字)

投与日に投与予定だった注射が中
止された場合チェックを入れる

SC1_ログイン画面へ遷移

SC2_メニュー場面へ遷移
SC5_患者情報画面へ遷移

実施するものに「○」、しないものは
何も表示しない

※警告で表示する内容を下の欄に列
挙する

レジメンの上限回数を超えていますと表示。
休薬は足りていますか？と表示。

ボタン

ラベル

ラベル

ラベル

ラベル

ラベル

レジメンの規定から外れていますと表示。
レジメンの規定から外れていますと表示。
レジメンの規定日付とずれていますと表示。

内容

ボタン
ボタン
ラベル
リンク
リンク
リンク

ラベル
ラベル
ラベル
ラベル
ラベル

ボタン

繰り返し上限回数超
休薬日数不足

警告一覧

警告名
最大投与量超
最小投与量未満
規定日外

入力し直す
カレンダー

実施

商品名

実投与量

中止

コメント

薬歴登録(注射)
ボタン
ラベル

ラベル
ラベル

ラベル

薬歴を登録する

ラベル

ラベル

ラベル
ボタン

投与日
処方区分
病棟

指示待ち

その他の調製本数
案：外来の場合のみ、「その他調製
本数：n9

年齢

展開

患者薬歴登録画面

患者情報
患者ID
氏名
性別

畳まれている情報を表示する

上限回数
展開

備考

薬歴登録確認画面(注射)
0

0

入力チェック その他の制御論理項目名 論理項目種別

SC2_メニュー場面へ遷移メニュー
ログアウト
患者薬歴登録画面
メニュー

初期値

レジメン適用期間 ラベル

患者情報画面

レジメン情報 ラベル
診療科名 ラベル

薬歴登録確認画面 ラベル

名称 ラベル

体表面積 ラベル
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SC28 薬歴一覧画面 

 

  

画面ID SC28 画面名 作成者 児玉 作成日 2012/7/30 ページNo. 1/n
パターン 画面状態 更新者 山田 最終更新 2013/1/13
画面概要

画面レイアウト（P1）

薬歴一覧画面

これまでの患者レジメンや、患者への薬歴を表で表示

レイアウト
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画面ID SC28 画面名 作成者 山田 作成日 2012/8/4 ページNo.
パターン 0 画面状態 更新者 山田 最終更新 2013/1/13
画面概要

入出力仕様（P2）

項目ＩＤ

1
2
3
4
5
6
7
8

9

38 診療科 ラベル

39

10

11

12
13
14
15
16
17

18

19

20

21

22

23

24

25

26
27
28
29
30
31
32 実投与量 ラベル
33 更新者 ラベル
34 更新日 ラベル

35 コメント リンク

36

37

40

デフォルトは畳まれて表示されない
展開ボタンを押すと表示
デフォルトは畳まれて表示されない
展開ボタンを押すと表示

院外処方である場合に★印を表示。

その行の薬が中止となっている場合
に、★じるしを表示。

デフォルトは畳まれて表示されない
展開ボタンを押すと表示

畳まれている情報を展開する

削除した薬歴を表示する画面へ遷移
する

SC08,26_患者薬歴登録画面へ遷移

デフォルトは畳まれて表示されない
展開ボタンを押すと表示
デフォルトは畳まれて表示されない
展開ボタンを押すと表示
デフォルトは畳まれて表示されない
展開ボタンを押すと表示
デフォルトは畳まれて表示されない
展開ボタンを押すと表示

削除ダイアログを表示させる。

薬歴にコメントが付いていた場合、★
印で表示。リンクをクリックすると、
SC10_患者コメント一覧画面へ遷移。
マウスを乗せるとコメントを表示。

SC1_ログイン画面へ遷移

SC2_メニュー場面へ遷移
SC5_患者情報画面へ遷移

周期１回につき１つレジメン名を表
示

内服・注射・患者レジメン関係なく、
全ての薬歴を時系列順に表示。注
射薬は、１薬ずつの表示とする。

薬歴なし：薬歴がありません
薬歴あり、最新：xxxx/xx/xx～
過去の患者レジメン：xxxx/xx/xx
～xxxx/xx/xx

患者レジメン毎に削除ボタンを表示。
押すと削除ダイアログを表示。このボ
タンで削除すると、その患者レジメン
とそれを用いて登録した薬歴を全削
除。

レジメンを登録した時の診療科を表

その行がそのレジメンの何周期目か
を表示

ラベル

ラベル

ラベル

ラベル

ラベル

ラベル

ラベル

ボタン

ボタン
ボタン
ラベル
リンク
リンク
ラベル
ラベル
ラベル

ラベル

ラベル

ボタン

ラベル

院外処方

中止

削除した薬歴一覧

処方日数

薬歴情報

商品名
編集
削除
開始日

一日投与量

ラベル

ラベル

ラベル

ラベル

ラベル

終了日

ボタン
ボタン
ラベル
ラベル

投与法

投与日

最大投与量

最小投与量

商品名

名称 ラベル
レジメン適用期間 ラベル

診療科名 ラベル

削除

レジメン情報

薬歴一覧画面
レジメン一覧
選択中

レジメン名

期間

ラベル
展開

抗がん剤一覧表

上限回数
ボタン

備考

薬歴一覧画面
0

これまでの患者レジメンや、患者への薬歴を表で表示

入力チェック その他の制御論理項目名 論理項目種別

SC2_メニュー場面へ遷移メニュー
ログアウト
薬歴一覧画面
メニュー
患者情報画面

初期値

周期 ラベル
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SC29 日報作成画面（外来） 

 

  

画面ID SC29 画面名 作成者 山田 作成日 2012/8/4 ページNo. 1/n
パターン 画面状態 更新者 山田 最終更新 2013/1/13
画面概要

画面レイアウト（P1）

備考

日報表示のデフォルトは当日分

日報作成画面(外来)

レイアウト
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画面ID SC29 画面名 作成者 山田 作成日 2012/8/5 ページNo.
パターン 0 画面状態 更新者 山田 最終更新 2013/1/13
画面概要

入出力仕様（P2）

項目ＩＤ

1
2

3

4

5

6
7
8
9

10

11

12

13

14
15

16

17
18

19

20
27

21

22

23

24

25

26

SC1_ログイン画面へ遷移

SC30_日報印刷画面(外来)へ遷移

SC2_メニュー場面へ遷移

ログアウト
外来化学療法セン
ター　日報作成画面

メニュー
外来化学療法セン
ター　日報作成画面

上記内容で日報を作

ボタン

ラベル

リンク

ラベル

ボタン

日報作成画面(外来)
0

0

入力チェック その他の制御論理項目名 論理項目種別

メニュー ボタン

初期値 備考

SC2_メニュー場面へ遷移

1日～31日
項目ID8～10で指定した日付を、以
下操作日と表記する

なし

患者名
レジメン名

担当薬剤師

薬剤管理指導件数

なし

診療科名

6名分 1人目のみ未選択を選べない

最大：9999

SC5_患者情報画面へ遷移（IDで指
定された患者の画面）

必須チェック(*1)(*2)

表示する

調製日

指定日
年
月
日 なし

操作日

患者ID

プルダウン

テキストボックス
ラベル

リンク

1人目だけDB先頭の
薬剤師名が入ってい

なし

15～21は、操作日に
登録された全ての薬

歴のもの

リンク

抗がん剤調製本数
（実施）

その他調製数

ラベル

ラベル

ラベル

実施／中止

項目

実施患者合計

抗がん剤調製本数
（実施）合計

中止患者合計

ラベル

ラベル

ラベル
プルダウン
プルダウン
プルダウン

ボタン

ラベル

ラベル

ラベル

ラベル

ラベル

閉鎖式接続器具 ラベル

準備セット合計

薬歴の存在する年全て
1月～12月

(*1)必須項目が入力されていない場合、エラーメッセージ「必須項目が入力されていません」を表示
(*2)定められた最大文字数を超えている場合、エラーメッセージ「最大文字数を超えています」を表示

記入しないことで同意

中止の表記は、対象の薬歴におい
て、実施予定だった注射薬全てが中
止になっていた場合とする

日報上で、実施と表記された患者の
人数

対象薬歴中、実施にチェックが付い
ており、かつ中止となっていないもの
の合計。

日報上で、中止と表記された患者の
人数

項目ID19の合計
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SC30 日報印刷画面（外来） 

 

 

 

  

画面ID SC30 画面名 作成者 山田 作成日 2012/8/4 ページNo. 1/n
パターン 画面状態 更新者 山田 最終更新 2013/1/13
画面概要

画面レイアウト（P1）

日報印刷画面(外来)

レイアウト

画面ID SC30 画面名 作成者 山田 作成日 2012/8/5 ページNo.
パターン 0 画面状態 更新者 山田 最終更新 2013/1/13
画面概要

入出力仕様（P2）

項目ＩＤ

1

2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

閉鎖式接続器具 ラベル

この画面を印刷する
画面を閉じる

XXXX/XX/XX

ラベル

ラベル
ラベル
ラベル
ラベル
ラベル
ラベル
ラベル

ラベル
ラベル
ラベル

ラベル
印刷
閉じる

ボタン
ボタン

薬剤管理指導件数

実施患者合計
抗がん剤調製本数
中止患者合計
準備セット合計

ラベル
ラベル
ラベル
ラベル

調製日
薬剤部長　印
診療科名
患者ID

初期値

担当薬剤師
項目

レジメン名
抗がん剤調製本数
その他調製数

実施／中止

日報印刷画面(外来)
0

0

入力チェック その他の制御論理項目名 論理項目種別

外来化学療法セン
ター調剤業務日報

備考
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SC31 日報作成画面（入院） 

 

  

画面ID SC31 画面名 作成者 山田 作成日 2012/8/4 ページNo. 1/n
パターン 画面状態 更新者 山田 最終更新 2013/1/13
画面概要

画面レイアウト（P1）

備考

日報表示のデフォルトは当日分

日報作成画面(入院)

レイアウト
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画面ID SC31 画面名 作成者 山田 作成日 2012/8/5 ページNo.
パターン 0 画面状態 更新者 山田 最終更新 2013/1/13
画面概要

入出力仕様（P2）

項目ＩＤ

1
2

3

4

5

6

7
8
9

10

11

12

13

14
15

16

17
18

19

20

21
22
23

24

25
26

27

SC5_患者情報画面へ遷移（IDで指
定された患者の画面）

対象薬歴中、実施にチェックが付い
ており、かつ中止となっていないもの
の合計。

中止の表記は、対象の薬歴におい
て、実施予定だった注射薬全てが中
止になっていた場合とする

項目ID19の合計

表記しないことで同意

指定日
年
月
日

薬歴の存在する年
1月～12月

ラベル
プルダウン
プルダウン
プルダウン なし 1日～31日

なし
なし

日報上で、実施と表記された患者の

日報上で、中止と表記された患者の

6名分 1人目のみ未選択を選べない

8～10で指定した日付を、以下操作
日と表記する

表示するを押した後、操作日となる調製日

ボタン

ラベル
ページを開いた当日を
初期の操作日とする

14～22は、操作日に
登録された全ての薬

歴のもの

レジメン名
患者名

抗がん剤調製本数
（実施）

実施／中止

ラベル

ラベル

ラベル

診療科名

患者ID

プルダウン

ラベル

ラベル

1人目だけDB先頭の
薬剤師名が入ってい
る

ラベル

担当薬剤師

病棟

リンク

ラベル

入院化学療法セン
ター　日報作成画面

上記内容で日報を作
成する

ボタン

ラベル

リンク

ラベル

ボタン

表示する

SC32_日報印刷画面(入院)へ遷移

操作日に入力した薬
歴から、指示待ちと
なっているものの数を
合計したもの

ラベル
指示待ち
項目
実施患者合計
抗がん剤調製本数
（実施）合計
中止患者合計
準備セット合計

指示待ち患者数

ラベル

ラベル

ラベル

ラベル

ラベル

SC2_メニュー場面へ遷移

初期値

日報作成画面(入院)
0

0

入力チェック その他の制御論理項目名 論理項目種別

SC2_メニュー場面へ遷移メニュー ボタン

備考

SC1_ログイン画面へ遷移ログアウト
入院化学療法セン
ター　日報作成画面

メニュー
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SC32 日報印刷画面（入院） 

 

 

 

  

画面ID SC32 画面名 作成者 山田 作成日 2012/8/4 ページNo. 1/n
パターン 画面状態 更新者 山田 最終更新 2013/1/13
画面概要

画面レイアウト（P1）

日報印刷画面(入院)

レイアウト

画面ID SC32 画面名 作成者 山田 作成日 2012/8/5 ページNo.
パターン 0 画面状態 更新者 山田 最終更新 2013/1/13
画面概要

入出力仕様（P2）

項目ＩＤ

1

2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

ラベル
ラベル
ラベル
ラベル
ラベル
ラベル

ラベル

ラベル
ラベル

調製日
薬剤部長　印

診療科名
患者ID

担当薬剤師
項目

レジメン名
抗がん剤調製本数(実
実施／中止
指示待ち

指示待ち患者数

実施患者合計

ラベル
ラベル

この画面を印刷する
画面を閉じる

XXXX/XX/XX

印刷
閉じる

ラベル
ボタン
ボタン

抗がん剤調製本数
中止患者合計
準備セット合計

ラベル
ラベル
ラベル
ラベル

病棟

初期値

日報印刷画面(入院)
0

0

入力チェック その他の制御論理項目名 論理項目種別

入院化学療法セン
ター調剤業務日報

ラベル

備考
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SC33 バックアップ画面 

 

 

 

  

画面ID SC33 画面名 作成者 山田 作成日 2013/1/13 ページNo. 1/n
パターン 画面状態 更新者 最終更新
画面概要

画面レイアウト（P1）

バックアップ画面

レイアウト

画面ID SC33 画面名 作成者 山田 作成日 2013/1/13 ページNo.
パターン 0 画面状態 更新者 最終更新
画面概要

入出力仕様（P2）

項目ＩＤ

1
2
3

4

5
6

7

8
9

10
11
12

備考

バックアップ画面
0

0

入力チェック その他の制御論理項目名 論理項目種別

SC2_メニュー場面へ遷移メニュー
ログアウト
バックアップ画面
バックアップの自動
実行
実行する

初期値

ログ
手動でバックアップと

停止する
自動バックアップの状
態
バックアップログ
前の5件
次の5件

ボタン選択時にバックアップをとる

ボタン
ボタン
ラベル

ラベル

ボタン
ボタン

ラベル

ラベル
ボタン
ボタン
ラベル
ボタン

SC1_ログイン画面へ遷移
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SC34 データ復旧画面 

 

 

 

  

画面ID SC34 画面名 作成者 山田 作成日 2013/1/13 ページNo. 1/n
パターン 画面状態 更新者 最終更新
画面概要

画面レイアウト（P1）

データ復旧画面

レイアウト

画面ID SC34 画面名 作成者 山田 作成日 2013/1/13 ページNo.
パターン 0 画面状態 更新者 最終更新
画面概要

入出力仕様（P2）

項目ＩＤ

1
2
3

4

5
6
7

8

9

備考

データ復旧画面
0

0

入力チェック その他の制御論理項目名 論理項目種別

SC2_メニュー場面へ遷移メニュー
ログアウト
データ復旧画面
バックアップデータの
選択
前の10件

初期値

次の10件
バックアップした日
外付けHDDをに保存
してあるバックアップ
データを取得する

このデータで復旧する

ボタン
ボタン
ラベル

ラベル

リンク
リンク
ラベル

ラベル

ボタン

SC1_ログイン画面へ遷移

選択したデータで、システム内のデー
タ復旧を行う
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SC35 削除薬歴一覧画面 

 

 

 

  

画面ID SC35 画面名 作成者 山田 作成日 2013/1/14 ページNo. 1/n
パターン 画面状態 更新者 最終更新
画面概要

画面レイアウト（P1）

削除薬歴一覧画面

レイアウト

画面ID SC35 画面名 作成者 山田 作成日 2013/1/14 ページNo.
パターン 0 画面状態 更新者 最終更新
画面概要

入出力仕様（P2）

項目ＩＤ

処方日数 ラベル
実投与量 ラベル
コメント ラベル
薬歴一覧画面に戻る ボタン

SC14_編集履歴画面へ遷移

SC1_ログイン画面へ遷移
SC2_メニュー場面へ遷移
SC5_患者情報画面へ遷移
SC28_薬歴一覧画面へ遷移

ボタン
ボタン
リンク
リンク
リンク
ラベル
ラベル
ラベル
ラベル
ラベル
ラベル
ラベル

ボタン編集履歴
SC28_薬歴一覧画面へ遷移

ログアウト
メニュー
患者情報画面
薬歴一覧画面

初期値

開始日
終了日

削除薬歴一覧画面
削除薬歴一覧画面
レジメン名
診療科
商品名

削除薬歴一覧画面
0

0

入力チェック その他の制御論理項目名 論理項目種別

SC2_メニュー場面へ遷移メニュー

備考
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2011年度作成済み 

SC1 ログイン画面 

 

 

 

  

画面ID SC1 画面名 作成者 岩城謙太 作成日 2011/11/1 ページNo. 1/6
パターン １ 画面状態 更新者 山田弘樹 最終更新 2011/11/14
画面概要

画面レイアウト（P1）

ログイン画面

本システムにログインするための画面

レイアウト

画面ID SC1 画面名 作成者 岩城謙太 作成日 2011/11/1 ページNo. 2/6
パターン 画面状態 更新者 山田弘樹 最終更新 2011/11/14
画面概要

入出力仕様（P2）

項目ＩＤ

1 ユーザID テキストボックス なし 必須チェック（※1） 薬剤部に既存の薬剤師ID（2桁）

2 パスワード テキストボックス 必須チェック（※2）

3 ログインボタン ボタン SC2_メニュー画面へ遷移

4 エラーメッセージ ラベル 赤色表記

※1  入力が無い場合、エラーメッセージ「ユーザＩＤが入力されていません」を表示する
※2　入力が無い場合、エラーメッセージ「パスワードが入力されていません」を表示する

ログイン画面

本システムにログインするための画面

初期値

数字のみ

※3 ユーザIDが登録されていない場合、またはパスワードがユーザIDと一致していない場合、エラーメッセージ「入力したユーザIDまたはパス
ワードが正しくありません」を表示する

入力したユーザIDと
パスワードの確認（※
3）
英数字記号のみ

備考入力チェック その他の制御論理項目名 論理項目種別

ユーザIDとパスワード
の入力不備の場合に
表示
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SC3 患者検索画面 

 

 

画面ID SC3 画面名 作成者 ペン 作成日 2011/11/1 ページNo. 1/10
パターン 1 画面状態 更新者 山田弘樹 最終更新 2011/11/16
画面概要

画面レイアウト1（P1）

患者検索画面
検索した患者情報が登録済の場合

患者を検索するための画面

レイアウト

画面ID SC3 画面名 作成者 ペン 作成日 2011/11/1 ページNo. 2/10
パターン 1 画面状態 更新者 山田弘樹 最終更新 2011/11/16
画面概要

入出力仕様1（P2）

項目ＩＤ

1

1.1

1.2

1.3

2

3

4

5

6

7

8

9

10

(※1)患者ID、患者氏名どちらにも入力がない場合、エラーメッセージを表示。
(※2)該当患者がいない場合、エラーメッセージを表示
(※3)数字以外の入力・桁数間違いの場合、エラーメッセージを表示
(※4)カタカナ以外の入力の場合、エラーメッセージを表示

患者ID、患者氏名が
一致しない場合表示

エラーメッセージ

(※1)(※2)（※4)

(※1)(※2)

（※3)

（※3)

（※3)

(※1)(※2)（※4)

患者ID、患者氏名のテキストをクリア

SC2_メニュー画面へ戻る

SC1_ログイン画面へ

テキストボックス

テキストボックス

テキストボックス

テキストボックス

テキストボックス

リンク

リンク

ラベル

ボタン

ボタン

カタカナ入力
前方一致検索

SC5_患者情報画面へ

SC5_患者情報画面へ

9999-999-9

9999

999

9

カタカナ入力
前方一致検索

検索ボタン

クリアボタン

戻るボタン

ログアウトボタン

ボタン

ボタン

患者名（カタカナ）

患者ID

患者名

患者ID

患者ID(4桁）

患者ID(3桁）

患者ID(1桁）

患者姓（カタカナ）

全角カタカナのみ入力
可能

患者ID、患者氏名が
一致した場合表示

患者ID、患者氏名が
一致した場合表示

4桁入力後、患者ID(3
桁)へ移動
半角数字のみ入力可
能

3桁入力後、患者ID(1
桁)へ移動
半角数字のみ入力可
能

半角数字のみ入力可
能

全角カタカナのみ入力
可能

初期値 備考

患者検索画面
検索した患者情報が登録済の場合

患者を検索するための画面

入力チェック その他の制御論理項目名 論理項目種別
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画面ID SC3 画面名 作成者 ペン 作成日 2011/11/1 ページNo. 3/10
パターン 2 画面状態 更新者 山田弘樹 最終更新 2011/11/16
画面概要

画面レイアウト2（P3）

患者検索画面
検索した患者情報が未登録の場合

患者を検索するための画面

レイアウト

画面ID SC3 画面名 作成者 ペン 作成日 2011/11/1 ページNo. 4/10
パターン 2 画面状態 更新者 山田弘樹 最終更新 2011/11/16
画面概要

入出力仕様2（P4）

項目ＩＤ

1

1.1

1.2

1.3

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

(※1)患者ID、患者氏名どちらにも入力がない場合、エラーメッセージを表示。
(※2)該当患者がいない場合、エラーメッセージを表示
(※3)数字以外の入力・桁数間違いの場合、エラーメッセージを表示
(※4)カタカナ以外の入力の場合、エラーメッセージを表示

SC1_ログイン画面へ

SC2_メニュー画面へ戻る

クリアボタン ボタン
患者ID、患者氏名
のテキストをクリア

戻るボタン ボタン

ログアウトボタン ボタン

エラーメッセージ ラベル 患者ID、患者氏名が
一致しない場合表示

患者個人情報登録画
面へ

患者IDが一致し
ない場合表示

検索ボタン ボタン

SC5_患者情報画面へ

患者ID リンク
患者ID、患者氏名が
一致した場合表示

SC5_患者情報画面へ

患者名 リンク
患者ID、患者氏名が
一致した場合表示

カタカナ入力
前方一致検索

患者姓（カタカナ） テキストボックス (※1)(※2)（※4)
全角カタカナのみ入力
可能

カタカナ入力
前方一致検索

患者名（カタカナ） テキストボックス (※1)(※2)（※4)
全角カタカナのみ入力
可能

9

患者ID(3桁） テキストボックス （※3)

3桁入力後、患者ID(1
桁)へ移動
半角数字のみ入力可
能

999

患者ID(1桁） テキストボックス （※3) 半角数字のみ入力可

9999

患者ID (※1)(※2) 9999-999-9

患者ID(4桁） テキストボックス （※3)

4桁入力後、患者ID(3
桁)へ移動
半角数字のみ入力可
能

患者検索画面
検索した患者情報が未登録の場合

患者を検索するための画面

論理項目名 論理項目種別 初期値 入力チェック その他の制御 備考
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SC4 患者個人情報登録画面 

 

  

画面ID SC4 画面名 作成者 児玉剛幸 作成日 2011/11/1 ページNo. 1/5
パターン １ 画面状態 更新者 山田 最終更新 2011/11/15
画面概要 患者個人情報を登録するための画面

画面レイアウト

備考

ID間違いを見つけるため、同姓同名かつ同生年月日の人がいた場合、警告を出す。

患者個人情報登録画面

レイアウト
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画面ID SC4 画面名 作成者 児玉剛幸 作成日 2011/11/1 ページNo. 2/5
パターン １ 画面状態 更新者 山田弘樹 最終更新 2011/11/15
画面概要 患者個人情報を登録するための画面

入出力仕様

項目ＩＤ

1

1.1

1.2

1.3

2

3

4

5

6

7

8

9

9.1

9.2

9.3

10

11

12

13

※1 入力がない場合、エラーメッセージ「【論理項目名】が入力されていません」を表示する
※２ 入力がカタカナでない場合、エラーメッセージ「入力がカタカナでありません」を表示する
※３ 入力が数値でない場合、エラーメッセージ「入力が数値でありません」を表示する
※４ 入力した患者ID(ID1)と同じ患者がDBに登録済みの場合、「既に患者IDが存在します。」を表示する。
※５ 入力した姓・名・誕生日（ID2-5,9）の同じ患者がDBに登録済みの場合、「氏名と誕生日の同じデータがあります」を表示する。
※６ 最大文字数を超えた場合、エラーメッセージ「最大文字数【文字数】を超えています」を表示

年 コンボボックス 必須チェック（※1） 9999年　1900～現在年まで

99月　1～12月

99日　1～31日（月によっては28～
30日）

コンボボックス 必須チェック（※1）月

日 コンボボックス 必須チェック（※1）

前画面へ戻る

エラーメッセージ ラベル
入力チェックでエラー
のある場合に表示

赤色表記

戻る ボタン

表示：縦3行×横30文字
最大文字数：200文字
表示しきれない部分はスクロール
最大数を超える場合エラー

登録 ボタン
IDチェック(※４)
DBチェック(※５)

クリック時に、※４,５を行う
SC4パターン2_患者個人情報確認画
面へ遷移

備考 テキストボックス なし （※6)
入力エラー時、この項
目名を示すラベルを赤
く表示する

小数第1位まで。小数点第2位以下
は登録時切り捨て。文字数オーバー
はエラー。

生年月日 コンボボックス なし 必須チェック（※1）
入力エラー時、この項
目名を示すラベルを赤
く表示する

体重 テキストボックス なし 数値チェック(※3)
入力エラー時、この項
目名を示すラベルを赤
く表示する

身長 テキストボックス なし 数値チェック(※3)
入力エラー時、この項
目名を示すラベルを赤
く表示する

小数第1位まで。小数点第2位以下
は登録時切り捨て。文字数オーバー
はエラー。

性別 ラジオボタン なし 必須チェック（※1）
入力エラー時、この項
目名を示すラベルを赤
く表示する

最大64文字

名（カタカナ） テキストボックス なし
必須チェック（※1）(※
2)（※6)

入力エラー時、この項
目名を示すラベルを赤
く表示する

最大64文字

姓（カタカナ） テキストボックス なし
必須チェック（※1）(※
2)（※6)

入力エラー時、この項
目名を示すラベルを赤
く表示する

外国人の方の場合は、姓カタカナを
入力
最大64文字

名 テキストボックス なし
必須チェック（※1）（※
6)

入力エラー時、この項
目名を示すラベルを赤
く表示する

外国人の方の場合は名カタカナを入
力
最大64文字

姓 テキストボックス なし
必須チェック（※1）（※
6)

入力エラー時、この項
目名を示すラベルを赤
く表示する

999

患者ID(1桁) テキストボックス 〃 必須チェック（※1） 9

患者ID(3桁) テキストボックス 〃 必須チェック（※1）

患者ID(4桁) テキストボックス 〃 必須チェック（※1） 9999

患者ID テキストボックス
SC3_患者検索画面か
ら遷移した場合、検索
で入力していたID

必須チェック（※1）
入力エラー時、この項
目名を示すラベルを赤
く表示する

初期値 備考

患者個人情報登録画面

入力チェック その他の制御論理項目名 論理項目種別

9999-999-9
SC3_患者検索画面から遷移してきた
場合編集可能
SC5_患者情報画面から遷移してきた
場合、編集不可能
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画面ID SC4 画面名 作成者 児玉剛幸 作成日 2011/11/1 ページNo. 3/5
パターン 2 画面状態 更新者 山田 最終更新 2011/11/15
画面概要 患者個人情報を登録するための画面

画面レイアウト

患者個人情報登録画面
患者個人情報登録確認画面

レイアウト
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画面ID SC4 画面名 作成者 児玉剛幸 作成日 2011/11/1 ページNo. 4/5
パターン 2 画面状態 更新者 山田弘樹 最終更新 2011/11/15
画面概要 患者個人情報を登録するための画面

入出力仕様

項目ＩＤ

1

1.1

1.2

1.3

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

※1 入力がない場合、エラーメッセージ「【論理項目名】が入力されていません」を表示する
※２ 入力がカタカナでない場合、エラーメッセージ「入力がカタカナでありません」を表示する
※３ 入力が数値でない場合、エラーメッセージ「入力が数値でありません」を表示する
※４ 入力した患者ID(ID1)と同じ患者がDBに登録済みの場合、「既に患者IDが存在します。」を表示する。
※５ 入力した姓・名・誕生日（ID2-5,9）の同じ患者がDBに登録済みの場合、「氏名と誕生日の同じデータがあります」を表示する。

エラーメッセージ ラベル

同姓同名かつ同生年月日の患者が
既に登録されていた場合、同一人物
ではないか確認させる警告を表示。
赤色表記

戻る ボタン 前画面へ戻る

登録 ボタン
IDチェック(※４)
DBチェック(※５)

クリック時に、※４,５を行う
SC5_患者情報画面へ遷移

備考 ラベル 〃
表示：縦3行×横30文字
最大文字数：200文字
表示しきれない部分はスクロール

生年月日 ラベル 〃

体重 ラベル 〃 小数第1位まで

身長 ラベル 〃 小数第1位まで

性別 ラベル 〃

名（カタカナ） ラベル 〃
最大64文字

姓（カタカナ） ラベル 〃
最大64文字

名 ラベル 〃
外国人の方の場合は名カタカナを入
力
最大64文字

姓 ラベル 〃
外国人の方の場合は、姓カタカナを
入力
最大64文字

患者ID(1桁) ラベル 〃 9

患者ID(3桁) ラベル 〃 999

9999

その他の制御 備考

患者ID ラベル
SC4パターン1の入力
内容

9999-999-9

患者個人情報登録画面
患者個人情報登録確認画面

論理項目名 論理項目種別 初期値 入力チェック

患者ID(4桁) ラベル 〃
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SC17 ユーザ一覧画面 

 

 

 

  

画面ID SC17 画面名 作成者 ペン 作成日 2011/11/1 ページNo. 1/8
パターン 画面状態 更新者 山田弘樹 最終更新 2011/11/14
画面概要

画面レイアウト（P1）

ユーザ一覧画面

ユーザ登録のため、薬剤師のIDと名前の一覧を表示する画面

レイアウト

画面ID SC17 画面名 作成者 ペン 作成日 2011/11/1 ページNo. 2/8
パターン 画面状態 更新者 山田弘樹 最終更新 2011/11/14
画面概要

入出力仕様（P2）

項目ＩＤ

1
2
3
4
5

編集ボタン
ユーザID
ユーザ名
メニュー画面
ログアウト

初期値 備考

ユーザ一覧画面

ユーザ登録のため、薬剤師のIDと名前の一覧を表示する画面

入力チェック その他の制御論理項目名 論理項目種別

ボタン
ラベル
ラベル
ボタン
ボタン

SC_18パスワード変更画面へ遷移
00～99までの100
表示文字数10文字
SC2_メニュー画面へ遷移
SC1_ログイン画面へ遷移
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SC18 パスワード変更画面 

 

 

  

画面ID SC18 画面名 作成者 山田弘樹 作成日 2011/11/4 ページNo. 1/10
パターン 1 画面状態 更新者 山田弘樹 最終更新 2011/11/15
画面概要

画面レイアウト（P1）

パスワード変更画面
管理者権限のみ

ログインパスワードを変更するための画面

レイアウト

画面ID SC18 画面名 作成者 山田弘樹 作成日 2011/11/4 ページNo. 2/10
パターン 1 画面状態 更新者 山田弘樹 最終更新 2011/11/15
画面概要

入出力仕様（P2）

項目ＩＤ

1

2

3

4

5
6
7
8
9

10

最大64文字

英数字記号で4～10桁

英数字記号で4～10桁

SC17_ユーザ一覧画面へ遷移
SC17_ユーザ一覧画面へ遷移
SC2_メニュー画面へ遷移
SC1_ログイン画面へ遷移
SC17_ユーザ一覧画面へ遷移

(※3)ID3とID4で入力されたパスワードが一致していない場合、エラーメッセージ「パスワードが一致していません。」を表示
(※4)パスワードが規定の桁数より少ない、または多い場合、エラーメッセージ「パスワードは4～10桁に設定してください。」を表示。

ラベル

テキストボックス

テキストボックス

テキストボックス

ボタン
ボタン
ボタン
ボタン
ボタン
ラベル 赤色表記

ユーザ名

新規パスワード

新規パスワード確認
用

登録ボタン

初期値

必須チェック(※1)

必須チェック(※2)(※
3)(※4)

戻るボタン
メニュー画面ボタン
ログアウトボタン
削除ボタン
エラーメッセージ

(※1)ユーザ名が入力されていない場合、エラーメッセージ「ユーザ名が入力されていません」を表示
(※2)パスワードが入力されていない場合、エラーメッセージ「パスワードが入力されていません」を表示。

パスワード変更画面
管理者権限のみ

ログインパスワードを変更するための画面

入力チェック その他の制御論理項目名 論理項目種別

00～99ユーザID

必須チェック(※2)(※
3)(※4)

ユーザIDに既にユー
ザが登録されている
場合、登録ユーザ名
が表示

備考

入力エラー時、この項
目名を示すラベルを赤
く表示する

入力エラー時、この項
目名を示すラベルを赤
く表示する
入力エラー時、この項
目名を示すラベルを赤
く表示する
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画面ID SC18 画面名 作成者 山田弘樹 作成日 2011/11/4 ページNo. 3/10
パターン 2 画面状態 更新者 山田弘樹 最終更新 2011/11/15
画面概要

画面レイアウト（P3）

パスワード変更画面
一般ユーザ

ログインパスワードを変更するための画面

レイアウト

画面ID SC18 画面名 作成者 山田弘樹 作成日 2011/11/4 ページNo. 4/10
パターン 2 画面状態 更新者 山田弘樹 最終更新 2011/11/15
画面概要

入出力仕様（P4）

項目ＩＤ

1

2

3

4

5

6
7
8
9

10

ユーザID ラベル 00～99

パスワード変更画面
一般ユーザ

ログインパスワードを変更するための画面

論理項目名 論理項目種別 初期値 入力チェック その他の制御 備考

新規パスワード テキストボックス
必須チェック(※2)(※
3)(※4)

英数字記号で4～10桁

ユーザ名 ラベル 最大64文字

現在パスワード テキストボックス 必須チェック(※1)
入力エラー時、この項
目名を示すラベルを赤
く表示する

入力エラー時、この項
目名を示すラベルを赤
く表示する

登録ボタン ボタン SC2_メニュー画面へ遷移

新規パスワード確認
用

テキストボックス
必須チェック(※2)(※
3)(※4)

英数字記号で4～10桁
入力エラー時、この項
目名を示すラベルを赤
く表示する

ログアウトボタン ボタン SC1_ログイン画面へ遷移
エラーメッセージ ラベル 赤色表記

メニュー画面ボタン ボタン SC2_メニュー画面へ遷移
戻るボタン ボタン SC2_メニュー画面へ遷移

(※1)ユーザIDとパスワードが一致しない場合、エラーメッセージ「パスワードが間違っています。」を表示

(※4)パスワードが規定の桁数より少ない、または多い場合、エラーメッセージ「パスワードは4～10桁に設定してください。」を表示。

(※2)パスワードが入力されていない場合、エラーメッセージ「パスワードが入力されていません」を表示。
(※3)ID3とID4で入力されたパスワードが一致していない場合、エラーメッセージ「パスワードが一致していません。」を表示
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システム名 ERモデル

No.

1

ドメイン名

id

物理名

id

別名１ 別名２ データ型

INT

長さ/精度 NN

○

親ドメイン 定義

2 名前 name VARCHAR 64

3 フラグ flag ENUM ○ 'false','true'

4 日数 INT

5 コメント/備考 TEXT
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型

レジメンに含まれている薬

システム名 ERモデル

No.

1

エンティティ名

レジメン

物理名

regimens

4 分類 classes

定義

2 レジメン薬関係 regimen_medicine_r

6 患者 patients

3 ログ logs

8 患者薬歴 medical_histories

5 単位 units

10 投与法 methods 内服,皮下注,点滴...

7 患者レジメン patient_regimens

12 最新患者レジメン patient_newest_regi 患者の最新レジメン

9 投与日 medication_days

14 編集履歴 edit_histories

11 投与量 dosage dosageは単数形が通例らしい

16 薬剤師 users 利用する薬剤師

13 病棟 wards

18 診療科レジメン関係 department_regime このレジメンをどの診療科が使っているか

15 薬 medicines

19 追加薬歴情報 additional_medical_

17 診療科 departments
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エンティティ名 論理名 レジメン
物理名 regimens

エンティティ名

型

定義

No.

1

属性(論理)

レジメンID

属性(物理)

id

PK

○

FK AK IE NN

○

データ型

INT UNSIGNED

長さ/精度 初期値 定義

2 レジメン名 name ○ VARCHAR 64

3 レジメン適用期間 period ○ SMALLINT 4桁 unsigned

4 繰り返しフラグ repetition_flag ○ ENUM 定義無し,無制限,定義あり
'defined','unlimited'

5 繰り返し上限 repetition_limit SMALLINT 4桁 unsigned

6 使用フラグ use_flag ○ ENUM true

7 作成者薬剤師ID user_id ○ ○ INT UNSIGNED
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エンティティ名 論理名 レジメン薬関係
物理名 regimen_medicine_relations

エンティティ名

型

定義

レジメンに含まれている薬

No.

1

属性(論理)

レジメン薬関係ID

属性(物理)

id

PK

○

FK AK IE NN

○

データ型

INT UNSIGNED

長さ/精度 初期値 定義

2 薬ID medicine_id ○ ○ INT UNSIGNED

3 レジメンID regimen_id ○ ○ INT UNSIGNED

4 投与法ID method_id ○ ○ INT UNSIGNED

5 一日投与量 dose_per_day TEXT

6 最小投与量 dose_min CHAR 10

7 最大投与量 dose_max CHAR 10

8 コメント comment TEXT
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エンティティ名 論理名 ログ
物理名 logs

エンティティ名

型

定義

No.

1

属性(論理)

ログID

属性(物理)

id

PK

○

FK AK IE NN

○

データ型

CHAR

長さ/精度

10

初期値 定義

2 編集対象 target CHAR 10

3 編集内容 contents CHAR 10

4 編集者ID user_id ○ ○ INT UNSIGNED

5 編集年月日 created DATETIME

6 コメント comment CHAR 10
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エンティティ名 論理名 分類
物理名 classes

エンティティ名

型

定義

No.

1

属性(論理)

分類ID

属性(物理)

id

PK

○

FK AK IE NN

○

データ型

INT UNSIGNED

長さ/精度 初期値 定義

2 分類名 name CHAR 10
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エンティティ名 論理名 単位
物理名 units

エンティティ名

型

定義

No.

1

属性(論理)

単位ID

属性(物理)

id

PK

○

FK AK IE NN

○

データ型

INT UNSIGNED

長さ/精度 初期値 定義

2 単位名 name VARCHAR 64
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エンティティ名 論理名 患者
物理名 patients

エンティティ名

型

定義

No.

1

属性(論理)

患者ID

属性(物理)

id

PK

○

FK AK IE NN

○

データ型

INT UNSIGNED

長さ/精度 初期値 定義

システムで使うID

2 患者番号 patient_number VARCHAR 10 病院で使っている患者番号

3 患者姓 lastname ○ VARCHAR 64

4 患者姓(カタカナ) lastname_kana ○ VARCHAR 64

5 患者名 firstname ○ VARCHAR 64

6 患者名(カタカナ) firstname_kana ○ VARCHAR 64

7 生年月日 birthday ○ DATE

8 性別 gender ○ ENUM 'male','female'

9 身長 height NUMERIC 4,1 長さは、全体で4桁、少数以下は1桁
160.0の形

10 体重 weight NUMERIC 4,1

11 身長体重更新年月日 height_weight_modi DATETIME

12 備考 note TEXT

13 削除フラグ delete_flag ○ ENUM
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エンティティ名 論理名 患者レジメン
物理名 patient_regimens

エンティティ名

型

定義

No.

1

属性(論理)

患者レジメンID

属性(物理)

id

PK

○

FK AK IE NN

○

データ型

INT UNSIGNED

長さ/精度 初期値 定義

2 診療科ID department_id ○ ○ INT UNSIGNED

3 レジメンID regimen_id ○ ○ INT UNSIGNED

4 患者ID patient_id ○ ○ INT UNSIGNED

5 削除フラグ delete_flag ○ ENUM
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エンティティ名 論理名 患者薬歴
物理名 medical_histories

エンティティ名

型

定義

No.

1

属性(論理)

薬歴ID

属性(物理)

id

PK

○

FK AK IE NN

○

データ型

INT UNSIGNED

長さ/精度 初期値 定義

2 患者レジメンID patient_regimen_id ○ ○ INT UNSIGNED

3 薬ID medicine_id ○ ○ INT UNSIGNED

4 連続投与開始薬歴ID medical_history_id ○ ○ INT UNSIGNED 自分の薬歴IDの場合もある
5 開始日 start_date ○ DATE

6 周期 term ○ SMALLINT この薬歴がレジメンの何周期目にあたるか
7 処方分類 pharmacy_group ○ ENUM 入院,外来,院外

inpatient,outpatient,outside

8 処方日数 prescription_days ○ INT

9 実投与量 real_dose ○ NUMERIC 10

10 病棟ID ward_id ○ ○ INT UNSIGNED

11 登録日 created ○ DATETIME

12 登録者ID create_user_id ○ ○ ○ ○ INT UNSIGNED

13 更新日 modified ○ DATETIME

14 更新者ID     (FK) modified_user_id ○ INT UNSIGNED

15 追加薬歴情報ID additional_medical_ ○ ○ INT UNSIGNED

16 コメント comment TEXT

17 中止フラグ cancellation_flag ○ ENUM false

18 削除フラグ delete_flag ○ ENUM false

19 指示待ちフラグ wait_instructions_fla ○ ENUM false
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エンティティ名 論理名 投与日
物理名 medication_days

エンティティ名

型

定義

No.

1

属性(論理)

投与日ID

属性(物理)

id

PK

○

FK AK IE NN

○

データ型

INT UNSIGNED

長さ/精度 初期値 定義

2 レジメン薬関係ID regimen_medicine_r ○ ○ INT UNSIGNED

3 投与日 start_day ○ INT

4 投与日数 period ○ INT
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エンティティ名 論理名 投与法
物理名 methods

エンティティ名

型

定義

内服,皮下注,点滴...

No.

1

属性(論理)

投与法ID

属性(物理)

id

PK

○

FK AK IE NN

○

データ型

INT UNSIGNED

長さ/精度 初期値 定義

2 投与法名 name CHAR 10

3 分類ID class_id ○ ○ INT UNSIGNED
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エンティティ名 論理名 投与量
物理名 dosage

エンティティ名

型

定義

dosageは単数形が通例

No.

1

属性(論理)

投与量ID

属性(物理)

id

PK

○

FK AK IE NN

○

データ型

INT UNSIGNED

長さ/精度 初期値 定義

2 レジメン薬関係ID regimen_medicine_r ○ ○ INT UNSIGNED

3 体表面積下端 surface_min ○ NUMERIC 3,2

4 体表面積上端 surface_max ○ NUMERIC 3,2

5 投与量 dose NUMERIC 5
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エンティティ名 論理名 病棟
物理名 wards

エンティティ名

型

定義

No.

1

属性(論理)

病棟ID

属性(物理)

id

PK

○

FK AK IE NN

○

データ型

INT UNSIGNED

長さ/精度 初期値 定義

2 階数 floor INT UNSIGNED

3 場所 area VARCHAR 16
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エンティティ名 論理名 編集履歴
物理名 edit_histories

エンティティ名

型

定義

No.

1

属性(論理)

編集履歴ID

属性(物理)

id

PK

○

FK AK IE NN

○

データ型

INT UNSIGNED

長さ/精度 初期値 定義

2 患者ID patient_id ○ ○ INT UNSIGNED

3 編集年月日 modified ○ DATETIME

4 編集種別 edit_type ○ ENUM 'new', 'update', 'delRegimen', 'delMed'

5 コメント comment TEXT

6 編集薬剤師ID user_id ○ ○ INT UNSIGNED
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エンティティ名 論理名 薬
物理名 medicines

エンティティ名

型

定義

No.

1

属性(論理)

薬ID

属性(物理)

id

PK

○

FK AK IE NN

○

データ型

INT UNSIGNED

長さ/精度 初期値 定義

2 商品名 name ○ VARCHAR 64

3 分類ID class_id ○ ○ INT UNSIGNED

4 単位ID unit_id ○ ○ INT UNSIGNED

5 確認事項 notification TEXT

6 使用フラグ use_flag ○ ENUM true

7 新薬ID medicine_id ○ ○ INT UNSIGNED
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エンティティ名 論理名 薬剤師
物理名 users

エンティティ名

型

定義

利用する薬剤師

No.

1

属性(論理)

薬剤師ID

属性(物理)

id

PK

○

FK AK IE NN

○

データ型

INT UNSIGNED

長さ/精度 初期値 定義

2 ログインID login_id ○ VARCHAR 30 ログインで使うID

3 薬剤師氏名 name ○ VARCHAR 64

4 パスワード password ○ VARCHAR 100 ハッシュ関数はsha256を想定
5 管理者権限フラグ admin_flag ○ ENUM

6 利用可フラグ available_flag ○ ENUM true
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エンティティ名 論理名 診療科
物理名 departments

エンティティ名

型

定義

No.

1

属性(論理)

診療科ID

属性(物理)

id

PK

○

FK AK IE NN

○

データ型

INT UNSIGNED

長さ/精度 初期値 定義

2 診療科名 name ○ VARCHAR 64
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エンティティ名 論理名 診療科レジメン関係
物理名 department_regimen_relations

エンティティ名

型

定義

このレジメンをどの診療科が使っているか

No.

1

属性(論理)

診療科レジメン関係

属性(物理)

id

PK

○

FK AK IE NN

○

データ型

INT UNSIGNED

長さ/精度 初期値 定義

2 診療科ID department_id ○ ○ INT UNSIGNED

3 レジメンID regimen_id ○ ○ INT UNSIGNED
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エンティティ名 論理名 追加薬歴情報
物理名 additional_medical_history

エンティティ名

型

定義

No.

1

属性(論理)

追加薬歴情報ID

属性(物理)

id

PK

○

FK AK IE NN

○

データ型

INT UNSIGNED

長さ/精度 初期値 定義

2 使用ファシール数 used_phaseal INT UNSIGNED 0

3 その他調製本数 other_preparation INT UNSIGNED 0
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運用テストのご依頼 
 

2012年 10月 19日（改訂版 v1.1 2012年 10月 22日） 

筑波大学大学院 システム開発チーム 

 

1. 運用テストの目的 

要求定義書に記載された仕様通りに正しく機能しているか、また、操作性や運

用手順が想定していた通りかを、実際に利用していただくことで確認していただ

くことを目的としています。 

 

2. テスト対象 

 本プロジェクトは，開発を 2つの段階に分けています．今回の運用テストは，

レジメン定義の追加編集に関わる機能に関してのテストして頂きたく思います。 

○対象機能 

 ２０１２年度開発の「抗がん剤薬歴管理システム」内の、以下の機能になります。 

 ・レジメンを追加する 

 ・レジメンを編集する 

 ・レジメンを削除する 

 ・レジメンを検索する 

 ・薬を登録する 

 ・薬を編集する 

 ・薬を削除する 

 ・薬を検索する 

 ・診療科を登録する 

 ・診療科を編集する 

 ・診療科を削除する 
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3. 確認する事項 

下記の事項について確認し、不具合や疑問点がございましたら、お教え下さい。 

 現在の薬、レジメン、診療科に各機能が対応できているか 

システムを利用して、業務に用いるレジメンの情報を様々登録して頂き、対応

できていないものが無いかどうかを確認して頂きたく思います。登録レジメンの

選定はお任せいたします。 

 

 業務イベントを想定した、操作のリハーサル 

業務上考えられる、システムデータを変更する必要のあるイベントを想定し、

操作して困る事象が発生しないかを、確認して頂きたく思います。 

例）診療科の統合が起こった時を想定した操作手順 

 

 ユーザビリティの確認 

 本システムの機能を利用して頂き、表示がわかりづらい、操作の順序がわかり

づらい等のご意見を頂きたく思います。 

 

 その他、システムの動作速度などの確認 

 ページを表示する速度が遅いなど、システムがスムーズに動作しない事態が起

こらないかを確認して頂きたく思います。 

4. テスト運用手順 

(ア) 準備物 

① システムがインストールされたコンピュータ 

② 登録するレジメンのデータ（閲覧可能な状態） 

③ 運用テスト・不具合フォーム 

④ 運用テスト・実行内容記録表 

 

(イ) テスト実施順序 

① テスト 1：診療科の登録 

初めに、診療科登録画面を用いて、診療科が登録できるかを確認してくだ

さい。確認できたら、現在の病院に存在する診療科を全て登録してください。

また、この時診療科名変更・削除なども実行し、確認してください。 

 

② テスト 2：薬の登録 

登録するレジメンを１つ用意してください。薬登録画面を用いて、そのレ

ジメンに記載されている抗がん剤を登録してください。この時、削除や編集

の動作も試してみてください。 
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③ テスト 3：レジメンの登録 

テスト 2で用意したレジメンを、レジメン登録画面で実際に登録してくだ

さい。その後は、テスト 2とテスト 3を繰り返し、様々なレジメンを用いて

登録・編集・削除の確認を行ってみてください。 

 

(ウ) 不具合の記録 

・テスト時に発見した問題についてはその場で「運用テスト不具合報告書」

に記録してください。 

 

5. 実施期間 

10月 19日～11月 3日頃まで 

 

6. テストの報告方法について 

I. 不具合内容を、１つずつ不具合報告フォームにご記入下さい。 

II. 記入後、メールで以下の連絡先までお送り下さい。調査し、対応いたします。 

III. テスト期間終了後に、運用テスト・実行内容記録表をお渡しください。 

 

7. 連絡先 

筑波大学大学院 システム情報工学研究科 コンピュータサイエンス専攻 

研究開発プロジェクト：抗がん剤薬歴管理システム開発チーム 

テスト責任者 児玉 

 s1120694@u.tsukuba.ac.jp 

mailto:s1120694@u.tsukuba.ac.jp


不具合報告フォーム

フォームについ
て

この度は、抗がん剤薬歴管理システムの運用テストにご協力いただき、ありがとうございます。
もしシステムをご使用中に不具合が有りましたら、お手数ですが本フォームを記入し、お送りいただければと思います。
ご連絡を頂き次第、原因を調査し、対応いたします。

お願い
・発見した不具合は、１つずつ本フォームに記入して下さい。
・太線内を記入して下さい。

シートNo.
発見日
報告者
不具合の内容
（具体的にお願
いします）
不具合発生状
況
（問題発生まで
の流れ、使用レ
ジメン、入力内
容）

例：
●試していた内容：通常のレジメン登録、診療科移行作業中など
●使用していたレジメン：S-1+CDDP
●発生までの流れ：薬を登録してレジメンを登録しようとした時に～

どのような改善
が必要ですか

スクリーンショッ
ト

修正内容・検討
結果

担当者
修正日
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レジメン定義データの登録手順 
2012年 10月 18日 

筑波大学大学院 抗がん剤薬歴管理システム開発チーム 

児玉剛幸 

本解説書では，レジメン定義を登録する手順を順を追って示します． 

登録時に用いるのは，次の３つの機能です． 

 

図 1 メニュー画面 

①診療科登録・編集 

②薬登録・編集 

③レジメン登録・編集 

今回，登録に使用するサンプルのレジメンは 

「整形外科 進行性骨軟部肉腫 ICE療法」です． 

図１の①～③の順番に、登録を進めていきます。 
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1 診療科の登録 

まず、診療科が登録されているか、確認を行います。 

図 1（メニュー画面）の①を選び、診療科一覧画面へ移動します。 

診療科一覧画面では、以下のことが行えます。 

①診療科の登録・変更 

②診療科の削除 

 

図 2 診療科一覧画面 

今回の例で登録する ICE療法は、整形外科のレジメンです。 

図２の一覧で無いことを確認したら、整形外科を登録します。図２の①をクリックします。 

図３の画面が現れるので、以下の手順で診療科を登録します。 

 「新しく診療科を登録する」をチェックする。 

 「新しい診療科名」に「整形外科」と入力する。 

 診療科を登録するボタンを押す。 

 次に表示される確認画面で内容を確認し、「決定」ボタンを押し、登録する。 
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図 3 診療科登録 

 

 

2 薬の登録 

診療科の登録を確認したら、薬を登録します。 

ICE療法のレジメンデータの以下の表に注目して下さい。 

ここに記された抗がん剤の“商品名”をレジメンに登録します。 

 

 

図１（メニュー画面）の②を押して、薬登録の画面へ移動します。 

最初に現れる薬一覧画面（図４）では、以下のことが可能です。 

①薬を検索する 

②薬を登録する 

ID 身長 cm CLcr ##### mL/min
患者名 体重 kg

年齢 歳 体表面積 ㎡
性別 女性 血清ｸﾚｱﾁﾆﾝ値 mg/dL

開始日

CBDCA 400 mg/㎡ mg/day mg/body V (450mg/V) V(150mg/V) V(50mg/V)

IFM 1800 mg/㎡ mg/day mg/body V (1g/V)

VP-16 100 mg/㎡ mg/day mg/body V(100mg/V)

d1 d2 d3 d4 d5
↓ ↓
↓ ↓ ↓ ↓ ↓
↓ ↓ ↓ ↓ ↓

（1ｺｰｽ：4週間 30ｺｰｽ行う）

d 1 d2 d3 d4 d5 d6-d15

500 ml (開始時にｲﾒﾝﾄﾞ内服) ○ ○ ○ ○ ○
2回 2回 2回 2回 2回

1 A (ﾒｲﾝと同時に開始)

ﾃﾞｶﾄﾞﾛﾝ(6 .6mg) 2 V

点滴30分

250 ml

0.0 V(450mg/V)

2.0 V(150mg/V)

-6.0 V(50mg/V) 点滴1時間

500 ml (0.4v使用)

点滴30分　

500 ml

0.0 V 点滴5時間

250 ml (ｲﾎﾏｲﾄﾞ投与終了後より開始)

0.0 V 点滴1時間

500 ml

20 ml 点滴4時間毎, 4回/day

100 ml ○ ○ ○ ○ ○
0.0 A 点滴30分 3回 3回 3回 3回 3回
50 ml ○ ○ ○ ○ ○

0.50 V ＊2 点滴15分 3回 3回 3回 3回 3回
皮下注射 1日1回　（皮下注射不可の時は点滴静注) ○
内服 ⓐ ﾒｲﾝ開始時より開始 残り2日は午前中に内服 ○ ○ ○

Day１-2 メイン；A→B

側管；①→②→③→④→⑤、⑥(⑥はｲﾎﾏｲﾄﾞ終了直後、4時間後、8時間後投与　　⑦はﾒｲﾝ開始時、ﾒｲﾝ開始12時間後、24時間後に投与)

Day3-5 メイン；A→B

側管；①→③→④→⑤、⑥(⑥はｲﾎﾏｲﾄﾞ終了直後、4時間後、8時間後投与　　⑦はﾒｲﾝ開始時、ﾒｲﾝ開始12時間後、24時間後に投与)

  

＊1 ﾒｲﾝ投与開始より水分摂取を開始する

＊2 ﾀﾞｲｱﾓｯｸｽ　5歳未満は125mg/回、5歳以上は250mg/回
＊3 全ｸｰﾙにおいて、Day1～5の投与終了翌日より10日間G-CSFの投与を行う

○

ｲﾒﾝﾄﾞｾｯﾄ

側管 ⑥
生食 (ｲﾎﾏｲﾄﾞ終了直後、4時間後、8時間後)

生食 (ﾒｲﾝ点滴開始時、12時間後、24時間後)

(ﾒｲﾝA点滴終了後より開始)

ｸﾞﾗﾝ75

B
ﾗｸﾃｯｸ

①

④
ｲﾎﾏｲﾄﾞ

③
ﾏﾝﾆｯﾄｰﾙS

生食

ﾒｲﾛﾝ7%

⑤

生食

略号 一般名 商品名

IFM

②
ﾊﾟﾗﾌﾟﾗﾁﾝ

ｲﾎｽﾌｧﾐﾄﾞ
CBDCA ｶﾙﾎﾞﾌﾟﾗﾁﾝ

○

○

○

○○ ○

○

側管

○
(ﾒｲﾝ投与開始2時間後より開始)

○

側管
(ﾒｲﾝ投与開始1時間半後より開始)

○

(ﾒｲﾝ投与開始30分後より開始)

○ ○ ○

点滴4時間, 2回/day

○

2.00 -6.00

0.00

ﾒｲﾝ A
ﾗｸﾃｯｸ

ｴﾄﾎﾟｼﾄﾞ ﾍﾞﾌﾟｼﾄﾞ
ｲﾎﾏｲﾄﾞ

VP-16

0.00

0.00

計算値

目次

整形外科　進行性骨軟部肉腫　ICE療法
東京医大病院　整形外科

担当医

側管

制吐剤を選択して下さい

○

0.00

CBDCA(400mg/㎡): d1,d2, IFM(1800mg/㎡): d1-d5, VP-16(100mg/㎡): d1-d5 q4w

ﾊﾟﾗﾌﾟﾗﾁﾝ

0

実施量
0
0

ﾒｲﾝ

○○

○ ○

ﾍﾞﾌﾟｼﾄﾞ
○

側管

○ ○

側管 ⑦

○ ○

○

ｳﾛﾐﾃｷｻﾝ

側管

ﾀﾞｲｱﾓｯｸｽ

5%ﾌﾞﾄﾞｳ糖
○

レジメン

承認済
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図 4 薬一覧画面 

 

まず、①の検索で、今回登録するレジメンに必要な薬があるかを探します。 

なければ、②から薬を登録します。 

今回の場合、「パラプラチン」「イホマイド」「ベプシド」すべて登録されていないので、３

つとも登録する必要があります。薬は１種類ずつ登録します。例として、パラプラチンを

登録する流れを示します。 
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図 5 薬登録画面 

図５に示しながら薬登録の手順を説明します。 

１：商品名を入力します。 

２：薬の分類を指定します。「パラプラチン」は注射薬であるので、注射薬を選択します。 

３：コメントを入力します。薬歴の登録時に、この薬を使用する場合の注意事項を示すた

めに用います。 

４：使用単位を選びます。レジメン中央の使用薬表には、「パラプラチン」に用いる単位が

mgであることが示されています（下図○部分）。そのため、使用単位としては「mg」を選

択します。 

 

５：登録ボタンを押します。 

画面が遷移して登録内容確認画面へ移動するので、登録内容が正しいか確認した後に、「決

定」ボタンを押して登録します。 

 

上記の手順で、「イホマイド」「ベプシド」も登録します。 

ID 身長 cm CLcr ##### mL/min
患者名 体重 kg

年齢 歳 体表面積 ㎡
性別 女性 血清ｸﾚｱﾁﾆﾝ値 mg/dL

開始日

CBDCA 400 mg/㎡ mg/day mg/body V (450mg/V) V(150mg/V) V(50mg/V)

IFM 1800 mg/㎡ mg/day mg/body V (1g/V)

VP-16 100 mg/㎡ mg/day mg/body V(100mg/V)

d1 d2 d3 d4 d5
↓ ↓
↓ ↓ ↓ ↓ ↓
↓ ↓ ↓ ↓ ↓

（1ｺｰｽ：4週間 30ｺｰｽ行う）

d 1 d2 d3 d4 d5 d6-d15

500 ml (開始時にｲﾒﾝﾄﾞ内服) ○ ○ ○ ○ ○
2回 2回 2回 2回 2回

1 A (ﾒｲﾝと同時に開始)

ﾃﾞｶﾄﾞﾛﾝ(6 .6mg) 2 V

点滴30分

250 ml

0.0 V(450mg/V)

2.0 V(150mg/V)

-6.0 V(50mg/V) 点滴1時間

500 ml (0.4v使用)

点滴30分　

500 ml

0.0 V 点滴5時間

250 ml (ｲﾎﾏｲﾄﾞ投与終了後より開始)

0.0 V 点滴1時間

500 ml

20 ml 点滴4時間毎, 4回/day

100 ml ○ ○ ○ ○ ○
0.0 A 点滴30分 3回 3回 3回 3回 3回
50 ml ○ ○ ○ ○ ○

0.50 V ＊2 点滴15分 3回 3回 3回 3回 3回
皮下注射 1日1回　（皮下注射不可の時は点滴静注) ○
内服 ⓐ ﾒｲﾝ開始時より開始 残り2日は午前中に内服 ○ ○ ○

Day１-2 メイン；A→B

側管；①→②→③→④→⑤、⑥(⑥はｲﾎﾏｲﾄﾞ終了直後、4時間後、8時間後投与　　⑦はﾒｲﾝ開始時、ﾒｲﾝ開始12時間後、24時間後に投与)

Day3-5 メイン；A→B

側管；①→③→④→⑤、⑥(⑥はｲﾎﾏｲﾄﾞ終了直後、4時間後、8時間後投与　　⑦はﾒｲﾝ開始時、ﾒｲﾝ開始12時間後、24時間後に投与)

  

＊1 ﾒｲﾝ投与開始より水分摂取を開始する

＊2 ﾀﾞｲｱﾓｯｸｽ　5歳未満は125mg/回、5歳以上は250mg/回
＊3 全ｸｰﾙにおいて、Day1～5の投与終了翌日より10日間G-CSFの投与を行う

○

ｲﾒﾝﾄﾞｾｯﾄ

側管 ⑥
生食 (ｲﾎﾏｲﾄﾞ終了直後、4時間後、8時間後)

生食 (ﾒｲﾝ点滴開始時、12時間後、24時間後)

(ﾒｲﾝA点滴終了後より開始)

ｸﾞﾗﾝ75
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①

④
ｲﾎﾏｲﾄﾞ

③
ﾏﾝﾆｯﾄｰﾙS
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ﾒｲﾛﾝ7%

⑤

生食

略号 一般名 商品名

IFM

②
ﾊﾟﾗﾌﾟﾗﾁﾝ

ｲﾎｽﾌｧﾐﾄﾞ
CBDCA ｶﾙﾎﾞﾌﾟﾗﾁﾝ

○

○

○

○○ ○

○

側管

○
(ﾒｲﾝ投与開始2時間後より開始)

○

側管
(ﾒｲﾝ投与開始1時間半後より開始)

○

(ﾒｲﾝ投与開始30分後より開始)

○ ○ ○

点滴4時間, 2回/day

○

2.00 -6.00

0.00

ﾒｲﾝ A
ﾗｸﾃｯｸ

ｴﾄﾎﾟｼﾄﾞ ﾍﾞﾌﾟｼﾄﾞ
ｲﾎﾏｲﾄﾞ

VP-16

0.00

0.00
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0
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 レジメンデータ登録手順マニュアル  

 

 

 

 

 

 

 

 

3 レジメンの登録 

診療科と薬の登録が終わった後に、レジメンの登録を行います。 

図１（メニュー画面）の③を押し、レジメン登録へ進みます。 

まず、図６に示すレジメン一覧画面が現れます。以下のことが可能です。 

①レジメンを検索する。 

 診療科を選択して検索を押すと、その診療科で登録されているレジメンが表示さ

れます。 

 ドロップダウンメニューで診療科を選択すると、内服薬のドロップダウンメニュ

ーが変化します。 

 そこから更に内服薬を指定すれば、注射薬のドロップダウンメニューが変化しま

す。 

 それにより、表示結果を絞り込むことも可能です。 

②レジメンを登録する。 

 

図 6 レジメン一覧画面 



 レジメンデータ登録手順マニュアル  

 

今回は、「進行性骨軟部肉腫 ICE療法」を登録するので、②を押して登録画面へ移動しま

す。 

図７に示すレジメン登録画面が現れます。順を追って説明していきます。 

 

 

図 7 レジメン登録・編集画面（１） 

①レジメン名を入力します。 

今回は、「進行性骨軟部肉腫 ICE療法」と入力します。 

②レジメンを使用するを選択します。 

この選択肢は、薬歴の登録時に、「過去使われていたが、使用されなくなったレジメン」

のデータを、検索に表示させないために用意されています。 

③診療科を選択します。 

 今回は、「整形外科」を選択します。 

④複数の診療科で、共通のレジメンを用いている場合、このボタンで診療科の選択ボック

スを増やします。 

今回は「整形外科」のみであるため、使用しません。 

⑤レジメン適用期間を入力します。 

 このレジメン適用期間は、そのレジメンの“１クール”を指します。レジメンの以下○

の部分に注目します。 

このレジメンは、４週間、つまり 28日間で１クールであることを示しています。⑤での入

力は、週ではなく日単位で入力を行うため、「28」を入力します。 



 レジメンデータ登録手順マニュアル  

 

⑥上限回数を入力します。 

 上限回数は、レジメンを何クールまでを繰り返して行うかを指します。レジメンの以下

の部分に注目すると、30コース行うと示されています。そのため、上限回数は 30とします。

なお上限回数は、整数値での入力となります。もしも上限回数が小数で設定されていた場

合、繰り上げをして入力して下さい（例：2.5→3）。また、上限回数が特に示されていない

場合は、上限なしのチェックボックスをチェックして下さい。チェックが入っている場合、

上限回数に入力している数値は無効化されます。 

 

⑦薬を追加します。 

 このボタンを押すと、図 8の薬選択画面が、別ウインドウで現れます。 

 

図 8 薬選択画面 

図８の薬選択画面では、以下を行います。 

 使用する薬名を検索する。 

 検索で表示された薬の「薬名」をクリックする。 

 上記を繰り返し、使用する薬を全て選択し終わったら、「ウインドウを閉じる」ボタン

を押す。 

ID 身長 cm CLcr ##### mL/min
患者名 体重 kg

年齢 歳 体表面積 ㎡
性別 女性 血清ｸﾚｱﾁﾆﾝ値 mg/dL

開始日

CBDCA 400 mg/㎡ mg/day mg/body V (450mg/V) V(150mg/V) V(50mg/V)

IFM 1800 mg/㎡ mg/day mg/body V (1g/V)

VP-16 100 mg/㎡ mg/day mg/body V(100mg/V)

d1 d2 d3 d4 d5
↓ ↓
↓ ↓ ↓ ↓ ↓
↓ ↓ ↓ ↓ ↓

（1ｺｰｽ：4週間 30ｺｰｽ行う）

d 1 d2 d3 d4 d5 d6-d15

500 ml (開始時にｲﾒﾝﾄﾞ内服) ○ ○ ○ ○ ○
2回 2回 2回 2回 2回

1 A (ﾒｲﾝと同時に開始)

ﾃﾞｶﾄﾞﾛﾝ(6 .6mg) 2 V

点滴30分

250 ml

0.0 V(450mg/V)

2.0 V(150mg/V)

-6.0 V(50mg/V) 点滴1時間

500 ml (0.4v使用)

点滴30分　

500 ml

0.0 V 点滴5時間

250 ml (ｲﾎﾏｲﾄﾞ投与終了後より開始)

0.0 V 点滴1時間

500 ml

20 ml 点滴4時間毎, 4回/day

100 ml ○ ○ ○ ○ ○
0.0 A 点滴30分 3回 3回 3回 3回 3回
50 ml ○ ○ ○ ○ ○

0.50 V ＊2 点滴15分 3回 3回 3回 3回 3回
皮下注射 1日1回　（皮下注射不可の時は点滴静注) ○
内服 ⓐ ﾒｲﾝ開始時より開始 残り2日は午前中に内服 ○ ○ ○

Day１-2 メイン；A→B

側管；①→②→③→④→⑤、⑥(⑥はｲﾎﾏｲﾄﾞ終了直後、4時間後、8時間後投与　　⑦はﾒｲﾝ開始時、ﾒｲﾝ開始12時間後、24時間後に投与)

Day3-5 メイン；A→B

側管；①→③→④→⑤、⑥(⑥はｲﾎﾏｲﾄﾞ終了直後、4時間後、8時間後投与　　⑦はﾒｲﾝ開始時、ﾒｲﾝ開始12時間後、24時間後に投与)

  

＊1 ﾒｲﾝ投与開始より水分摂取を開始する

＊2 ﾀﾞｲｱﾓｯｸｽ　5歳未満は125mg/回、5歳以上は250mg/回
＊3 全ｸｰﾙにおいて、Day1～5の投与終了翌日より10日間G-CSFの投与を行う

○

ｲﾒﾝﾄﾞｾｯﾄ

側管 ⑥
生食 (ｲﾎﾏｲﾄﾞ終了直後、4時間後、8時間後)

生食 (ﾒｲﾝ点滴開始時、12時間後、24時間後)

(ﾒｲﾝA点滴終了後より開始)

ｸﾞﾗﾝ75

B
ﾗｸﾃｯｸ

①

④
ｲﾎﾏｲﾄﾞ

③
ﾏﾝﾆｯﾄｰﾙS

生食

ﾒｲﾛﾝ7%

⑤

生食

略号 一般名 商品名

IFM

②
ﾊﾟﾗﾌﾟﾗﾁﾝ

ｲﾎｽﾌｧﾐﾄﾞ
CBDCA ｶﾙﾎﾞﾌﾟﾗﾁﾝ

○

○

○

○○ ○

○

側管

○
(ﾒｲﾝ投与開始2時間後より開始)

○

側管
(ﾒｲﾝ投与開始1時間半後より開始)

○

(ﾒｲﾝ投与開始30分後より開始)

○ ○ ○

点滴4時間, 2回/day

○

2.00 -6.00

0.00

ﾒｲﾝ A
ﾗｸﾃｯｸ

ｴﾄﾎﾟｼﾄﾞ ﾍﾞﾌﾟｼﾄﾞ
ｲﾎﾏｲﾄﾞ

VP-16

0.00

0.00

計算値
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ID 身長 cm CLcr ##### mL/min
患者名 体重 kg

年齢 歳 体表面積 ㎡
性別 女性 血清ｸﾚｱﾁﾆﾝ値 mg/dL

開始日

CBDCA 400 mg/㎡ mg/day mg/body V (450mg/V) V(150mg/V) V(50mg/V)

IFM 1800 mg/㎡ mg/day mg/body V (1g/V)

VP-16 100 mg/㎡ mg/day mg/body V(100mg/V)

d1 d2 d3 d4 d5
↓ ↓
↓ ↓ ↓ ↓ ↓
↓ ↓ ↓ ↓ ↓

（1ｺｰｽ：4週間 30ｺｰｽ行う）

d 1 d2 d3 d4 d5 d6-d15

500 ml (開始時にｲﾒﾝﾄﾞ内服) ○ ○ ○ ○ ○
2回 2回 2回 2回 2回

1 A (ﾒｲﾝと同時に開始)

ﾃﾞｶﾄﾞﾛﾝ(6 .6mg) 2 V

点滴30分

250 ml

0.0 V(450mg/V)

2.0 V(150mg/V)

-6.0 V(50mg/V) 点滴1時間

500 ml (0.4v使用)

点滴30分　

500 ml

0.0 V 点滴5時間

250 ml (ｲﾎﾏｲﾄﾞ投与終了後より開始)

0.0 V 点滴1時間

500 ml

20 ml 点滴4時間毎, 4回/day

100 ml ○ ○ ○ ○ ○
0.0 A 点滴30分 3回 3回 3回 3回 3回
50 ml ○ ○ ○ ○ ○

0.50 V ＊2 点滴15分 3回 3回 3回 3回 3回
皮下注射 1日1回　（皮下注射不可の時は点滴静注) ○
内服 ⓐ ﾒｲﾝ開始時より開始 残り2日は午前中に内服 ○ ○ ○

Day１-2 メイン；A→B

側管；①→②→③→④→⑤、⑥(⑥はｲﾎﾏｲﾄﾞ終了直後、4時間後、8時間後投与　　⑦はﾒｲﾝ開始時、ﾒｲﾝ開始12時間後、24時間後に投与)

Day3-5 メイン；A→B

側管；①→③→④→⑤、⑥(⑥はｲﾎﾏｲﾄﾞ終了直後、4時間後、8時間後投与　　⑦はﾒｲﾝ開始時、ﾒｲﾝ開始12時間後、24時間後に投与)

  

＊1 ﾒｲﾝ投与開始より水分摂取を開始する

＊2 ﾀﾞｲｱﾓｯｸｽ　5歳未満は125mg/回、5歳以上は250mg/回
＊3 全ｸｰﾙにおいて、Day1～5の投与終了翌日より10日間G-CSFの投与を行う

○

ｲﾒﾝﾄﾞｾｯﾄ

側管 ⑥
生食 (ｲﾎﾏｲﾄﾞ終了直後、4時間後、8時間後)

生食 (ﾒｲﾝ点滴開始時、12時間後、24時間後)

(ﾒｲﾝA点滴終了後より開始)
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②
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 レジメンデータ登録手順マニュアル  

今回は、「パラプラチン」「イホマイド」「ベプシド」の３薬をクリックし、画面を閉じます。 

⑧薬の追加を画面に反映する。 

 図８で選択した薬は、直接レジメン登録画面に反映しません。 

そのためお手数ですが、⑦の手順を終えた後に、⑧を押してその選択を画面に反映させ

て下さい。 

反映すると、図９のようになります。 

 

図 9 レジメン登録・編集画面（２） 

以降、図９の番号に従い、説明します。 

 

⑨投与方法を選択する。 

 薬剤の投与方法を選択します。注射薬の場合は、「注射」「持続点滴」から選択します。 

 今回は、「持続点滴」を選択しています。 

⑩投与日を選択する。 

 各薬剤が、レジメン上のスケジュールで、何日目に投与されることを指定されているか

を入力します。 

レジメンの以下の表に注目します。今回、パラプラチンは、「d1,d2」、イホマイドとベプシ

ドは「d1,d2,d3,d4,d5」と示されています。そのため、表にはそれぞれ「1,2」「1,2,3,4,5」

のように“カンマ区切り”“スペース無し”で入力します。 



 レジメンデータ登録手順マニュアル  

 

 

ここで、内服薬の入力の仕方も説明します。 

以下は、「大腸 UFT+LV （4投 1休） 」のレジメンの使用薬剤です。 

両薬剤とも内服薬で、４週間２８日の連続した投与となっています。 

この場合、投与日は、それぞれ以下のように開始日と終了日をハイフンでつないで入力し

ます。 

UFTE(100)  ：1-28 

ユーゼル ：1-28 

 

 

⑪最大投与量・最小投与量を入力する。 

 各薬剤の投与限界を示すため、最大投与量・最小投与量を入力します。入力した値は、

薬歴の登録時に活用されます。薬歴の登録時、実際の投与量の値がこの範囲外であった場

合、エラーとなり、入力できません。 

各薬品について、レジメン等を参照して範囲を設定して下さい。 

⑫１日投与量を入力する。 

 そのレジメンの１日に使用する基準の投与量を入力します。ここに入力した値は、レジ

メン情報の一部として表示されます。なお１日投与量は、文字列で入力可能です。表示し

たい内容を単位を含めて入力して下さい。 

⑬コメントを入力します。 

 各薬に対して、レジメン特有の注意事項があったら、ここに入力することができます。 

⑭登録内容から薬を削除します。 

 このボタンを押すと、画面からその薬を削除することができます。再び登録する必要が

ありましたら、⑦で登録して下さい。 

⑮確認画面へ移動します。 

 上記のことが終わりましたら、登録内容確認画面へ移動するため、このボタンを押しま

す。 

 

ID 身長 cm CLcr ##### mL/min
患者名 体重 kg

年齢 歳 体表面積 ㎡
性別 女性 血清ｸﾚｱﾁﾆﾝ値 mg/dL

開始日

CBDCA 400 mg/㎡ mg/day mg/body V (450mg/V) V(150mg/V) V(50mg/V)

IFM 1800 mg/㎡ mg/day mg/body V (1g/V)

VP-16 100 mg/㎡ mg/day mg/body V(100mg/V)

d1 d2 d3 d4 d5
↓ ↓
↓ ↓ ↓ ↓ ↓
↓ ↓ ↓ ↓ ↓

（1ｺｰｽ：4週間 30ｺｰｽ行う）

d 1 d2 d3 d4 d5 d6-d15

500 ml (開始時にｲﾒﾝﾄﾞ内服) ○ ○ ○ ○ ○
2回 2回 2回 2回 2回

1 A (ﾒｲﾝと同時に開始)

ﾃﾞｶﾄﾞﾛﾝ(6 .6mg) 2 V

点滴30分

250 ml

0.0 V(450mg/V)

2.0 V(150mg/V)

-6.0 V(50mg/V) 点滴1時間

500 ml (0.4v使用)

点滴30分　

500 ml

0.0 V 点滴5時間

250 ml (ｲﾎﾏｲﾄﾞ投与終了後より開始)

0.0 V 点滴1時間

500 ml

20 ml 点滴4時間毎, 4回/day

100 ml ○ ○ ○ ○ ○
0.0 A 点滴30分 3回 3回 3回 3回 3回
50 ml ○ ○ ○ ○ ○

0.50 V ＊2 点滴15分 3回 3回 3回 3回 3回
皮下注射 1日1回　（皮下注射不可の時は点滴静注) ○
内服 ⓐ ﾒｲﾝ開始時より開始 残り2日は午前中に内服 ○ ○ ○

Day１-2 メイン；A→B

側管；①→②→③→④→⑤、⑥(⑥はｲﾎﾏｲﾄﾞ終了直後、4時間後、8時間後投与　　⑦はﾒｲﾝ開始時、ﾒｲﾝ開始12時間後、24時間後に投与)

Day3-5 メイン；A→B

側管；①→③→④→⑤、⑥(⑥はｲﾎﾏｲﾄﾞ終了直後、4時間後、8時間後投与　　⑦はﾒｲﾝ開始時、ﾒｲﾝ開始12時間後、24時間後に投与)

  

＊1 ﾒｲﾝ投与開始より水分摂取を開始する

＊2 ﾀﾞｲｱﾓｯｸｽ　5歳未満は125mg/回、5歳以上は250mg/回
＊3 全ｸｰﾙにおいて、Day1～5の投与終了翌日より10日間G-CSFの投与を行う

○

ｲﾒﾝﾄﾞｾｯﾄ

側管 ⑥
生食 (ｲﾎﾏｲﾄﾞ終了直後、4時間後、8時間後)

生食 (ﾒｲﾝ点滴開始時、12時間後、24時間後)

(ﾒｲﾝA点滴終了後より開始)

ｸﾞﾗﾝ75

B
ﾗｸﾃｯｸ

①

④
ｲﾎﾏｲﾄﾞ

③
ﾏﾝﾆｯﾄｰﾙS

生食

ﾒｲﾛﾝ7%

⑤

生食

略号 一般名 商品名

IFM

②
ﾊﾟﾗﾌﾟﾗﾁﾝ

ｲﾎｽﾌｧﾐﾄﾞ
CBDCA ｶﾙﾎﾞﾌﾟﾗﾁﾝ

○

○

○

○○ ○

○

側管

○
(ﾒｲﾝ投与開始2時間後より開始)

○

側管
(ﾒｲﾝ投与開始1時間半後より開始)

○

(ﾒｲﾝ投与開始30分後より開始)

○ ○ ○

点滴4時間, 2回/day

○

2.00 -6.00

0.00

ﾒｲﾝ A
ﾗｸﾃｯｸ

ｴﾄﾎﾟｼﾄﾞ ﾍﾞﾌﾟｼﾄﾞ
ｲﾎﾏｲﾄﾞ

VP-16

0.00

0.00

計算値

目次

整形外科　進行性骨軟部肉腫　ICE療法
東京医大病院　整形外科

担当医

側管

制吐剤を選択して下さい

○

0.00

CBDCA(400mg/㎡): d1,d2, IFM(1800mg/㎡): d1-d5, VP-16(100mg/㎡): d1-d5 q4w

ﾊﾟﾗﾌﾟﾗﾁﾝ

0

実施量
0
0

ﾒｲﾝ

○○

○ ○

ﾍﾞﾌﾟｼﾄﾞ
○

側管

○ ○

側管 ⑦

○ ○

○

ｳﾛﾐﾃｷｻﾝ

側管

ﾀﾞｲｱﾓｯｸｽ

5%ﾌﾞﾄﾞｳ糖
○

レジメン

承認済

day

  1       8       15       22       29

UFTE(100)ﾃｶﾞﾌｰﾙ･ｳﾗｼﾙ
商品名

LV ﾕｰｾﾞﾙﾚﾎﾞﾎﾘﾅｰﾄ・ｶﾙｼｳﾑ

一般名
UFT
略号



 レジメンデータ登録手順マニュアル  

①～⑮まで終え、レジメン登録内容を図 10の画面で確認します。 

 

図 10 レジメン登録内容確認画面 

確認し、正しければ決定ボタンを押します。 

実際に登録されたかを一覧画面の検索を用い確認すると、以下のように表示されます。 

 

 

図 11 登録されたレジメン 
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単体テスト指示書 ver.1.1 

1 テストする環境 

テストは各個人のノート PCもしくはデスクトップで行ってください。 

今回のシステムの想定動作環境は、以下を想定しています。 

 OS：windows7 professional 

CPU：intel Corei5 

 ブラウザ：IE9 

 DB：MySQL(XAMPP) 

開発は Firefoxで行なっていても、一度は IE9で実行確認して下さい。 

 

2 テスト実行方法 

 Cakephpの simpletestを利用して行ってください。 

App/tests/cases/models にテストコードを置きます。テスト時に利用するデータベースは、

App/tests/fixtures に記述します。Fixture は DB からインポートするのが早いですが、

ENUM型に対応していませんので、もし ENUM型をインポートする際は VARCHER型に

するなど工夫が必要です。 

 

3 テストする部位 

Model のメソッド全て。DB 構造が変わっているため、2011 年度システムのメソッドの

テストも確認します。なお、コントローラのテストは、結合テストで行います。 

 

4 確認する点 

引数間違いをチェックしているかどうか。 

実行結果は想定と一致するか。 

データベースに追加する操作の場合、想定したデータが正しく登録されているか。 

コードカバレッジを見て、必要な操作が網羅できているかを確認。（妥当であれば 100％

でなくてよい） 

 

5 テスト時の注意 

必ず gitで pullをしてから行ってください。 

 

6 テスト詳細 

次の 2つの手順を行なってください。 

6.1 コードレビュー 

アルゴリズムの説明と、コーディング規約が守られているかを、他のコーディング担当
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者に見せて簡単にチェックしてもらってください。実行したら、その旨をコードレビュー

表に記録してください。レビュー時の修正点は、バグ集計表に計上し、記録してください。 

6.2 モデルテストコードの実行 

・型別の基本テスト引数 

各メソッドの引数に対して、型別にテスト引数を以下に設定します。少なくともここに記

載された値を引数にしたテストは行って下さい。 

型名 種類 正常値 異常値 型違い 空値

INT型(正の整数値） 5 1 -1, 0 ‘abc’ Null

INT型(範囲指定あり) 6  (min), (max) (min)-1, (max)+1 ‘abc’ Null
VARCHAR型 4 (最大文字数) (最大文字数)+1, ' ' Null
TEXT型 2 ‘abc’ Null
NUMERIC型(例：正の値、5:2の場合） 6 0.01, 999.99 0, 1000.00 ‘abc’ Null
ENUM型 2+n (規定の単語)*n ‘abc’ Null

DATE型 8
1970/1/1,
2038/1/19

1969/12/31, 2012/2/30,
2038/1/20

‘abc’,1 Null

 

・少なくとも実行して欲しいテスト項目 

以下の順でテストケースに用意することを推奨します。 

 成功する引数の組み合わせ全て。 

 →同値分割した値の代表値で、成功するものの組み合わせを全て。例えば、int の引数 a

と varcharの引数 bがあるとすると、a=1,b=’ max‘の組み合わせは行うこと。 

 引数の間違い 

 →引数 aに無効値を入れる場合、a以外は、正しい値とすること。 

 複数の引数が組み合わさった時に初めてエラーとなる条件。 

 

メモ 

SQLインジェクション→cake1.3では対策されている 

XSS対策はどうするか→cake1.3では未対策？→Sanitizeというライブラリを使うらしい 

http://hijiriworld.com/web/cakephp-security/ 

http://www.slideshare.net/a24loveweb/cake-phpxss-presentation-568191 

 

・Fixtureの内容について 

メソッドに代入するように適切に用意してもらえれば、特に指定しません。ただし、複数

のメソッドのテストに用いる場合、共通で用いれるように形に気をつけてください。 

 

・テスト表の作り方 

テンプレートを参考にして、改変してください。 

 

http://hijiriworld.com/web/cakephp-security/
http://www.slideshare.net/a24loveweb/cake-phpxss-presentation-568191
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・バグ管理方法 

Googledocs 上のバグ管理票に記録してください。記入はクラスごとにシートを作成し、行

なってください。記入はテンプレートに従ってください。記入上の注意を次に説明します。 

エラーの深刻度は以下の 3 段階で記入します。これは修正の際に優先させるために用い

る目印であるため、厳密な管理ではありません。ただ、Fatalエラーは必ず重大としてくだ

さい。 

A.重大(修正しないと動作しない）, 

B.中程度(動作するが、表示の異常など） 

C.軽微(誤字など), 

 

バグ票では、現象種別・原因種別を記録します。これは、バグの傾向を分析するときに

使います。バグ票を記録するときに、以下の原因・結果の中から、一番近いと思うものを

選んでください。中には、単体テストで起こり得ない選択肢もありますが、無視してくだ

さい。あまり厳密に分別しているものでもないので、選択の判断はお任せします。 

現象種別 

画面表示・形式不正, 画面編集不正, 画面遷移不正, 出力結果不正, メッセージ不正, 

エラーチェック不正, リスト・ログ出力不正, 性能不良, 操作性不良, 操作不能, 異常

終了 , 

原因種別 

定数誤り, 参照先誤り, 関数使用誤り, 初期設定不良, 項目設定誤り, フラグ初期不

良, カウンタ初期不良, 変数属性誤り, プロパティ設定誤り, メソッド仕様誤り, 共通

モジュール使用誤り, パラメータ設定誤り, イベント初期不良, SQL使用誤り, 判定処

理不良, 処理順序性不良, 処理抜け, インタフェース不良, 仕様不良, 仕様通り, 試

験環境不備, 

 

7 テスト終了条件 

・記述したすべてのテストケースを１回以上実施すること。 

・バグ票に未解決の問題がないこと。 

・コードカバレッジが十分であること。 

・コードを誰かに見てもらい、レビューしたことを 1回以上レビュー記録表に書くこと。 

8 記入ドキュメント 

テストケースは Excelで作成する。 

Google docs上に、2次開発バグ等管理表のフォルダが有るので、その中にある以下の 2つ

に記入する。 

・2単テ - バグ管理表～単体テスト 

・2単テ - レビュー実施記録表 



作成者 作成日 作成者 作成日
更新者 最終更新 確認者 最終確認日

クラス名 Users
薬剤師モデル

チェックしたところに●をつける 正常値/異常値/型違い/NULLは基準表を参照する

↓左の表から引数の番号をコピペする

項番 型 名  称 I/O 項番 型
正常値の確
認

異常値の確
認

型違いの値
の確認

Null値の
確認

正常組み
合わせの
確認

異常組み
合わせの
確認

DBに
データな
し

1 int id I 1 int ●
2 string loginId I 2 string ● ●
3 string name I 3 string ●
4 string password I 4 string ● ●
5 boolean adminFlag = false I 5 boolean ●
6 boolean availableFlag = true I 6 boolean ●

戻り値 boolean 確認日 2012/10/16 2012/10/16
2012/10/17

備考メモ用

2012/10/16 型違いチェックしていなかった，など

登録に成功した場合true

処理説明 

1. 引数から登録データ整形
2. バリデーションチェック
3. IDが指定されている場合、そのIDの薬剤師が存在するかチェック
3.1 薬剤師が存在しなければreturn false
4. 登録/編集する薬剤師以外の薬剤師を使用不可にする
5. 薬剤師登録

 備考 

引数

補足説明

ID nullの場合新規登録、登録されているIDの場合更新

二桁の数値のログインID(01～99)

薬剤師名

ログインパスワード

管理者権限フラグ

利用可フラグ

単体テストチェック項目表クラス・メソッド定義書

メソッド名 薬剤師登録
構文 register(loginId,name,password,adminFlag,availableFlag)



テストケース作成基準（テストチェック項目） 

 

クラス名：＿＿＿＿＿＿＿＿  メソッド名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

引数について 

 正常値を入力した場合の動作は確認したか 

 異常値を入力した場合の動作は確認したか 

 型違いの値を入力した場合の動作は確認したか 

 ヌル値を入力した場合の動作は確認したか 

 全ての引数が正常値である組み合わせで、動作確認をしたか 

 複数の引数の組み合わせでエラーとなるものがあるか 

 その組み合わせを実行し、確認したか 

 

事前条件について 

 メソッド内でデータベースにアクセスするか 

 データベースにアクセスするデータがある状態で確認したか 

 データベースにアクセスするデータがない状態で確認したか 



テスト分析のためのFV表 機能検証表：Function Verification Table

ID 画面名 開発 目的機能 検証内容 テスト技法

SC02 メニュー 2次
・各種機能へのリンク
・ログインユーザが一般ユーザである時と管理者
であるときで表示するリンクを変更する。

・各画面へのリンクが正しいか。
・管理者権限でログインした場合のみ、専用リンク
が表示されているか。

項目動作確認表

SC05 患者情報 2次

・患者の個人情報の表示、使用中のレジメンの表
示
・患者情報への各種操作リンク
・患者の直近の投薬履歴のカレンダー表示。

・各種情報の表示内容は正しいか。
・表示の展開・折りたたみは動作するか。
・各画面へのリンクが正しいか。
・カレンダー表示は正しいか。

項目動作確認表

SC07 患者レジメン登録 2次 ・新規患者レジメンの登録
・レジメンの検索結果は正しいか。
・Jqueryは正しく動作するか。
・思うようにレジメン名を探し出せるか。

CFD
デシジョンテーブル
項目動作確認表

SC08 患者薬歴登録（内服） 2次 ・新規患者薬歴の登録。内服薬。

・カレンダーの表示は正しいか。
・カレンダーをクリックして投与開始日が登録され
るか。
・入力のバリデーションは働くか。
・エラーが正しく表示されているか。
・内服薬が2薬以上だった場合の動作はどうか。

CFD
デシジョンテーブル
項目動作確認表

SC09 薬歴登録確認（内服） 2次 ・新規薬歴登録直前の確認画面。

・前のページの内容が正しく反映されているか。
・警告は表示されているか。
･修正するために戻った時、前のページで表示内
容が維持されているか。

CFD
デシジョンテーブル
項目動作確認表

SC11 レジメン登録・編集 1次
・レジメン定義の新規登録。
・編集の場合は、呼び出した内容を入力フォーム

・診療科のタブは正しく追加・削除できるか。
・薬は正しく追加・削除出来るか。

SC12 レジメン一覧 1次
・レジメンの検索（前方・後方・部分一致、完全一
致）

・検索条件にあった検索が行われるか。
・Jqueryは正しく動作するか。

SC13 レジメン情報 1次 ・レジメンの詳細情報表示。 ・レジメンの内容は正しいか。
SC19 薬一覧 1次

・登録されている薬の検索
・検索条件にあった薬名の表示とリンク

・検索条件にあった検索が行われるか。
・目的の薬は探し出せるか。

SC20 薬情報 1次 ・指定した薬の詳細内容を表示 ・表示は正しいか。
SC21 薬登録・編集 1次

・薬情報の登録
・薬の編集の場合は、入力フォームに呼び出した

・編集の場合は必要な情報が全て入力フォーム
に呼び出されているか。

SC22 診療科一覧 1次
・診療科名称を一覧表示
・登録・編集画面へのリンク

・表示は正しいか。
・リンクは正しいか。

SC23 診療科登録・編集 1次
・診療科の新規登録
・編集の場合は、診療科を指定し、上書き。

・新規登録が正しく行われるか。
・編集が正しく行われるか。

SC26 患者薬歴登録（注射） 2次

画面上部から順に
・各画面へのリンク
・患者情報の表示
・レジメン情報の表示
・注射薬歴の登録
・前回薬歴内容の呼び出し
・薬歴カレンダー（1ヶ月）の表示

（１）リンククリック時の遷移先は正しいか。
（２）患者情報・レジメン情報の表示は正しいか。
（３）薬歴登録時の画面の挙動（入力フォームの
無効化等）は正常か。
（４）薬歴登録の入力フォームのバリデーションは
動作しているか。
（５）エラー条件に当てはまる入力の場合、エラー
は表示されるか。
（６）呼び出される前回薬歴内容は正しいか。
（７）カレンダーの表示は正しいか。

CFD
デシジョンテーブル
項目動作確認表

SC27 薬歴登録確認（注射） 2次
・注射薬歴登録直前の確認表示。
・警告
・薬歴情報の登録

・SC26で記入した内容どおりになっているか
・内容にあった警告文が表示されるか
・実際に正しく登録されるか

CFD
デシジョンテーブル
項目動作確認表

SC28 薬歴一覧 2次
・対象患者にこれまで追加された薬歴すべてを表
示

・患者レジメンがすべて表示されているか
・各患者レジメンの期間が正しいか
・薬歴がすべて表示されるか
・レジメン、薬歴とも最新のものがが上となってい
るか
・編集と削除が正しく行えるか

項目動作確認表

SC29 日報作成（外来） 2次
・指定日の外来処方の注射薬歴を一覧化して、
日報用として表示
・担当薬剤師の記録

・指定日の薬歴で、”注射薬”かつ”外来”であるも
のすべて表示されるか
・集計内容は正しいか
・日報印刷画面に遷移できるか

項目動作確認表
（組み合わせの判定は不
要）

SC30 日報印刷（外来） 2次 ・外来日報の内容を印刷用に整形して表示 ・SC29で記入した内容どおりとなっているか 項目動作確認表

SC31 日報作成（入院） 2次
・指定日の入院処方の注射薬歴を一覧化して、
日報用として表示
・担当薬剤師の記録

・指定日の薬歴で、”注射薬”かつ”入院”であるも
のすべて表示されるか
・集計内容は正しいか
・日報印刷画面に遷移できるか

項目動作確認表
（組み合わせの判定は不
要）

SC32 日報印刷（入院） 2次 ・入院日報の内容を印刷用に整形して表示 ・SC31で記入した内容どおりとなっているか 項目動作確認表



エラー１ 
（未入力） 

選択する 

診療科 

選択する 

内服薬 

絞込み→ 
診療科のみ 

#1 

#2 

#2 

有効系結果 

無効系結果 

有効系ルート 

無効系ルート 

絞込み→ 
診療科∧ 
内服薬 

絞込み→ 
診療科∧ 
内服薬∧ 
注射薬１種 

絞込み→ 
診療科∧ 
内服薬∧ 
注射薬２種 

薬A 

注射薬１ 

薬B 

注射薬２ 

薬A 未選択 

未選択 

#3 

#4 

#5 
#6 #7 

SC07 患者レジメン登録画面 

CFD 1 



エラー１ 
（未入力） 

エラー３ 
（型違い） 

入力あり 

投与 
開始日 

実投与量 

文字列 

マイナス値, 
最大桁+1 

最大桁数値 

確認画面へ 
  遷移 

#1 

エラー２ 
（桁数が 
 範囲外） 

有効系結果 

無効系結果 

有効系ルート 

無効系ルート 

指定期間に同名の
薬の薬歴がない 

処方日のかぶり 

指定期間と同期間
内に同名の薬の薬

歴がある 

同じ患者レジ
メンの薬歴 

同じ患者レジメンで登録さ
れた薬歴が存在する 

同じ患者レジメンで登録さ
れた薬歴が存在しない 

薬歴同士の
間の日数 

前回の薬歴との間が7
日未満 

前回の薬歴との間が7
日以上 

エラー６ 
（連結不可） 

SC08 エラーの判定 v1.1 

入院 

処方区分 

外来（院外） 

入院（院内） 

処方日数 

文字列 

マイナス値, 
最大桁+1 

最大桁数値 

エラー４ 
（処方日 
かぶり） 

同名の薬は、患
者レジメンが同じ

もの。 

次の適用期
間を始める 

チェックが 
ついていない 

チェックが 
ついている 

連結処方
チェック 

チェックが 
ついていない 

チェックが 
ついている 

#2 

#3 

#4 

#5 

#6 

#7 

#8 

#9 #10 

#11 

#12 

#13 

エラー５ 
（初回薬歴が 
未登録） 

#14 

CFD 2 



警告：最小 
投与量未満 

警告：規定 
日と違う 

警告なし 

警告：休薬 
日数不足 

有効系結果 

無効系結果 

有効系ルート 

無効系ルート 

最大投与量を超える 

実投与量 
規定範囲内である 

最小投与量を下回る 

（１種以上の内服・注射薬）
規定日数より少ない 

休薬日数 

規定日数以上 

警告：最大 
投与量超 

規定日数：前回
の薬歴の、患者
レジメンの定義
において、それ
ぞれの薬剤の最
終投与日から、
レジメン期間終
了日までの日数 

休薬日数：前回
の薬歴の最終投
与日から、今回
指定した投与開
始日までの日数 

レジメン予定期
間：レジメンで規
定された、day1-
21などの期間。 

SC27 警告の判定 ver1.0 

次の適用期
間を始める 

チェックが 
ついている 

チェックが 
ついていない 

一致しない 

注射予定日 

同薬のいずれかの
注射予定日に一致

する 
#1 

#2 

#3 

#4 

#5 

#7 

上限回数を超えている 

レジメン上限回数 

上限回数以下 

警告：繰り返し 
上限回数超 

#6 

CFD 3 



エラー１ 
（未入力） 

エラー３ 
（型違い） 

入力あり 

投与日 

入院 

処方区分 

外来 

１コ以上
チェック 

実施 

最大桁数値 

実投与量 

文字列 

マイナス値, 
最大桁+1 

最大桁数値 

ファシール 

文字列 
文字列，
数値 

確認画面へ 
  遷移 

#1 

#2 

整数値 

その他 
調製本数 

文字列 

マイナス値 
最大桁+1 

マイナス値, 
最大桁+1 

エラー２ 
（桁数が 
 範囲外） 

有効系結果 

無効系結果 

#3 

#4 

#5 

#10 

#7 
#8 

#6 

#9 

#11 

#12 

#13 

有効系ルート 

無効系ルート 

SC26 患者薬歴登録画面（注射） ver1.2 

エラー４ 
（日付の 
かぶり） 

指定した投与日に同
名薬の薬歴がない 

投与日のかぶり 

指定した投与日に同
名薬の薬歴がある 

#14 

チェックが 
ついている 

次の適用期間を
始める 

チェックが 
ついていない 

同じ患者レジ
メンの薬歴 

同じ患者レジメンで登録さ
れた薬歴が存在する 

同じ患者レジメンで登録さ
れた薬歴が存在しない 

#15 

エラー５ 
（開始レジ 
メンがない） 

#16 
CFD 4 



警告：最小 
投与量未満 

警告：規定 
日と違う 

警告なし 

警告：休薬 
日数不足 

有効系結果 

無効系結果 

有効系ルート 

無効系ルート 

最大投与量を超える 

実投与量 
規定範囲内である 

最小投与量を下回る 

（１種以上の内服・注射薬）
規定日数より少ない 

休薬日数 

規定日数以上 

警告：最大 
投与量超 

規定日数：前回
の薬歴の、患者
レジメンの定義
において、それ
ぞれの薬剤の最
終投与日から、
レジメン期間終
了日までの日数 

休薬日数：前回
の薬歴の最終投
与日から、今回
指定した投与開
始日までの日数 

レジメン予定期
間：レジメンで規
定された、day1-
21などの期間。 

SC09 警告の判定 ver1.0 

次の適用期
間を始める 

チェックが 
ついている 

チェックが 
ついていない 

初回かそうでな
いかで判定方法
が違いそう 

レジメン予定期間か
ら外れている 

レジメン予定期間 

レジメン予定期間内
に収まる #1 

#2 

#3 

#4 

#5 

#7 

上限回数を超えている 

レジメン上限回数 

上限回数以下 

警告：繰り返し 
上限回数超 

#6 

最初が外れてい
るか終わりが外
れているかで判
定が違いそう 

CFD 5 
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運用テストのご依頼 
2012年 12月 04日 

筑波大学大学院 システム開発チーム 

 

1 運用テストの目的 

要求定義書に記載された仕様通りに正しく機能しているか、また、操作性や運

用手順が想定していた通りかを、実際に利用していただくことで確認していただ

くことを目的としています。 

 

2 テスト対象 

 ・薬歴を追加する（注射・内服） 

 ・薬歴を編集する（注射・内服） 

 ・薬歴を削除する（注射・内服） 

 ・薬歴カレンダーを印刷する 

 ・患者レジメンを登録する 

 ・患者レジメンを削除する 

 ・日報を作成する（外来・入院） 

 

3 確認する事項 

 業務イベントを想定した、操作のリハーサル 

 ユーザビリティの確認 

 その他、システムの動作速度などの確認 

 

4 実施期間 

12月 04日～12月 12日頃まで 

 

5 テストの報告方法について 

問題点を 1件ずつ、不具合報告書フォーマットにご記入下さい。発見した問題点は、発

見した日に送っていただけると迅速な対応が可能です。システムが動作しなくなったなど、

テストの継続が困難になった場合は、すみやかにお知らせ下さい。対応いたします。 

6 連絡先 

筑波大学大学院 システム情報工学研究科 コンピュータサイエンス専攻 

研究開発プロジェクト：抗がん剤薬歴管理システム開発チーム 

テスト担当 児玉剛幸 

 s1120761@u.tsukuba.ac.jp 

mailto:s1120761@u.tsukuba.ac.jp
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7 具体的なテスト実行手順 

7.1 準備 

7.1.1 複数のレジメン定義を用意する 

薬歴を登録するのに必要なレジメンを事前に登録しておく必要がありま

す。前回の運用テスト時に登録していただいたレジメンデータは、新バージ

ョンに移動しましたので、それらの再登録の必要はありません。 

本システムのテストにあたり、開発チームが使用したレジメンは次の 4種

です。具体的なレジメン名は指定しませんが、これらのレジメンのような特

徴を持ったレジメンや、これらにない特徴を持ったレジメンなど、多様に登

録して、試用していただけたらと思います。 

 

 消化器外科・小児外科 膵 GEM+S-1 

 注射薬と内服薬をそれぞれ含んでいるため 

 消化器外科・小児外科 膵 IRIS(S-1+CPT-11) 

 注射薬と内服薬をそれぞれ含んでいるため 

 乳腺科 Capecitabine+CPA 

 内服薬が 2種類であるため 

 整形外科 進行性骨軟部肉腫 ICE療法 

 注射薬が 3種類であるため 

 

7.1.2 テスト用の薬歴を用意する 

システムに登録するための、処方せん・注射伝票のサンプルを用意して下

さい。同じ患者に対し、内服と注射の両方の処方せんがある例があると良い

です。 

 

7.2 実施順序 

7.2.1 単独での運用テスト 

7.2.1.1 製剤室・外来化学療法センター 

注射伝票に従い、1日分の薬歴を全て登録するテストを行なって下

さい。注射伝票の情報を登録後は、日報の作成を試して下さい。この

時、注射を中止にする手順の確認も行なって下さい。 

7.2.1.2 調剤室 

基本的には、処方せんに従い、薬歴を登録する手順をテストして下さ

い。また、同患者へ複数の薬歴を登録するテストを行って下さい。実際

に起こりうる、7日ずつの処方や、レジメンのスケジュールの遅れを再現
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して、登録を試して下さい。また、注射薬歴が既に登録されている同じ

日に内服を登録するなども、実行してみて下さい。 

 

7.2.2 同時作業での運用テスト 

 このテストは、複数のパソコンでシステムにアクセスできるようになって

から行います。 

7.2.2.1 分担しての薬歴登録 

内服の処方せんを複数枚用意し、2人以上で並行作業で薬歴登録を

行って下さい。 

7.2.2.2 同じ患者への薬歴登録 

 同じ患者への注射薬歴と内服薬歴を、2人で同時に登録してみよう

として下さい。 

 

 

 



運用テストチェック項目１／２ 

抗がん剤薬歴管理システム 運用テストチェック項目 

2012/12/16 児玉剛幸 

運用テスト中、テストを行うたびに、実際に確認を行った操作にチェックをして下さい。 

 

 １回目 ２回目 ３回目 ４回目 

テスト実施日     

テスト実施者     

 

1. 注射薬歴について 

 薬歴の追加を行った 

 「次の適用期間を始める」で追加した 

 前の薬歴と同じ周期の投与として追加した 

 注射が複数あるレジメンで、薬歴登録を行った 

 その他、例外的な動作を試した（                    ） 

 薬歴の編集を行った 

 日付を変更した 

 その他を変更した 

 薬歴の削除を行った 

 患者レジメンに対して、1つだけ登録してあった薬歴を削除した 

 患者レジメンに対して、複数登録してあった薬歴の１つを削除した 

 

2. 内服薬歴について 

 薬歴の追加を行った 

 「次の適用期間を始める」で追加した 

 前の薬歴と同じ周期の投与として追加した 

 「連結投与」を行った 

 内服が複数あるレジメンで、薬歴登録を行った 

 その他、例外的な動作を試した（                    ） 

 薬歴の編集を行った 

 開始日を変更した 

 投与期間を変更した 

 その他を変更した 

 薬歴の削除を行った 

 患者レジメンに対して、1つだけ登録してあった薬歴を削除した 

 患者レジメンに対して、複数登録してあった薬歴の１つを削除した 

 薬歴カレンダーの確認（印刷）を行った 



運用テストチェック項目２／２ 

3. 患者レジメンについて 

 患者レジメンの登録を行った 

 最新患者レジメン（患者画面中央に表示）が無いときに、登録を行った 

 最新患者レジメンがあるときに、登録を行った 

 患者レジメンの削除を行った 

 薬歴を含まない患者レジメンを削除した 

 薬歴を含んだ患者レジメンを削除した 

 

4. 日報について 

 外来日報の確認（印刷）を行った 

 1ページ以内で印刷した 

 2ページ以上で印刷した 

 入院薬歴の確認（印刷）を行った 

 1ページ以内で印刷した 

 2ページ以上で印刷した 

 

 

5. 複数人での登録について 

 内服薬の処方を複数同時に登録した 

 注射薬の処方を複数同時に登録した 

 同じ患者の内服と注射を同時に登録した 
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1 はじめにお読みください 

1.1 本システムについて 

抗がん剤薬歴管理システムは、東京医科大学病院薬剤部様における抗がん剤調剤業務の補助を目的と

し、筑波大学大学院の学生チームが開発を行ったものです。 

 

1.2 本マニュアルの使い方 

 目的によって、以下の章を参照して下さい。 

 

 システムを使った業務の流れを知りたい 

→2. 本システムを利用する業務 P.6 

 

 画面の見方を知りたい 

→3. よく使う画面 P.13 

 

 目的別に操作手順を知りたい 

→4. 各操作の説明 P.23 

 

 薬歴登録で表示された警告・エラーの対処法が知りたい 

→5. 薬歴登録のエラー、警告について P.57 
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2 本システムを利用する業務 

 抗がん剤薬歴管理システムは、以下の業務で活用します。 

 内服薬の調剤（2.1 内服薬の調剤 P.6） 

 内服の抗がん剤を調剤する際に、処方せんの内容をシステムに記録します。 

 この業務は、調剤室で行われるものです。 

 注射薬の準備（2.2 注射薬の準備 P.9） 

 注射の抗がん剤を準備する際に、注射伝票の内容をシステムに記録します。 

 この業務は、製剤室および外来化学療法センターで行われるものです。 

 注射日報の作成（2.3 注射日報の作成 P.11） 

 注射の実施後、システムに登録されたデータを用いて日報の作成をします。 

 この業務は、製剤室および外来化学療法センターで行われるものです。 

2.1 内服薬の調剤 

 （内服薬）調剤業務のフロー 2.1.1

 本システムを用いるために、内服薬の調剤業務は次に示す手順で行うことを推奨しています。 

 

図 2.1.1 
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・手順の説明 

1. 調剤室内のプリンタから処方せんを受け取ります。 

 

2. オーダリングシステムを見て、処方せんの確認をします。次の 2-1～2-3 を行います。 

2-1. 患者 ID を入力して、過去３ヶ月分の処方内容を確認します。 

2-2. 前回の処方が院外処方であったときは、その内容をメモにとります。 

（院外処方は、外部の調剤薬局で処方を受けるために、処方せんを患者に渡している場合を指

します。院外処方の場合、処方せんが調剤室を経由しないため、本システムに薬歴を記録する

手順がありません。そのため、院外処方の薬歴は、この手順の中で本システムに登録する必要

があります。） 

2-3. 処方内容に疑問点が見つかった場合、医師への問い合わせを行います。 

 

3. 本システムを用いて、処方せんの内容を薬歴として登録します。 

基本的な薬歴登録の流れは、“2.1.2（内服薬）薬歴登録のフローP.8”を参照して下さい。 

3-1. 手順 2-2 にて、院外処方の内容をメモしていた場合、その内容を薬歴としてシステムに登録し

ます。 

3-2. 処方せんの内容を薬歴として登録します。 

3-3. 薬歴カレンダーを印刷します。 

3-4. 薬歴の記録が終わった処方せんを、プリンタでコピーします。 

 

４．内服薬を調剤し、別の薬剤師に渡してダブルチェックを行います。この時、3-3 で印刷した薬歴カレ

ンダーをその薬剤師に手渡します。ダブルチェックが終わった後は、薬を受け渡す手配をします。 
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 （内服薬）薬歴登録のフロー 2.1.2

本システムでの内服薬の薬歴登録は、基本的に図 2.1.2 の流れとなります。 

 

図 2.1.2 

 

① ログイン（4.1 ログインする P.23） 

自分の薬剤師 ID でシステムにログインします。 

② 患者検索（4.3 患者を検索する P.25） 

 薬歴を登録する患者を検索します。 

③ 患者登録（4.4 患者を登録する P.27） 

 ②で患者が見つからない場合は、患者の情報を登録します。 

④ 患者レジメンの登録（4.6 患者レジメンを登録する P.31） 

 患者の処方に用いられているレジメンが登録されていない場合、患者レジメンを登録し

ます。 

⑤ 薬歴（内服）の登録（4.7 内服薬の薬歴を登録する P.34） 

 処方せんの内容を薬歴として登録します。 

⑥ 薬歴カレンダーの印刷（4.12 薬歴カレンダーを印刷する P.50） 

 監査の薬剤師に渡すために、薬歴カレンダーを印刷します。 

⑦ ログアウト 

 システムに他人が入れないように、システムからログアウトします。  
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2.2 注射薬の準備 

 （注射薬）準備業務のフロー 2.2.1

  本システムを用いるために、注射薬の準備業務は次に示す手順で行うことを推奨しています。 

 

図 2.2.1 

 

・手順の説明 

1. 注射指示伝票を受け取ります。カルテコピーがあれば、それも入手します。 

 

2. オーダリングシステムを見て、処方せんの確認をします。次の 2-1 と 2-2 を行います。 

2-1. 患者 ID を入力して、過去３ヶ月分の処方内容を確認します。 

2-2. 処方内容に疑問点が見つかった場合、医師への問い合わせを行います。 

 

3. 本システムを用いて、注射指示内容を薬歴として登録します。 

基本的な薬歴登録の流れは、“2.2.2（注射薬）薬歴登録のフローP.10”を参照して下さい。 

 

４．登録後、注射薬の準備セットを行います。 
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 （注射薬）薬歴登録のフロー 2.2.2

 本システムでの注射薬の薬歴登録は、基本的に図 2.2.2 の流れとなります。 

 

 

図 2.2.2 

① ログイン（4.1 ログインする P.23） 

自分の薬剤師 ID でシステムにログインします。 

② 患者検索（4.3 患者を検索する P.25） 

 薬歴を登録する患者を検索します。 

③ 患者登録（4.4 患者を登録する P.27） 

 ②で患者が見つからない場合は、患者の情報を登録します。 

④ 患者レジメンの登録（4.6 患者レジメンを登録する P.31） 

 患者の処方に用いられているレジメンが登録されていない場合、患者レジメンを登録し

ます。 

⑤ 薬歴（注射）の登録（4.74.8 注射薬の薬歴を登録する P.38） 

 処方せんの内容を薬歴として登録します。 

⑥ ログアウト 

 システムに他人が入れないように、システムからログアウトします。  
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2.3 注射日報の作成 

 注射日報作成業務のフロー 2.3.1

 注射日報作成は、次の業務の流れの中で行われます。 

 

図 2.3.1 

・手順の説明 

1. 変更・夜間追加分の確認 

 夜間に注射薬の追加・変更がなかったか確認します。 

 

 

2. 注射の実施 

医師によって、当日分の注射が順次実施されます。 

 

3. 日報の作成・印刷 

1 日の注射業務が全て終了した後に、本システムを用いて注射日報を作成します。 

基本的な日報作成の流れは、“2.3.2 システムを用いた日報作成のフローP.12”を参照して下さい。 

 

4. 日報の保管 

 作成した日報を保管します。  
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 システムを用いた日報作成のフロー 2.3.2

本システムでの注射日報の作成は、基本的に図 2.3.2 の流れとなります。 

 

図 2.3.2 

① ログイン（4.1 ログインする P.23） 

自分の薬剤師 ID でシステムにログインします。 

② 日報の表示（4.13 注射薬の日報を作成する P.52） 

 入院日報か外来日報かを選び、作成したい日付を指定して、日報を表示します。 

③ 日報内容の確認 

 日報作成日の注射薬歴の内容を、画面上で確認します。 

④ 薬歴の編集（4.9 薬歴を編集する P.42） 

 ③で確認した注射薬歴の中で、中止となった注射があった場合のみ行います。 

薬歴の編集を行い、該当の注射に中止のチェックを入れます。 

※中止の薬剤を全てチェックが終わるまで②～④を繰り返します。 

⑤ 日報の印刷（4.74.13 注射薬の日報を作成する P.52） 

 日報をプリンタで印刷します。 

⑥ ログアウト 

システムに他人が入れないように、システムからログアウトします。 
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3 よく使う画面 

3.1 メニュー画面 

 システムにログインをした後、最初に表示される画面です（図 3.1.1）。 

 

図 3.1.1 

 

・薬歴登録 

 薬歴登録に用いるボタンです。 

①  患者検索  ：登録された患者情報を検索します。（4.3 患者を検索する P.25） 

②  患者新規登録 ：システムに患者を登録します。（4.4 患者を登録する P.27） 

・日報 

 日報作成に用いるボタンです。 

③ 入院 ：入院患者の注射日報を作成します。（4.13 注射薬の日報を作成する P.52） 

④ 外来 ：外来患者の注射日報を作成します。（4.13 注射薬の日報を作成する P.52） 

・その他 

⑤ パスワード変更 ：自分のログインパスワードを変更します。（4.2 パスワードを変更

する P.24） 

⑥ 編集履歴  ：システムの編集履歴を見ます。 

・画面に常に表示されるボタン 

⑦ メニュー  ：他の画面からメニュー画面に移動します。 

⑧ ログアウト  ：システムの利用を終了します。 
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3.2 患者情報画面 

 患者１人の情報を表示する画面であり、患者レジメンや薬歴の登録などが行えます。 

主に、検索（4.3 患者を検索する P.25）で表示された患者名をクリックすることで表示します。 

 患者情報画面メインページ 3.2.1

【患者情報画面】のメインページは、図 3.2.1 です。 

この画面は、画面内で 4 つの項目に分かれています。①患者情報、②レジメン情報、③操作、④カレ

ンダーとなっています。 

 

図 3.2.1 
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① 患者情報 

患者の情報が表示される部分です。 

「展開」ボタンを押すと、詳細な患者情報が見られます（図 3.2.2）。 

また、再びボタンを押すことで、最小化できます。 

体表面積は、身長と体重が入力されている場合のみ、DuBois 式で計算された値が表示されます。 

 

図 3.2.2 

 

② レジメン情報 

患者レジメンの情報が表示される部分です（図 3.2.3）。 

「展開」ボタンを押すと、患者レジメンの詳細情報が見られます（図 3.2.3）。 

また、再びボタンを押すことで、最小化できます。 

 

・レジメン適用期間とは、このレジメンのスケジュールで、投薬期間と休薬期間を合わせた日数を

指します。例えば、１投１休ならば、14 日間となります。 

・上限回数とは、このレジメンの周期（スケジュール）を繰り返すことが出来る回数を指します。 

 

 

図 3.2.3 
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③ 操作 

表示中の患者に対して、次の(1)～(6)の操作を行うことができます。 

 

図 3.2.4 

(1) 薬歴登録 

薬歴の登録を行うためのボタンです。②の患者レジメンに内服薬があれば「内服」のボタ

ンが、注射薬があれば「注射」のボタンが表示されます。 

「内服」ボタンをクリック→ “4.7 内服薬の薬歴を登録する P.34” 

「注射」ボタンをクリック→ “4.8 注射薬の薬歴を登録する P.38” 

(2) レジメン新規登録 

 ②のレジメン情報で表示される“患者レジメン”を登録するボタンです。 

「レジメン新規登録」ボタンをクリック→ “4.6 患者レジメンを登録する P.31” 

(3) カレンダー印刷 

 患者薬歴カレンダーを別画面で表示するためのボタンです。 

患者薬歴カレンダーは、内服の抗がん剤の調剤する時に表示します。 

「カレンダー印刷」ボタンをクリック→“4.12 薬歴カレンダーを印刷する P.50” 

(4) 患者情報編集 

 ①の患者情報を、編集するためのボタンです。 

 「患者情報編集」ボタンをクリック→ “4.5 患者の情報を編集する P.29” 

(5) コメント一覧 

 【患者コメント一覧画面】を別画面で表示するためのボタンです。 

薬歴に登録されているコメントを、まとめて表示します。 

(6) 薬歴一覧 

【薬歴情報画面】を表示するためのボタンです。これまでの患者レジメンや、薬歴を全て確

認することができます。 

「薬歴一覧」ボタンをクリック→ “3.2.2 薬歴情報画面 P.17” 

 

④ カレンダー 

患者の薬歴を表示したカレンダーです。カレンダーの詳細は“3.3 薬歴カレンダーP.20”を参照して

下さい。 
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 薬歴情報画面 3.2.2

 【薬歴情報画面】は、これまでの患者レジメンや、薬歴を表示している画面です。（図 3.2.5） 

この画面は、①レジメン一覧、②レジメン情報、③薬歴情報で構成されています。 

（②のレジメン情報は、“3.2.1 患者情報画面メインページ”のレジメン情報と同じです） 

 

図 3.2.5 

① レジメン一覧 

 これまでの患者レジメンを、周期ごとに表示しています。図 3.2.6 の(1)～(5)について説明します。 

 

図 3.2.6 

(1) レジメン名 

これまで患者に適用された患者レジメンを表示しています。一番上に表示されているのが

“最新患者レジメン”となります。下に行くほど古い患者レジメンです。 

(2) 診療科 

 (1)で示したレジメンを用いて、処方せんを出した診療科名を表示しています。同名レジ

メンでも、処方せんを出した診療科が違う場合は、別の患者レジメンとして扱うこととなっ

ています。 
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(3) 周期 

(1)で示す患者レジメンが、何周期目かを表しています。 

(4) 期間 

(1)で示すレジメンの、(3)で示す周期での薬歴の期間を表示しています。患者レジメンを用

いて、登録した薬歴の期間を表示しています。 

(5) 削除 

患者レジメンの削除を行えます。「削除」をクリックすると、確認画面を挟んで 

“(1)で示す患者レジメン”と、 

“それを用いて登録した、全ての周期の薬歴”を削除することができます。 

詳しい方法は、“4.11 患者レジメンと、付随する薬歴を削除する P.47”を参照して下さい。 

 

② レジメン情報 

レジメン情報は、“3.2.1 患者情報画面メインページ P.14”のレジメン情報と同じです。 

 

③ 薬歴情報 

これまでの薬歴を一覧表示しています。上が最新の薬歴で、下に行くほど古い薬歴となっています。 

薬歴は、薬ごとの記録となっています。図 3.2.7 の(1)～(9)について説明します。 

 

図 3.2.7 

 

(1) 編集 

その行の薬歴を編集することができます。注射薬の場合、“同じ患者レジメン”かつ“同じ

日の投与”の薬は、同じ画面で同時に編集することになります。 

「編集」ボタンをクリック→ “4.9 薬歴を編集する P.42” 

(2) 削除 

その行の薬歴を削除することができます。 

「削除」ボタンをクリック→ “4.10 薬歴を削除する P.45” 

(3) 登録した薬歴の内容 

登録した薬歴の“抗がん剤の商品名”、“投与開始日”、“投与終了日”、“処方日数”、“実投与

量”が表示されます。 
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(4) 更新者 

その行の薬歴情報を最後に“登録”または“編集”した薬剤師名が表示されます。 

(5) 更新日 

その行の薬歴情報を最後に“登録”または“編集”した日付が表示されます。 

(6) コメント 

その薬歴にコメントがある場合、★が表示されます。★にマウスを乗せると、そのコメント

の内容が表示されます。★をクリックすると、【コメント一覧画面】が別画面で表示されま

す。 

(7) 院外処方 

その行の薬（内服薬のみ）が院外処方である場合、★が表示されます。 

(8) 中止 

その行の薬（注射薬のみ）に中止のチェックがされている場合、★が表示されます。 

(9) 削除薬歴一覧 

これまで削除した薬歴を確認できる画面を開きます。 
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3.3 薬歴カレンダー 

 本システムでは、患者の薬歴をカレンダー上に表示して、投薬期間を把握できるようにしています。 

 薬歴カレンダーのラベル表示 3.3.1

 薬歴カレンダーは、薬の投与日を図 3.3.1 のような色のラベルで示しています。 

 

図 3.3.1 

(1) 内服薬ラベル 

薬歴として登録された内服薬の表示です。ラベル内には、内服薬名とその投与期間が示され

ます。 

(2) 内服薬予定日ラベル 

現在のレジメンの周期で、内服薬の投与が予定されている日付に表示されます。ラベル内に

は、内服薬名が示されます。 

(3) 注射薬ラベル 

薬歴として登録された注射薬の表示です。ラベル内には注射薬名が表示されます。 

(4) 注射薬予定日ラベル 

現在のレジメンの周期で、注射薬の投与が予定されている日付に表示されます。ラベル内に

は、注射薬名が示されます。 

(5) 仮表示ラベル 

このラベルは、【薬歴登録確認画面】でのみ表示されます。 

“4.7 内服薬の薬歴を登録する P.34”または“4.8 注射薬の薬歴を登録する P.38”で、 

登録しようとしている薬歴の投与日の表示に用いられます。 

ラベル内には、薬名が表示されます。 
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 薬歴カレンダーの種類 3.3.2

 【患者情報画面】の薬歴カレンダー（図 3.3.2） 

3 ヶ月分のカレンダーが表示されます。 

 

図 3.3.2 

 【患者薬歴カレンダー画面】（図 3.3.3） 

 3 ヶ月分のカレンダーが表示されます。最新患者レジメンと最新薬歴コメントも表示されます。 

 

図 3.3.3 
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 【薬歴登録画面】【薬歴登録確認画面】の薬歴カレンダー（図 3.3.4） 

 1 ヶ月分のカレンダーが表示されます。【薬歴登録確認画面】のみ、仮表示ラベルが表示されます。 

 

図 3.3.4 
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4 各操作の説明 

4.1 ログインする 

(ア) デスクトップにあるブラウザのショートカット（図 4.1.1）をダブルクリックし、抗がん剤薬歴管理

システムの画面を開きます。 

 

図 4.1.1 

(イ) 【ログイン画面】が表示されます（図 4.1.2）。①のユーザ ID と②のパスワードを入力して、③の「ロ

グイン」ボタンをクリックします。 

 

図 4.1.2 

① ユーザ ID 

薬剤室内で用いている 2 ケタの ID を入力します。0～9 の番号である場合は、01 のように先

頭に 0 を付けます。 

② パスワード 

自ら設定した 4～10 文字のパスワードを入力します。パスワードを変更する場合は、“4.2 パ

スワードを変更する P.24”を参照して下さい。 

 

(ウ) 【メニュー画面】が表示されたら、ログイン完了です。 
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4.2 パスワードを変更する 

(ア) 【メニュー画面】の「パスワード変更」ボタンをクリックします（図 4.2.1）。 

 

図 4.2.1 

(イ) 【パスワード変更画面】が開きます。現在のパスワードと、変更後のパスワードを 2 回入力し、「登

録」ボタンをクリックします。 

 

図 4.2.2 

(ウ) 変更成功すると、【メニュー画面】に戻ります。  
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4.3 患者を検索する 

(ア) 【メニュー画面】で、「患者検索」ボタンをクリックします（図 4.3.1）。 

 

図 4.3.1 

 

(イ) 【患者検索画面】が表示されます。処方せんに記載されている患者 ID、もしくは患者の姓か名を

カタカナで入力して、「検索」ボタンをクリックします（図 4.3.2）。 

・ID を入力して検索を行う場合、必ず 8 ケタ入力してください。完全一致する患者を検索します。この

時、患者氏名は入力しなくても検索できます。 

 

図 4.3.2 

 

・患者氏名(カタカナ)で検索を行う場合は、姓と名どちらか一方だけでも検索が行えます。また、氏名で

の検索は、前方一致検索で行われます。図 4.3.3 のように、“ヤマダ”と入力して検索すると、“ヤマダ”

で始まる姓の患者を検索します。この時、“ヤマダ”さんは検索できますが、“オヤマダ”さんは検索さ

れません。 
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図 4.3.3 

 

(ウ) 検索条件に該当する患者がいれば、図 4.3.4 のように表示されます。表示させたい患者の氏名を

クリックすることで、その患者の【患者情報画面】へ移動できます。 

 

図 4.3.4 

 

検索条件に合う患者が登録されていない場合、図 4.3.5 のメッセージが表示されます。「患者新

規登録ページ」というリンクをクリックして、【患者新規登録】ページへ移動し、患者情報の登録

を行なって下さい。登録方法は、“4.4 患者を登録する P.27”を参照して下さい。 

 

図 4.3.5 
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4.4 患者を登録する 

(ア) 【メニュー画面】で、「患者新規登録」ボタンをクリックします（図 4.4.1）。 

 

図 4.4.1 

(イ) 【患者新規登録画面】が開きます（図 4.4.2）。次の①～⑦の項目を記入し、⑧の「確認画面へ」

ボタンをクリックします。※のついた項目は、必ず入力する必要があります。 

 

図 4.4.2 

① 患者 ID※ 

処方せんに記載された患者 ID を入力します。 

② 患者氏名※ 

漢字（もしくはアルファベット）表記と、カタカナ表記で患者の氏名を入力します。姓・

名はそれぞれ最大 64 文字まで入力できます。 
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③ 生年月日※ 

患者の生年月日を入力します。 

④ 性別※ 

患者の性別を選択します。 

⑤ 身長 

患者の身長がわかっている時のみ入力します。体表面積の表示に用います。（小数第一位ま

で入力可能） 

⑥ 体重 

患者の体重がわかっている時のみ入力します。体表面積の表示に用います。（小数第一位ま

で入力可能） 

⑦ 備考 

患者個人の特記事項を入力します。 

例えば、患者のアレルギー情報など、処方時に考慮する必要がある内容を入力します。 

⑧ クリックすると、【患者登録確認画面】へ移動します。 

(ウ) 【登録確認画面】が開きます（図 4.4.3）。内容を確認し、「登録」ボタンをクリックします。 

 

図 4.4.3 

※注 “氏名”“生年月日”の両方が、既に登録してある患者と一致していると、同姓同名患者の情報が

表示されます（図 4.4.4）。この場合、重複登録でないか確認してください。なお、この警告を無視して

患者の情報を登録することも可能です。 

 

図 4.4.4 

(エ) 登録が完了すると、登録した患者の【患者情報画面】が表示されます。 
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4.5 患者の情報を編集する 

(ア) 【患者情報画面】で、「患者情報編集」ボタンをクリックします（図 4.5.1）。 

 

図 4.5.1 

(イ) 【患者編集画面】が表示されます（図 4.5.2）。表示内容は、【患者登録画面】と同一です。それぞ

れの入力項目の詳細は、“4.4 患者を登録する”を参照して下さい。各入力項目には、既に登録さ

れているデータが入力されているので、編集したい情報のみ入力し直します。入力後、「確認画面

へ」ボタンをクリックします。 

 

図 4.5.2 
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(ウ) 【患者登録確認画面】が表示されます（図 4.5.3）。内容を確認し、「登録」ボタンをクリックしま

す。 

 

図 4.5.3 

 

(エ) 登録が完了すると、元の患者の【患者情報画面】が表示されます。 
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4.6 患者レジメンを登録する 

 

※注意：次の(1)、(2)の場合、患者レジメンの登録ができません。 

(1) 登録するレジメンが、最新患者レジメンと、同じ診療科かつ同名である場合 

(2) 最新患者レジメンを用いた薬歴が１つもない場合 

 (2)の場合は、先に患者レジメンの削除（4.11 患者レジメンと、付随する薬歴を削除する 47）を行って

から新しく患者レジメンを登録して下さい。 

 

(ア) 【患者情報画面】で、「レジメン新規登録」ボタンをクリックします（図 4.6.1）。 

 

図 4.6.1 

 

(イ) 【患者レジメン登録画面】が表示されます（図 4.6.2）。 
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図 4.6.2 

① 診療科を選択します。この時、内服薬と注射薬を選択することで、さらにレジメンを絞り込

むことができます。（絞込みは診療科、内服、注射の順番で行われます） 

② 「表示する」ボタンをクリックすると、①の条件で絞りこまれたレジメンが表示されます。 

③ 患者が使用しているレジメンを選択します。 

④ 「レジメンを登録」ボタンをクリックします。 

(ウ) 登録が完了すると、【患者情報画面】に戻ります（図 4.6.3）。登録したレジメンは、【患者情報画

面】の“レジメン情報”に表示されます。 
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図 4.6.3 
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4.7 内服薬の薬歴を登録する 

『事前準備』 

・内服薬の薬歴を登録する前に、患者レジメンが登録されていることを確認してください。登録され

ていない場合は、“4.6 患者レジメンを登録する P.31”を参照して、登録して下さい。この画面の入力を

行なっている時に表示されたエラーに関しては、“5 薬歴登録のエラー、警告について P.57”を参照して

下さい。 

(ア) 【患者情報画面】の“操作”欄にある「内服」ボタンをクリックします（図 4.7.1）。 

 

図 4.7.1 

 

(イ) 患者レジメンの内服薬が 2 種類以上ある場合のみ、【内服薬選択画面】が表示されます（図 4.7.2）。

登録する内服薬どちらかを選び、クリックします。 

 

図 4.7.2 
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(ウ) 選択した内服薬に関しての注意事項がある場合のみ、ウインドウが現れてメッセージが表示されま

す（図 4.7.3）。表示メッセージを確認後、「OK」ボタンをクリックします。 

(エ)  

 

図 4.7.3 

(オ) 【薬歴登録画面（内服）】が表示されます（図 4.7.4）。①～⑦の項目を入力します。入力した後、⑧

の「確認画面へ」ボタンをクリックします。この画面で表示されるエラーについては、“5.1 エラー

P.57”を参照して下さい。 

① 処方区分 

 この内服の処方を、“入院”、“外来（院内）”“外来（院外）”から選択します。外来（院外）

は、処方せんからではなく、『オーダリングシステムで確認した、院外での処方』を本システム

に登録するときに選択します。詳細は、“2.1 内服薬の調剤 P.6”内服薬歴登録の業務フローを参

照して下さい。 

② 投薬開始日 

 処方せんに書かれた内服薬の投与開始日を、下のカレンダーから探してクリックすると、自

動で日付が入力されます。 

③ 連結投与 

 複数の薬歴の日数を合計するために用います。入力している薬歴が、前の内服薬の薬歴と連

続したものである時にチェックします。 

《例：レジメンの定義では 14 日連続の投与となっている内服薬が、7 日ずつ 2 度に分けて処方

せんが発行される場合、2 回目の処方せんの薬歴を入力する際に、連結投与をチェックすること

になります。》 
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図 4.7.4 

④ 処方日数 

 処方せんに書かれた内服薬の処方日数を入力します。 

※注意：1 日 2 回の内服薬を 7 日分投与する場合に、初日の投与が午後から始まり、最終日の

投与が 8 日目となっていても、処方日数には 7 と入力します。 

⑤ 実投与量 

 処方せんに書かれた 1 日分の投与量を入力します。この時、1 日 2 回以上の投薬であっても、

合計して 1 日分を記入します。 

⑥ コメント入力 

  この薬歴に関わる特記事項を入力します。 

⑦ 次の適用期間を始める 

 登録しようとしている内服薬の処方が、“レジメンの day1 の投与”を含んでいる場合に、こ
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の欄をチェックします。適用期間とは、レジメンの投与スケジュール期間を指します。（入力し

た薬歴の初日を基点として、レジメンに規定されたスケジュールに他の薬歴が正しく当てはま

るかの判定に用います。） 

⑧ 確認画面へ 

 【薬歴登録確認画面】へ移動します。 

 

(カ) 【登録確認画面】が表示されます（図 4.7.5）。内容を確認してから、「登録」ボタンをクリックしま

す。入力した処方期間は、下のカレンダーのラベルでも確認することができます。この画面では、

登録内容に関する警告が表示されることがあります。警告の内容については、“5.2 警告 P.61”を参

照して下さい。 

 

図 4.7.5 

(キ) 登録が完了すると、【患者情報画面】に戻ります。内服薬が 2 種類以上ある場合は、(イ)の【内服薬

選択画面】（図 4.7.2）が再び表示されます。忘れずに、他の内服薬歴の登録を行って下さい。なお、

全て登録したら、「患者情報画面」と書かれたリンクよりお戻りください。  
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4.8 注射薬の薬歴を登録する 

『事前準備』 

・注射薬の薬歴を登録する前に、患者レジメンが登録されていることを確認してください。登録され

ていない場合は、“4.6 患者レジメンを登録する P.31”を参照して、登録して下さい。薬歴登録中に表示

されたエラー、警告に関しては、“5 薬歴登録のエラー、警告について P.57”を参照して下さい。 

 

(ア) 【患者情報画面】の“操作”欄にある「注射」ボタンをクリックします（図 4.8.1）。 

 

図 4.8.1 

(イ) 【薬歴登録画面（注射）】が表示されます（図 4.8.2）。この画面では、次の①～⑫の内容を入力しま

す。入力後、⑬の「確認画面へ」ボタンをクリックします。この画面の入力を行なっている時に表

示されたエラーに関しては、“5.1 エラーP.57”を参照して下さい。 

① 投与日 

注射薬の投与日を、下のカレンダーから探してクリックすると、自動で日付が入力されます。 

② 次の適用期間を始める 

登録しようとしている注射が、“レジメンの day1 の投与”にあたる場合に、この欄をチェッ

クします。（適用期間は、レジメンの投与スケジュール期間を指します。入力した薬歴が、レジ

メンの投与スケジュール内のどの日のものであるか、空ける日数は十分かの判定に用います。） 

③ 処方区分 

登録しようとしている注射が、入院患者への注射か、外来患者への注射かを選択します。 

“入院”を選択した場合のみ、④と⑤を入力する必要があります。また、“外来”を選択した場

合のみ、⑥を入力する必要があります。 
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図 4.8.2 

④ 病棟 

患者の入院病棟を選択します。③の処方区分で、“入院”を選択した場合のみ選択する必要が

あります。この入力データは、入院日報に反映されます。 

⑤ 指示待ち 

登録しようとしている注射が、指示待ちである場合にチェックします。③の処方区分で、“入

院”を選択した場合のみ選択する必要があります。この入力データは、入院日報に反映されま

す。 
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⑥ その他調製本数 

 下に表示されている抗がん剤注射薬以外の調製薬の本数を入力します。③の処方区分で、“外

来”を選択した場合のみ入力します。 

⑦ 閉鎖式接続器具 使用数 

 登録しようとしている注射を行う際に用いる、閉鎖式接続器具（ファシール）の本数を入力

します。必須の入力ではありません。 

※⑧～⑪について 

 項目中の、⑧～⑪は、患者レジメン中の注射薬がすべて表示されます。 

⑧ 前回の投与内容を呼び出す 

 注射薬の⑩実投与量の値を、呼び出します。 

⑨ 実施 

 登録する薬歴に必要な注射薬全てにチェックします。 

⑩ 実投与量 

 各薬の投与量を入力します。⑨でチェックした注射薬にのみ、投与量の入力ができます。 

⑪ 中止 

 投与予定であった注射薬が中止となった場合に、チェックします。⑨で実施をチェックされ

ている注射薬にのみ、中止のチェックが行えます。このチェックは、日報に反映されます。 

⑫ コメント 

 この薬歴に関わる特記事項を入力します。 

⑬ 【薬歴登録確認画面】へ移動します。 
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(ウ) 【薬歴登録確認画面】が表示されます。内容を再確認して、「薬歴を登録する」ボタンをクリックし

ます。この画面で表示される警告については、“5.2 警告 P.61”を参照して下さい。 

 

図 4.8.3 

(エ) 登録が完了すると、【患者情報画面】に戻ります。 
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4.9 薬歴を編集する 

(ア) 【患者情報画面】の「薬歴一覧」ボタンをクリックします（図 4.9.1）。 

 

図 4.9.1 

(イ) 【薬歴一覧画面】が表示されます（図 4.9.2）。薬歴情報には、薬歴が開始日の新しい順に表示され

ています。編集したい薬歴の行の「編集」ボタンをクリックします。※同日に複数の注射をうつレ

ジメンの場合、同じ開始日の薬剤は、どの「編集」ボタンをクリックしても同時に編集できます。 

 

図 4.9.2 
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(ウ) 【薬歴編集画面】が表示されます（図 4.9.3 は注射の場合）。表示内容は、【薬歴登録画面】と同一

です。入力項目の詳細は、“4.7 内服薬の薬歴を登録する P.34”または“4.8 注射薬の薬歴を登録す

る P.38”を参照して下さい。編集したい部分を書き換え、「確認画面へ」ボタンをクリックします。 

※画像では、中止をチェックしています。薬歴の中止を行う場合の操作は、基本的にこの編集機能を使

用することになります。 

 

図 4.9.3 
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(エ) 【登録確認画面】が表示されます（図 4.9.4）。登録する内容を再確認してから、「登録」ボタンをク

リックします。 

 

図 4.9.4 

(オ) 編集が完了すると、【患者情報画面】に戻ります。 
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4.10 薬歴を削除する 

(ア) 【患者情報画面】の「薬歴一覧」ボタンをクリックします（図 4.10.1）。 

 

図 4.10.1 

(イ) 【薬歴一覧画面】が表示されます。薬歴情報には、薬歴が開始日の新しい順に表示されています。

削除は、薬単位に行います。削除したい薬の行の「削除」ボタンをクリックします（図 4.10.2）。 

 

 

図 4.10.2 
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(ウ) 【削除理由記入画面】が表示されます（図 4.10.3）。削除理由記入欄には、削除する理由を必ず入力

する必要があります。入力後、「薬歴を削除」ボタンをクリックします。 

 

 

図 4.10.3 

(エ) 削除が完了すると、【患者情報画面】が表示されます。なお、薬歴の削除によって、“その薬歴を登

録する時に使用した患者レジメン”で、登録した薬歴が全てなくなった場合、患者レジメンが削除

されます。 
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4.11 患者レジメンと、付随する薬歴を削除する 

《注意》 

 患者レジメンの削除を行う場合、その患者レジメンを用いて登録した薬歴も全て削除されます。 

(ア) 【患者情報画面】の薬歴一覧をクリックします（図 4.11.1）。 

 

 

図 4.11.1 
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(イ) 【薬歴一覧画面】が表示されます。レジメン一覧には、これまで患者の薬歴登録に用いられた“患

者レジメン”が表示されています。削除したい患者レジメン名の「削除」ボタンをクリックします。 

※図 4.11.2 では、“2012-12-03～現在”の期間で適用している“膵_S+1+GEM”の患者レジメンと

その期間の薬歴を削除します。 

 

図 4.11.2 

(ウ) メッセージが表示されます（図 4.11.3）。内容を確認し、「OK」ボタンをクリックします。 

 

図 4.11.3 
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(エ) 【削除理由記入画面】が表示されます（図 4.11.4）。削除理由を必ず記入し、「レジメンを削除」ボ

タンをクリックします。削除理由を記入しなければ削除できません。 

 

図 4.11.4 

(オ) 削除に成功すると、【患者情報画面】が表示されます（図 4.11.5）。 

※最新患者レジメンを削除した場合は、“レジメン情報”に表示されるレジメンが、最も投与開始日

の新しい患者レジメンとなります。 

 

図 4.11.5 
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4.12 薬歴カレンダーを印刷する 

(ア) 【患者情報画面】の「カレンダー印刷」ボタンをクリックします（図 4.12.1）。 

 

図 4.12.1 

(イ) 別ウインドウで【患者薬歴カレンダー画面】が開きます（図 4.12.2）。内容を確認後、右上の「印刷」

ボタンをクリックします。 

 

図 4.12.2 
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(ウ) 【印刷のプロパティ】ダイアログが表示されます（図 4.12.3）。設定を確認した後、「OK」をクリッ

クします。 

※表示はプリンタの設定によって異なります。 

 

 

図 4.12.3 

 

(エ) 【患者薬歴カレンダー画面】右上の「閉じる」ボタンをクリックして、【患者薬歴カレンダー画面】

を閉じます。 
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4.13 注射薬の日報を作成する 

(ア) 【メニュー画面】を開きます。入院の注射投与日報を作成したい場合は①の「入院」ボタン、外来

の注射投与日報を作成したい場合は②の「外来」ボタンをクリックします（図 4.13.1）。 

 

図 4.13.1 

(イ) 入院をクリックした場合は、【日報作成画面（入院）】が表示されます（図 4.13.2）。また、外来をク

リックした場合は、【日報作成画面（外来）】が表示されます（図 4.13.3）。どちらの場合も、最初に

開いた時は、当日の注射薬歴一覧が表示されます。別の日の日報を作成する場合は、指定日の欄で

年月日を指定し、「表示する」ボタンをクリックします。 

 

図 4.13.2 
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図 4.13.3 

(ウ) 中止になった注射がある場合は、以下を行います。※入院、外来で共通の操作となります。 

① 表の中の、注射が中止となった患者の患者 ID をクリックします（図 4.13.4）。 

② クリックした患者の【患者情報画面】が開きます。その後、薬歴の編集を行い、該当の薬歴に

中止のチェックを入れて登録します。薬歴の編集方法は、“4.9 薬歴を編集する”を参照して下

さい。 

③ 再び（ア）（イ）を行い、日報を表示します。全ての中止を入力するまで、①②を繰り返します。 

 

図 4.13.4 
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(エ) 表示されている内容を確認し、変更が必要な点が残っていないならば、①、②を入力して③の「上

記内容で日報を作成する」ボタンをクリックします（図 4.13.5）。 

① 担当薬剤師 

 当日の製剤担当薬剤師を、６人まで選択します。この名前を日報印刷画面で表示します。 

② 薬剤管理指導件数 

【日報作成画面（外来）】でのみ、薬剤管理指導件数を整数で入力します。（【日報作成画面（入

院）】では表示されません。） 

③ 上記内容で日報を作成する 

 【日報印刷画面】を表示します。 

 

図 4.13.5 
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(オ) 別ウインドウで、【日報印刷画面】が表示されます（図 4.13.6）。左下の「印刷」ボタンをクリック

します。 

 

図 4.13.6 

(カ) 【印刷のプロパティ】ダイアログが表示されます（図 4.13.7）。設定を確認した後、「印刷」をクリ

ックします。※表示はプリンタの設定によって異なります。 

 

図 4.13.7 
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(キ) 【日報印刷画面】右上の「閉じる」ボタンをクリックして、【日報印刷画面】を閉じます。 
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5 薬歴登録のエラー、警告について 

 薬歴登録では、様々な判定によって誤登録の防止を図っています。入力した内容に誤りがあり、その

状態ではデータとして登録できないものを、本システムでは“エラー”と定義しています（5.1 エラーP.57）。

また、入力した内容が基本的な処方の想定と違っており、医師への問い合わせを推奨するものを、本シ

ステムでは“警告”と定義しています（5.2 警告 P.61）。 

5.1 エラー 

 実施が一つもチェックされていません 5.1.1

 

 

 表示画面 

 【薬歴登録画面】（注射のみ） 

 原因 

 注射薬の「実施」チェックが 1 つもチェックされていない状態で、薬歴を登録しよう

としたため。 

 対応方法 

 1 種類以上の注射薬の「実施」を 1 つ以上チェックして下さい。 

 

 開始日の指定が間違っています 5.1.2

 

 

 表示画面 

 【薬歴登録画面】 

 原因 

 薬歴の投与日（投与開始日）を指定しない状態で、薬歴を登録しようとしたため。 

 対応方法 

 画面下部のカレンダーで、投与開始日とする日付をクリックして、入力して下さい。 
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 （薬名）実投与量の指定が間違っています 5.1.3

 

 表示画面 

 【薬歴登録画面】 

 原因 

 実投与量の値が、規定の桁数を超えているか、入力されていないか、数字でない文字

を入力されているため。 

 対応方法 

 患者レジメンで指定された“最大投与量”“最小投与量”の範囲内で、投与量を入力し

て下さい。 

 

 （薬名）入力された投与日以前に同じレジメンで登録された薬5.1.4

歴がないため、薬歴を登録できません 

 

 

 表示画面 

 【薬歴登録画面】 

 原因 

 薬歴を登録するとき、指定した薬の投与日が“レジメンのスケジュール上の day1 にあ

たる”もしくは“レジメンのスケジュール上の day1 を期間として含む”場合は、必ず

「次の適用期間を始める」をチェックする必要があるが、そのチェックがないため。 

 対応方法 

 パターン A：入力している薬歴が、day1 を含んだものである場合 

「適用期間を始める」にチェックを入れ、再度「確認画面へ」をクリックして下さい。 

 

 パターン B：入力している薬歴が、day1 を含んでいない場合 
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この薬歴を登録するよりも先に、“day1 にあたる薬歴”を登録する必要があります。 

オーダリングシステムを確認し、“day1 にあたる薬歴”が存在する場合は、この薬歴

を登録する前に登録して下さい。その後、この薬歴を登録して下さい。 

もしも、“day1 にあたる薬歴”が存在しない場合は、この薬歴を暫定的に day1 とし

て登録します。「適用期間を始める」にチェックを入れて、この薬歴を登録して下さい。

その際、コメントでこの薬歴が day1 ではないことを明記して下さい。 

 

 同日に同じ薬の薬歴があるため、登録できません 5.1.5

 

 

 表示画面 

 【薬歴登録確認画面】 

 原因 

 指定した投与日（投与期間）に、同じレジメンの同じ薬の薬歴が既に存在するため。 

 対応方法 

 投与日に間違いがないかを確認し、疑問がある場合は、医師への問い合わせを行って

下さい。 
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 （薬名）現在の周期の初日より前から次の周期を始めることが5.1.6

できません 

 

 

 表示画面 

 【薬歴登録確認画面】 

 原因 

 最新の周期で登録されている薬歴の初日より前の日付に、“次の適用期間を始める”の

チェックを付けた薬歴を登録しようとしたため。 

 対応方法 

 投与日に間違いがないかを確認してください。疑問がある場合は、医師への問い合わ

せを行って下さい。登録する場合は、“次の適用期間を始める”のチェックを外して下

さい。 
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5.2 警告 

 （薬名）レジメンの規定日付とずれています 5.2.1

 

 

 表示画面 

 【薬歴登録確認画面】 

 原因 

 指定した投与日（投与期間）が、レジメン上で定義された（薬名）の投与日と 1 日以

上異なっているため。 

例：患者レジメンの定義上でトポテシンの投与日が“day1, day15”であるときに、day1, 

day15 以外の日付で登録しようとしている場合に発生します。 

 対応方法 

 処方に疑問のある場合、医師への問い合わせを行って下さい。問題のない場合は、そ

のまま登録を行って下さい。 

 

 （薬名）投与量がレジメンの規定から外れています 5.2.2

 

 

 表示画面 

 【薬歴登録確認画面】 

 原因 

 入力した（薬名）の投与量が、レジメンで定義された“最大投与量”を上回っている

か、“最小投与量”を下回っているため。 

 対応方法 

 処方に疑問のある場合、医師への問い合わせを行って下さい。問題のない場合は、そ

のまま登録を行って下さい。 
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 休薬は足りていますか？ 5.2.3

 

 表示画面 

 【薬歴登録確認画面】 

 原因 

 入力した投与日（投与開始日）が、前のレジメン適用期間の周期内であり、かつ「次

の適用期間を始める」にチェックをしているため。 

例：患者レジメンの定義が“レジメン適用期間：21 日”であり、前の薬歴の投与日が

day1 であったとします。このとき、基本的にはこの day1 から 21 日間は、レジメンの

1 周期ということになります。しかし、この後の day15 に「次の適用期間を始める」

チェックを付けて薬歴を登録しようとすると、前の薬歴のレジメンの 1 周期（21 日）

を確保できなくなるため、警告が発生します。 

 対応方法 

 処方に疑問のある場合、医師への問い合わせを行って下さい。問題のない場合は、そ

のまま登録を行って下さい。 

 

 レジメンの上限回数を超えています 5.2.4

 

 

 表示画面 

 【薬歴登録確認画面】 

 原因 

 「次の適用期間を始める」をチェックしている場合のみ発生する事象です。 

レジメンの中には、周期を繰り返せる回数が決まったものがあります（患者レジメン

情報で確認できます）。本システムでは、同じ患者レジメンで「次の適用期間を始める」

にチェックして薬歴を登録するたび、新しい周期としています。この警告は、登録し

ようとしている薬歴が、同じ患者レジメンの周期の繰り返し上限を超えている場合に

表示されます。 

 

 対応方法 



 システム利用マニュアル  

63 

 

 これまでの薬歴をよく確認し、実際にレジメンで繰り返せる回数を超えていれば、医

師への問い合わせを行って下さい。問題のない場合は、そのまま登録を行って下さい。 

 

 （薬名）休薬日数 X日は、規定の休薬日数 Y日より短くなって5.2.5

います 

 

 

 表示画面 

 【薬歴登録確認画面】 

 原因 

 「次の適用期間を始める」をチェックしている場合のみ発生する事象です。 

前のレジメンの投与日程が規定より後ろにずれていて、規定の休薬期間よりも短くな

っている場合に表示されます。 

 対応方法 

 処方に疑問のある場合、医師への問い合わせを行って下さい。問題のない場合は、そ

のまま登録を行って下さい。 
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 マニュアルアンケート  

システムの運用テストと、マニュアルに関するアンケート 

2012/12/17 

児玉剛幸 

 内容の正誤について 

 

1. “2章 本システムを利用する業務”の内容について 

(ア) 2章の内容は，現行の業務内容と合っていましたか。 

① 内服薬の調剤 

□合っている □間違っている点がある □読んでいない 

間違っている点 

 

 

② 注射薬の準備 

□合っている □間違っている点がある □読んでいない 

間違っている点 

 

 

③ 注射日報の作成 

□合っている □間違っている点がある □読んでいない 

間違っている点 

 

 

 

2. その他の記載内容について 

(ア) マニュアルの画像で，実際の画面と異なっているものを発見しましたか。 

異なっている画面、ページ 

 

 

(イ) 記載されている文章で，実際の操作と合っていないものを発見しましたか。 

異なっている内容、ページ 

 

 

 

 

 

 

 

 



 マニュアルアンケート  

 内容の網羅性 

 

3. システム内で何か操作を行おうとした時，その操作方法がマニュアルに記載されていなかったこと

はありましたか。 

マニュアルに記載されていなかった操作 

 

 

4. 調剤・調製の確認時に本来考慮が必要な事項で，システムやマニュアルで言及されていなかった事

はありましたか。 

マニュアルに記載されていなかった内容 

 

 

 

 

 参照のしやすさについて 

 

5. 業務の流れを参照しようとした時，マニュアルですぐに見つけられましたか。 

□見つけられた □時間がかかった □参照していない 

見つけにくかった部分 

 

 

6. 画面の使い方でわからないことがあった時，マニュアルですぐに見つけられましたか。 

□見つけられた □時間がかかった □参照していない 

見つけにくかった部分 

 

 

7. エラー・警告の意味を調べるためにマニュアルを参照した時，すぐに見つけられましたか。 

□見つけられた □時間がかかった □参照していない 

見つけにくかった部分 

 

 

 

 

 

  



 マニュアルアンケート  

 施策の有効性の確認 

 

8. マニュアルの「目次」を利用しましたか。 

□利用した □利用していない 

(ア) 【利用した→】「目次」から直接目的の内容があるページに移動できましたか。 

□移動できた □目的の内容のページがわからなかった 

 

9. マニュアルの「１ 初めにお読みください」を利用しましたか？ 

□利用した □利用していない 

(ア) 【利用した→】利用した時に，参照したい事柄がどの章かがわかりましたか。 

□分かった □わからなかったものもある 

わからなかった事柄 

 

 

 

10. マニュアルの「２ 本システムを利用する業務」を利用しましたか？ 

□利用した □利用していない 

(ア) 【利用した→】業務フロー図とシステム利用フロー図をみて，業務の流れがわかりましたか。 

□分かった □わからなかったものもある 

わからなかった事柄 

 

 

(ア) 【利用した→】フローの手順説明に記されたページ番号（4.4 患者を登録する P27など）を参

照して，操作方法の説明に移動したことがありますか。 

□移動したことがある □移動したことはない 

 

11. マニュアルの「３ よく使う画面」を利用しましたか？ 

□利用した □利用していない 

(ア) 【利用した→】調べたかった画面は３章にありましたか。 

□あった □なかった画面がある 

なかった画面 

 

 

(イ) 【利用した→】図に振ってある項目番号と，説明文の対応でわかりにくい点はありましたか。 

□なかった □あった 

わかりにくかったもの 

 

 



 マニュアルアンケート  

12. マニュアルの「４ 各操作の説明」を利用しましたか？ 

□利用した □利用していない 

(ア) 【利用した→】知りたかった操作方法はわかりましたか。 

□わかった □わからなかったものがある 

わからなかった操作 

 

 

(ウ) 【利用した→】図に振ってある項目番号と，説明文の対応でわかりにくい点はありましたか。 

□なかった □あった 

わかりにくかったもの 

 

 

 

13. マニュアルの「５ エラー・警告について」を利用しましたか？ 

□利用した □利用していない 

(ア) 【利用した→】知りたかったエラー・警告の内容と、対処法はわかりましたか。 

□わかった □わからなかったものがある 

わからなかった操作 

 

 

 

14. 分冊の，「日報作成の流れ」を利用しましたか？ 

□利用した □利用していない 

(ア) 【利用した→】分冊の記載内容だけで操作は実行できましたか。 

□実行できた □実行できなかった 

(イ) 実際に運用するにあたって，このような専用の分冊が必要だと思いますか。 

□必要 □あれば使う □全体の利用マニュアルで十分わかる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 マニュアルアンケート  

 改善提案 

 

15. 本マニュアル内の用語・言い回しでわからなかったものはありますか。 

わからなかった用語・言い回し 

 

16. この内容は FAQなどを用意して記述しておいて欲しい，というような事項はありますか。 

わからなかった用語・言い回し 

 

17. その他、マニュアルに対しての要望はありますか。 

要望 

 



マニュアルアンケート回答集計

利用マニュアルアンケート回答集計
アンケート期間
有効回答数

質問 選択肢 人数 自由記述部分

“2章　本システムを利用する業務”の次
の内容について，章の内容は，現行の
業務内容と合っていましたか。

内服薬の調剤

・処方せんコピーをする手順がなく
なった
・過去３ヶ月分がなぜなのか分から
なかった

注射薬の準備 未記入
注射日報の作成 未記入
その他の記載内容について
(ア)  記載されている文章で，実際の操
作と合っていないものを発見しまし

・P35 図4.7.3の画面が出てこなかっ
た

(イ) 記載されている文章で，実際の
操作と合っていないものを発見しま

未記入

3
システム内で何か操作を行おうとした
時，その操作方法がマニュアルに記載さ
れていなかったことはありましたか。

未記入

4
調剤・調製の確認時に本来考慮が必要
な事項で，システムやマニュアルで言及
されていなかった事はありましたか。

未記入

見つけられた 6
時間がかかった 1 ・警告の対処方法
参照していない 3
見つけられた 8
時間がかかった 2 ・連結投与の説明
参照していない 0

見つけられた 7

時間がかかった 2
・レジメンの投与日がずれています
・エラーが出た理由がわからなかっ

参照していない 1

利用した 8

利用していない 2
移動できた 8
できなかった 0

利用した 4

利用していない 6
分かった 4
分からなかった 0 未記入

利用した 6

利用していない 4

分かった 6

分からなかった 0 未記入

移動した 2

移動しなかった 4

利用した 5

2012/12/19～2013/01/07
10

マニュアルの「３　よく使う画面」を利用し
ましたか？

11

利用した時、業務フロー図とシステム利
用フロー図をみて，業務の流れがわかり
ましたか。

10-(ア) 

マニュアルの「２　本システムを利用する
業務」を利用しましたか？10

10-(イ)

フローの手順説明に記されたページ番
号（4.4 患者を登録する P27など）を参照
して，操作方法の説明に移動したことが
ありますか。

マニュアルの「１　初めにお読みくださ
い」を利用しましたか？
利用した時に，参照したい事柄がどの章
かがわかりましたか。

9

6
画面の使い方でわからないことが
あった時，マニュアルですぐに見つ
けられましたか。

エラー・警告の意味を調べるためにマ
ニュアルを参照した時，すぐに見つけら
れましたか。

7

1

2

5
業務の流れを参照しようとした時，マニュ
アルですぐに見つけられましたか。

8
マニュアルの「目次」を利用しましたか。
利用した場合、「目次」から直接目的の
内容があるページに移動できましたか。



マニュアルアンケート回答集計

利用していない 5
あった 5
なかった 0 未記入
なかった 4

あった 1
・図の番号が全て同じ書式のため
わかりづらい。1.1-①や1.1-Iなどの
ほうが。

利用した

利用していない

分かった

分からなかった 未記入

なかった

あった 未記入

利用した 9

利用していない 1
分かった 7

分からなかった 2
・強引に入力した
・開始日の指定がどう間違っている
かわからなかった

利用した 2

利用していない 8

実行できた 2

できなかった 0

必要 4

あれば使う 2
いらない 0
未回答 4

15
本マニュアル内の用語・言い回しでわか
らなかったものはありますか。。

未記入

16
この内容はFAQなどを用意して記述して
おいて欲しい，というような事項はありま
すか。

・TS-１の投与日のズレの説明

17
その他、マニュアルに対しての要望はあ
りますか。

・スターターキットのような別冊がな
いと読む気がなくなる
・前回システムとの違いをポイント
ごとに分けてもらえると、変更点が
わかりはじめてでも操作しやすくな
ると思います。

マニュアルの「５　エラー・警告について」
を利用しましたか？
利用した時、知りたかったエラー・警告の
内容と、対処法はわかりましたか。

13

14

12

12-(ア)

12-(イ)

マニュアルの「４　各操作の説明」を利用
しましたか？

利用した時、知りたかった操作方法はわ
かりましたか。

利用した時、図に振ってある項目番号
と，説明文の対応でわかりにくい点はあ
りましたか。

11-(ア)
利用した時、調べたかった画面は３章に
ありましたか。

マニュアルの「３　よく使う画面」を利用し
ましたか？

利用した時、図に振ってある項目番号
と，説明文の対応でわかりにくい点はあ
りましたか。

11-(イ)

14-(ア)

分冊の，「日報作成の流れ」を利用しま
したか？

利用した時、分冊の記載内容だけで操
作は実行できましたか。

実際に運用するにあたって，このような
専用の分冊が必要だと思いますか。

14-(イ)

11



アンケート 

 

1 

 

2012 年度研究開発プロジェクト 

「抗がん剤薬歴管理システム」 

アンケート 
 

 

 

 

 

 

 

筑波大学大学院 システム情報工学研究科 

コンピュータサイエンス専攻 

山田弘樹 

山口佳祐 

岩城謙太 

児玉剛幸 

鈴木雄祐 

  



アンケート 

 

2 

 

抗がん剤薬歴管理システムのバックアップ・復旧アンケート 

 

開発チームは，バックアップ・復旧機能を以下の要件に基づき実装いたしました．2 ページ

目以降の設問の回答をよろしくお願いします． 

 

前提条件 

 

 データのバックアップは，サービスが稼働していない営業時間外に行うこと． 

 保守・運用を担当する管理者には，通常業務があるため，障害時の対応時間は最長

で一日 6 時間程度と考えること． 

 

障害対策要件 

 

1. 求められるスキル 

システムの利用者は，システムの内部構造に関する専門知識がなくてもバックアッ

プ・復旧ができること． 

 

2. システムの復旧目標 

システムの初期（システム導入時の動作が保障されている）状態まで復旧できること 

 

3. データの復旧目標 

システムが故障する前日までに登録されたデータを復旧できること． 

 

4. バックアップ完了目標時間 

午前 2 時から午前 5 時の 3 時間以内にバックアップが取れること．  

 

5. 障害時の復旧目標時間 

ハードウェアの障害を除いて，障害発生日中（6 時間以内）に復旧できること． 

 

6. 保存データの管理 

過去三か月分のデータがバックアップデータとして保存されること．三か月以前のデ

ータは，削除すること． 

 

7. バックアップファイルの暗号化 

バックアップファイルは暗号化を行い，外付け HDD2 台に格納されること． 

  



アンケート 
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※この設問では，システムが故障して初期化メディアで復旧を行う操作についての質問を

いたします． 

※外付け HDD からデータの復旧を行う操作に関する質問は設問 2 でいたします． 

 

1. システムの復旧操作について 

 

(ア) システムの復旧操作は簡単ですか？ 

□簡単 □まあ簡単 □やや難しい ☐難しい 

難しいと感じた理由 

 

 

 

(イ) システムの復旧にかかる時間は適切ですか？ 

□適切である ☐適切ではない 

適切ではない理由 

 

 

 

(ウ) システムの復旧機能に満足していますか？ 

□満足 □まあ満足 ☐やや不満 □不満 

不満と感じた理由 

 

 

 

(エ) マニュアルに書いてある内容は，理解しやすいですか？ 

□理解しやすい □やや理解しやすい ☐やや理解しにくい □理解しにく

い 

理解しにくい点 

 

 

 

(オ) システムの復旧はマニュアルのみで操作できますか？ 

□できる □できない 

できない理由 
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※この設問では，WebUI でのデータのバックアップ・復旧操作に関する質問をいたします．

本設問は，別紙「データのバックアップ・復旧マニュアル」についての質問も含まれます． 

 

2. データのバックアップ・復旧操作について 

 

(ア) バックアップ・復旧操作は，簡単でしたか？ 

□簡単 □やや簡単 ☐やや難しい □難しい 

操作が難しい点 

 

 

 

(イ) 外付け HDD の接続確認は簡単でしたか？ 

□簡単 □やや簡単 ☐やや難しい □難しい 

操作が難しい点 

 

 

 

(ウ) マニュアルを利用して，バックアップ，復旧操作をすることができましたか？ 

□できる ☐できない 

できない点 

 

 

 

(エ) マニュアルに書いてある内容は，理解しやすいですか？ 

□理解しやすい □やや理解しやすい ☐やや理解しにくい □理解しにく

い 

理解しにくい点 

 

 

 

(オ) マニュアルを利用するとき，必要な情報を探しやすかったですか？ 

□探しやすかった □やや探しやすかった ☐やや探しにくい □探しにく

い 

探しにくい点 
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3. システム，データの復旧全体について 

(ア) システムの復旧後，データの復旧を容易にできましたか？ 

□容易 □やや容易 ☐やや難しい □難しい 

難しい点 

 

 

 

(イ) 1 ページ目の障害対策要件を満たしていますか？ 

□満たしている □満たしていない 

満たしていない点 

 

 

 

(ウ) 来年度以降システムが故障した際、薬剤部でシステムおよびデータの復旧作業を

完了することができそうですか？ 

□できる □できない 

改善が必要な点 
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抗がん剤薬歴管理システムの運用アンケート 

 

4. 新規登録機能について 

(ア) レジメンの登録・編集機能 

① レジメンの登録・編集機能は業務を行う上で、充足していますか 

□充足している □まあ充足している ☐やや不足している □不足してい

る 

不足している点 

 

 

 

② レジメンの登録・編集機能は使いやすいですか 

□使いやすい □まあ使いやすい □やや使いにくい ☐使いにくい 

使いにくい点 

 

 

 

③ レジメンの登録・編集機能に満足していますか 

□満足している □まあ満足している ☐やや不満である □不満である 

不満点 

 

 

 

(イ) 薬の登録・編集機能 

① 薬の登録・編集機能は業務を行う上で、充足していますか 

□充足している □まあ充足している ☐やや不足している □不足してい

る 

不足している点 

 

 

 

② 薬の登録・編集機能は使いやすいですか 

□使いやすい □まあ使いやすい □やや使いにくい ☐使いにくい 

使いにくい点 
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③ 薬の登録・編集機能に満足していますか 

□満足している □まあ満足している ☐やや不満である □不満である 

不満点 

 

 

 

(ウ) 診療科の登録・編集機能 

① 診療科の登録・編集機能は業務を行う上で、充足していますか 

□充足している □まあ充足している ☐やや不足している □不足してい

る 

不足している点 

 

 

 

② 診療科の登録・編集機能は使いやすいですか 

□使いやすい □まあ使いやすい □やや使いにくい ☐使いにくい 

使いにくい点 

 

 

 

③ 診療科の登録・編集機能に満足していますか 

□満足している □まあ満足している ☐やや不満である □不満である 

不満点 
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5. 薬歴管理機能 

(ア) 内服薬の薬歴登録・編集機能 

① 内服薬の薬歴登録・編集機能は業務を行う上で、充足していますか 

□充足している □まあ充足している ☐やや不足している □不足してい

る 

不足している点 

 

 

 

② 内服薬の薬歴登録・編集機能は使いやすいですか 

□使いやすい □まあ使いやすい □やや使いにくい ☐使いにくい 

使いにくい点 

 

 

③ 内服薬の薬歴登録・編集機能に満足していますか 

□満足している □まあ満足している ☐やや不満である □不満である 

不満点 

 

 

 

(イ) 注射薬の薬歴登録・編集機能 

① 注射薬の薬歴登録・編集機能は業務を行う上で、充足していますか 

□充足している □まあ充足している ☐やや不足している □不足してい

る 

不足している点 

 

 

 

② 注射薬の薬歴登録・編集機能は使いやすいですか 

□使いやすい □まあ使いやすい □やや使いにくい ☐使いにくい 

使いにくい点 
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③ 注射薬の薬歴登録・編集機能に満足していますか 

□満足している □まあ満足している ☐やや不満である □不満である 

不満点 

 

 

 

(ウ) 日報の表示・印刷機能 

① 日報の表示・印刷機能は業務を行う上で、充足していますか 

□充足している □まあ充足している ☐やや不足している □不足してい

る 

不足している点 

 

 

 

② 日報の表示・印刷機能は使いやすいですか 

□使いやすい □まあ使いやすい □やや使いにくい ☐使いにくい 

使いにくい点 

 

 

 

③ 日報の表示・印刷機能に満足していますか 

□満足している □まあ満足している ☐やや不満である □不満である 

不満点 
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6. 薬歴カレンダー 

(ア) 薬歴ラベル・投与予定日ラベルの表示 

① 薬歴カレンダーの表示機能は業務を行う上で、充足していますか 

□充足している □まあ充足している ☐やや不足している □不足してい

る 

不足している点 

 

 

 

② 薬歴カレンダーの表示機能は使いやすいですか 

□使いやすい □まあ使いやすい □やや使いにくい ☐使いにくい 

使いにくい点 

 

 

 

③ 薬歴カレンダーの表示機能に満足していますか 

□満足している □まあ満足している ☐やや不満である □不満である 

不満点 

 

 

 

(イ) 薬歴カレンダー印刷 

① 薬歴カレンダーの印刷機能は業務を行う上で、充足していますか 

□充足している □まあ充足している ☐やや不足している □不足してい

る 

不足している点 

 

 

 

② 薬歴カレンダーの印刷機能は使いやすいですか 

□使いやすい □まあ使いやすい □やや使いにくい ☐使いにくい 

使いにくい点 
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③ 薬歴カレンダーの印刷機能に満足していますか 

□満足している □まあ満足している ☐やや不満である □不満である 

不満点 

 

 

 

ネットワーク化したことにより、複数の PC からシステムの利用が可能になりました。4 室

の.ネットワーク化の質問では、複数の PC からシステム利用が可能になったことを考慮し

てお答えください。 

 

7. ネットワーク化 

(ア) 順番待ちは解消されましたか 

□解消された □まあ解消された ☐やや解消されていない □解消されて

いない 

解消されていない理由 

 

 

 

(イ) 作業時間（参照・編集等にかかる時間）は減少しましたか 

□減少した □まあ減少した □やや増加した ☐増加した 

増加した理由 

 

 

 

(ウ) 他部署の患者薬歴情報を参照できますか 

□参照できる □まあ参照できる ☐やや参照できない □参照できない 

参照できない理由 
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8. セキュリティ 

(ア) セキュリティ機能は十分ですか 

□充足している □まあ充足している ☐やや不足している □不足してい

る 

不足している点 

 

 

 

(イ) 警告表示やエラー表示によって、システムが使いにくくなっているか 

□使いやすい □まあ使いやすい ☐やや使いにくい □使いにくい 

使いにくい点 

 

 

 

(ウ) パスワードの文字数制限によって、システムが使いにくくなっているか 

□使いやすい □まあ使いやすい ☐やや使いにくい □使いにくい 

使いにくい点 

 

 

 

(エ) USB メモリの使用制限によって、業務に支障はありませんか 

（管理者のみ USB メモリが使えるように設定されています） 

□支障がある □支障がない 

支障がある点 

 

 

 

(オ) 無線 LAN の使用制限によって、業務に支障はありませんか 

（無線 LAN は利用できないように設定されています） 

□支障がある □支障がない 

支障がある点 
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(カ) IP アドレスの使用制限によって、業務に支障はありませんか 

（登録した IPアドレスでのみ、本システムが利用できるように設定されています） 

□支障がある □支障がない 

支障がある点 

 

 

 

9. 総合 

(ア) 2013 年度以降、薬剤師によって保守・運用することが可能ですか 

□十分可能である □まあ可能である ☐やや不可能である □かなり不可

能である 

不可能な点 
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2012 年度研究開発プロジェクト 

「抗がん剤薬歴管理システム」 

アンケート結果まとめ 
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コンピュータサイエンス専攻 
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岩城謙太 

児玉剛幸 

鈴木雄祐 
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抗がん剤薬歴管理システムのバックアップ・復旧アンケート 

 

アンケート対象：東京医科大学病院薬剤師 

実施人数：5 人 

 

1. システムの復旧操作について 

 

(ア) システムの復旧操作は簡単ですか？ 

 

 

(イ) システムの復旧にかかる時間は適切ですか？ 

 

  

2 

3 

0 

0 

簡単 

やや簡単 

やや難しい 

難しい 

0 1 2 3 4

システムの復旧操作は簡単です

か？ 

システムの復旧操作は

簡単ですか？ 

2 

3 

0 

0 

簡単 

やや簡単 

やや難しい 

難しい 

0 1 2 3 4

システムの復旧操作は簡単です

か？ 

システムの復旧操作は

簡単ですか？ 
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(ウ) システムの復旧機能に満足していますか？ 

  

 

(エ) マニュアルに書いてある内容は，理解しやすいですか？ 

 

  

5 

0 

適切 

適切ではない 

0 2 4 6

システムの復旧にかかる時間は適

切ですか？ 

システムの復旧にかか

る時間は適切ですか？ 

4 

1 

0 

0 

理解しやすい 

やや理解しやすい 

やや理解しにくい 

理解しにくい 

0 1 2 3 4 5

マニュアルに書いてある内容は，

理解しやすいですか？ 

マニュアルに書いてあ

る内容は，理解しやす

いですか？ 
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(オ) システムの復旧はマニュアルのみで操作できますか？ 

 

 

※この設問では，WebUI でのデータのバックアップ・復旧操作に関する質問をいたします．

本設問は，別紙「データのバックアップ・復旧マニュアル」についての質問も含まれます． 

 

2. データのバックアップ・復旧操作について 

 

(ア) バックアップ・復旧操作は，簡単でしたか？ 

 

  

5 

0 

できる 

できない 

0 2 4 6

システムの復旧はマニュアルのみ

で操作できますか？ 

システムの復旧はマ

ニュアルのみで操作で

きますか？ 

4 

1 

0 

0 

簡単 

やや簡単 

やや難しい 

難しい 

0 1 2 3 4 5

バックアップ・復旧操作は，簡単

でしたか？ 

バックアップ・復旧操

作は，簡単でしたか？ 
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(イ) 外付け HDD の接続確認は簡単でしたか？ 

 

 

(ウ) マニュアルを利用して，バックアップ，復旧操作をすることができましたか？ 

 

  

4 

1 

0 

0 

簡単 

やや簡単 

やや難しい 

難しい 

0 1 2 3 4 5

外付けHDDの接続確認は簡単でし

たか？ 

外付けHDDの接続確認

は簡単でしたか？ 

5 

0 

できる 

できない 

0 2 4 6

マニュアルを利用して，バック

アップ，復旧操作をすることがで

きましたか？ 

マニュアルを利用し

て，バックアップ，復

旧操作をすることがで

きましたか？ 
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(エ) マニュアルに書いてある内容は，理解しやすいですか？ 

 

 

(オ) マニュアルを利用するとき，必要な情報を探しやすかったですか？ 

 

  

4 

1 

0 

0 

理解しやすい 

やや理解しやすい 

やや理解しにくい 

理解しにくい 

0 1 2 3 4 5

マニュアルに書いてある内容は，

理解しやすいですか？ 

マニュアルに書いてあ

る内容は，理解しやす

いですか？ 

4 

1 

0 

0 

探しやすかった 

やや探しやすかった 

やや探しにくい 

探しにくい 

0 1 2 3 4 5

マニュアルを利用するとき，必要

な情報を探しやすかったですか？ 

マニュアルを利用する

とき，必要な情報を探

しやすかったですか？ 
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3. システム，データの復旧全体について 

(ア) システムの復旧後，データの復旧を容易にできましたか？ 

 

 

(イ) 1 ページ目の障害対策要件を満たしていますか？ 

 

  

5 

0 

0 

0 

簡単 

やや簡単 

やや難しい 

難しい 

0 2 4 6

システムの復旧後，データの復旧

を容易にできましたか？ 

システムの復旧後，

データの復旧を容易に

できましたか？ 

5 

0 

満たしている 

満たしていない 

0 2 4 6

1ページ目の障害対策要件を満たし

ていますか？ 

1ページ目の障害対策要

件を満たしています

か？ 
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(ウ) 来年度以降システムが故障した際、薬剤部でシステムおよびデータの復旧作業を

完了することができそうですか？ 

5 

0 

できる 

できない 

0 2 4 6

来年度以降システムが故障した

際、薬剤部でシステムおよびデー

タの復旧作業を完了することがで

きそうですか？ 

来年度以降システムが

故障した際、薬剤部で

システムおよびデータ

の復旧作業を完了する

ことができそうです

か？ 
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抗がん剤薬歴管理システムの運用アンケート 

 

アンケート対象：東京医科大学病院薬剤師 

実施人数：4 人 

 

4. 新規登録機能について 

(ア) レジメンの登録・編集機能 

① レジメンの登録・編集機能は業務を行う上で、充足していますか 

 

 

② レジメンの登録・編集機能は使いやすいですか 

  

0 1 2 3 4 5

充足している 

まあ充足している 

やや不足している 

不足している 

診療科の登録・編集機能は業務を

行う上で、充足していますか 

診療科の登録・編集機

能は業務を行う上で、

充足していますか 

0 1 2 3 4 5

使いやすい 

まあ使いやすい 

やや使いにくい 

使いにくい 

診療科の登録・編集機能は使いや

すいですか 

診療科の登録・編集機

能は使いやすいですか 
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③ レジメンの登録・編集機能に満足していますか 

 

 

(イ) 薬の登録・編集機能 

① 薬の登録・編集機能は業務を行う上で、充足していますか 

 

  

0 1 2 3 4 5

満足している 

まあ満足している 

やや不満である 

不満である 

診療科の登録・編集機能に満足し

ていますか 

診療科の登録・編集機

能に満足していますか 

0 1 2 3 4

充足している 

まあ充足している 

やや不足している 

不足している 

薬の登録・編集機能は業務を行う

上で、充足していますか 

薬の登録・編集機能は

業務を行う上で、充足

していますか 
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② 薬の登録・編集機能は使いやすいですか 

 

 

③ 薬の登録・編集機能に満足していますか 

 

  

0 1 2 3 4

使いやすい 

まあ使いやすい 

やや使いにくい 

使いにくい 

薬の登録・編集機能は使いやすい

ですか 

薬の登録・編集機能は

使いやすいですか 

0 1 2 3 4

満足している 

まあ満足している 

やや不満である 

不満である 

薬の登録・編集機能に満足してい

ますか 

薬の登録・編集機能に

満足していますか 
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(ウ) 診療科の登録・編集機能 

① 診療科の登録・編集機能は業務を行う上で、充足していますか 

 

 

② 診療科の登録・編集機能は使いやすいですか 

 

  

0 1 2 3 4 5

充足している 

まあ充足している 

やや不足している 

不足している 

診療科の登録・編集機能は業務を

行う上で、充足していますか 

診療科の登録・編集機

能は業務を行う上で、

充足していますか 

0 1 2 3 4 5

使いやすい 

まあ使いやすい 

やや使いにくい 

使いにくい 

診療科の登録・編集機能は使いや

すいですか 

診療科の登録・編集機

能は使いやすいですか 
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③ 診療科の登録・編集機能に満足していますか 

 

 

5. 薬歴管理機能 

(ア) 内服薬の薬歴登録・編集機能 

① 内服薬の薬歴登録・編集機能は業務を行う上で、充足していますか 

 

  

0 1 2 3 4 5

満足している 

まあ満足している 

やや不満である 

不満である 

診療科の登録・編集機能に満足し

ていますか 

診療科の登録・編集機

能に満足していますか 

0 1 2 3 4

充足している 

まあ充足している 

やや不足している 

不足している 

内服薬の薬歴登録・編集機能は業

務を行う上で、充足していますか 

内服薬の薬歴登録・編

集機能は業務を行う上

で、充足していますか 
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② 内服薬の薬歴登録・編集機能は使いやすいですか 

 

 

③ 内服薬の薬歴登録・編集機能に満足していますか 

 

  

0 1 2 3 4

使いやすい 

まあ使いやすい 

やや使いにくい 

使いにくい 

内服薬の薬歴登録・編集機能は使

いやすいですか 

内服薬の薬歴登録・編

集機能は使いやすいで

すか 

0 1 2 3 4

満足している 

まあ満足している 

やや不満である 

不満である 

内服薬の薬歴登録・編集機能に満足して

いますか 

内服薬の薬歴登録・編集機

能に満足していますか 



アンケート結果まとめ 

 

15 

 

(イ) 注射薬の薬歴登録・編集機能 

① 注射薬の薬歴登録・編集機能は業務を行う上で、充足していますか 

 

 

② 注射薬の薬歴登録・編集機能は使いやすいですか 

 

  

0 1 2 3 4

充足している 

まあ充足している 

やや不足している 

不足している 

注射薬の薬歴登録・編集機能は業

務を行う上で、充足していますか 

注射薬の薬歴登録・編

集機能は業務を行う上

で、充足していますか 

0 0.5 1 1.5 2 2.5

使いやすい 

まあ使いやすい 

やや使いにくい 

使いにくい 

注射薬の薬歴登録・編集機能は使

いやすいですか 

注射薬の薬歴登録・編

集機能は使いやすいで

すか 
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③ 注射薬の薬歴登録・編集機能に満足していますか 

 

 

(ウ) 日報の表示・印刷機能 

① 日報の表示・印刷機能は業務を行う上で、充足していますか 

 

  

0 0.5 1 1.5 2 2.5

満足している 

まあ満足している 

やや不満である 

不満である 

注射薬の薬歴登録・編集機能に満

足していますか 

注射薬の薬歴登録・編

集機能に満足していま

すか 

0 0.5 1 1.5 2 2.5

充足している 

まあ充足している 

やや不足している 

不足している 

日報の表示・印刷機能は業務を行

う上で、充足していますか 

日報の表示・印刷機能

は業務を行う上で、充

足していますか 
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② 日報の表示・印刷機能は使いやすいですか 

 

 

③ 日報の表示・印刷機能に満足していますか 

 

  

0 1 2 3 4

使いやすい 

まあ使いやすい 

やや使いにくい 

使いにくい 

日報の表示・印刷機能は使いやす

いですか 

日報の表示・印刷機能

は使いやすいですか 

0 0.5 1 1.5 2 2.5

満足している 

まあ満足している 

やや不満である 

不満である 

日報の表示・印刷機能に満足して

いますか 

日報の表示・印刷機能

に満足していますか 
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6. 薬歴カレンダー 

(ア) 薬歴ラベル・投与予定日ラベルの表示 

① 薬歴カレンダーの表示機能は業務を行う上で、充足していますか 

 

 

② 薬歴カレンダーの表示機能は使いやすいですか 

 

  

0 1 2 3 4 5

充足している 

まあ充足している 

やや不足している 

不足している 

薬歴カレンダーの表示機能は業務

を行う上で、充足していますか 

薬歴カレンダーの表示

機能は業務を行う上

で、充足していますか 

0 1 2 3 4

使いやすい 

まあ使いやすい 

やや使いにくい 

使いにくい 

薬歴カレンダーの表示機能は使い

やすいですか 

薬歴カレンダーの表示

機能は使いやすいです

か 
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③ 薬歴カレンダーの表示機能に満足していますか 

 

 

(ウ) 薬歴カレンダー印刷 

① 薬歴カレンダーの印刷機能は業務を行う上で、充足していますか 

 

  

0 1 2 3 4

満足している 

まあ満足している 

やや不満である 

不満である 

薬歴カレンダーの表示機能に満足

していますか 

薬歴カレンダーの表示

機能に満足しています

か 

0 0.5 1 1.5 2 2.5

充足している 

まあ充足している 

やや不足している 

不足している 

薬歴カレンダーの印刷機能は業務

を行う上で、充足していますか 

薬歴カレンダーの印刷

機能は業務を行う上

で、充足していますか 
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② 薬歴カレンダーの印刷機能は使いやすいですか 

 

 

③ 薬歴カレンダーの印刷機能に満足していますか 

 

 

  

0 0.5 1 1.5 2 2.5

使いやすい 

まあ使いやすい 

やや使いにくい 

使いにくい 

薬歴カレンダーの印刷機能は使い

やすいですか 

薬歴カレンダーの印刷

機能は使いやすいです

か 

0 0.5 1 1.5 2 2.5

満足している 

まあ満足している 

やや不満である 

不満である 

薬歴カレンダーの印刷機能に満足

していますか 

薬歴カレンダーの印刷

機能に満足しています

か 
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ネットワーク化したことにより、複数の PC からシステムの利用が可能になりました。4.

ネットワーク化の質問では、複数の PC からシステム利用が可能になったことを考慮してお

答えください。 

 

7. ネットワーク化 

(ア) 順番待ちは解消されましたか 

 

(イ) 作業時間（参照・編集等にかかる時間）は減少しましたか 

 

  

0 0.5 1 1.5 2 2.5

解消された 

まあ解消された 

やや解消されていない 

解消されていない 

順番待ちは解消されましたか 

順番待ちは解消されま

したか 

0 0.5 1 1.5 2 2.5

減少した 

まあ減少した 

やや増加した 

増加した 

作業時間（参照・編集等にかかる

時間）は減少しましたか 

作業時間（参照・編集

等にかかる時間）は減

少しましたか 
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(ウ) 他部署の患者薬歴情報を参照できますか 

 

 

8. セキュリティ 

(ア) セキュリティ機能は十分ですか 

 

  

0 1 2 3 4

参照できる 

まあ参照できる 

や参照できない 

参照できない 

他部署の患者薬歴情報を参照でき

ますか 

他部署の患者薬歴情報

を参照できますか 

0 1 2 3 4

充足している 

まあ充足している 

やや不足している 

不足している 

セキュリティ機能は十分ですか 

セキュリティ機能は十

分ですか 



アンケート結果まとめ 
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(イ) 警告表示やエラー表示によって、システムが使いにくくなっているか 

 

 

(ウ) パスワードの文字数制限によって、システムが使いにくくなっているか 

 

  

0 0.5 1 1.5 2 2.5

使いやすい 

まあ使いやすい 

やや使いにくい 

使いにくい 

警告表示やエラー表示によって、

システムが使いにくくなっている

か 

警告表示やエラー表示

によって、システムが

使いにくくなっている

か 

0 1 2 3 4

使いやすい 

まあ使いやすい 

やや使いにくい 

使いにくい 

パスワードの文字数制限によっ

て、システムが使いにくくなって

いるか 

パスワードの文字数制

限によって、システム

が使いにくくなってい

るか 



アンケート結果まとめ 
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(エ) USB メモリの使用制限によって、業務に支障はありませんか 

（管理者のみ USB メモリが使えるように設定されています） 

 

 

(オ) 無線 LAN の使用制限によって、業務に支障はありませんか 

（無線 LAN は利用できないように設定されています） 

 

  

0 1 2 3 4 5

支障がある 

支障がない 

USBメモリの使用制限によって、

業務に支障はありませんか 

USBメモリの使用制限

によって、業務に支障

はありませんか 

0 1 2 3 4

支障がある 

支障がない 

無線LANの使用制限によって、業

務に支障はありませんか 

無線LANの使用制限に

よって、業務に支障は

ありませんか 



アンケート結果まとめ 
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(カ) IP アドレスの使用制限によって、業務に支障はありませんか 

（登録した IPアドレスでのみ、本システムが利用できるように設定されています） 

 

 

 

9. 総合 

(ア) 2013 年度以降、薬剤師によって保守・運用することが可能ですか 

 

0 1 2 3 4

支障がある 

支障がない 

IPアドレスの使用制限によって、

業務に支障はありませんか 

IPアドレスの使用制限

によって、業務に支障

はありませんか 

0 0.5 1 1.5 2 2.5

十分可能である 

まあ可能である 

やや不可能である 

かなり不可能である 

2013年度以降、薬剤師によって保

守・運用することが可能ですか 

2013年度以降、薬剤師

によって保守・運用す

ることが可能ですか 


